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はしがき

自然生態系は、生産者である植物、消費者である動物、分解者や寄生・共生者である微生

物が織りなす複雑な関係を内包し、関係相互が微妙なバランスをとることによって成り立っ

ている。環境変化はバランスを崩し、生態系が崩壊する。生物要素の中で、比較的サイズの

大きい植物、動物については地理的分布や群集構造の解析も進んでおり、環境変化による影

響について比較的詳しく研究されている。他方、分解者や寄生・共生者である微生物につい

ては生態系内における分解者としての機能は理解されているが、我々の目で存在の確認が難

しいものが多いため個々の種の地理的分布や生態系内の分布パターンなどの実態は明らかで

はない。

そのため、本研究では、環境変化によって微生物群集の多様性や構造がどのように変化し、

その結果、分解という機能がどのように変わるのか、また寄生・共生を通した植物の生産機能

がどのように変わるのかなどについて解明することを目的とした。これらを解明出来れば、自

然生態系や半自然生態系を保全するためのより有効な維持管理システムの開発に応用するこ

とができ、また、破壊された生態系を回復するため、分解者や寄生者さらに共生者としての菌

類の機能を最大限に利用した対策を提言することも可能と考える。

本研究は菌類のインベントリーの作成という、一見時代遅れに見える方法から出発する。

地域環境変化が自に見えない微生物にも大きな影響を及ぼしていることは明らかであり、動

植物同様絶滅や衰退の危機にさらされているものがいることは間違いない。このため、イン

ベントリーの作成はその基礎データとして絶対に必要なことであると考える。

肥沃な畑や森林は表層土壌中には、 lヘクタール当たり、乾物量にして 1"-'10トンの微生物

バイオマスを有し、動物や植物遺体など、の分解を行っているが、その分解する量は、膨大なも

のになるとされている。菌類は、この物質分解を通して地球環境形成に重要な役割をはたして

きたが、最近の地球環境の変化は、菌類のこのような機能に重大な影響を及ぼすことが明らか

になってきた。さらに、菌類は寄生や共生により、動植物の生存と大変深い関わり合いがある

ことも明らかにされ、とくに最近、菌類が植物根に共生し植物の栄養塩の吸収を促進すること

により、環境条件が厳しい地域での植物の生育に大変貢献しているととが証明されてきている。

このように、現在、自然生態系の解明や保全には、菌類を除外しては考えられない状況で

ある。しかし、菌類の調査は未だ不十分で、その地理的分布や多様性については、不明の地

域が多い。とくに、中南米、アフリカ、熱帯アジアなどの熱帯地域では、多様な菌類が存在

し、生態系の維持に重要な役割を果たしていると推察されてはいるが、調査が極めて不十分

であるため、その実態は不明なままである。

本研究では、(1 )アジア熱帯モンスーン地域の自然生態系、半自然生態系、耕作地や造林

地の菌類を調査し、(2 )その標本の保存と分類・同定を行い、これらの地域の菌類相の詳細

を明らかにして、(3 ) 自然生態系における多様性とその生態的機能を解明するとともに、

(4 )この地域の気候特性のもとで人間活動に菌類がどのように関係しているかを検討し、

その結果から自然生態系、半自然生態系の保全・維持管理の方法についての提言を行うこと

を目的とした。そのため、マレーシアペナン島およびマレ一半島北部の熱帯雨林、タイ北部

のチェンマイ周辺地域、さらに台湾中部および南部地域に、マレーシア理科大学、チェンマ

イ大学、タイ王室植物園、中興大学などの全面的な協力の下に、調査地を設定し、調査を行

た。調査では、研究分担者をはじめ、多くの研究者のご協力を得て、多大な成果を上げるこ

とが出来た。ここに厚く御礼申し上げる。

本研究の成果が、アジア熱帯モンスーン地域の菌類の解明の一助となれば幸いである。

平成 18年3月

研究代表者柿罵虞
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22.田 呈明・尚術重・庄剣雲・王・・柿潟員 (2003)ポプラ類に寄生する中国産

Melampsora J認さび菌の分類学的検討.平成 15年度日本植物病理学会大会，明治大学ラ東京

23.小口 悠・柿鳥 員 (2003)タデ科植物に寄生する日本産さび菌 PucculIa

poly goni-amplzibiiの分類学的再検討.日本菌学会第 47回大会，北海道大学，札i幌幌

2μ4.En時1屯gk凶{hanim川1孔1U山叩mJ五m川ltana，TI百o-a引正a剖1官n山1

されたサビキン 2種について.日本菌学会第 47回大会，北海道大学，札幌

25. Chung， W. H. ・小野義隆・柿)芸 員 (2003)アズキ類に寄生する Uromycesappendiculatus var. 

。zukicolaの生活環.日本菌学会第47回大会，北海道大学，札幌

26.田 呈明・今津道夫・柿}芸 員 (2003)形態的および分子系統的解析による Pucciniastrum

tiliaeとP.styracinumの関係.日本菌学会第 47回大会，北海道大学，札幌

27.今津道夫・大西麻友紀・原田幸雄 (2003)Blastospora betulaeによるヒノキアスナロ天狗巣

病縦病苦1)における菌糸の分布と進展.日本菌学会第 47回大会，北海道大学，札幌

28. Denchev， C. M.， Kakishima， M and Kadota， Y. (2003) Current status of Sphacelotheca 
Izydropiperis gr. (smut fungi). XIV Congress of Europian Mycologists， Yalta， Crimea， Ukraineラ

September. 

29.高松 進・ S.Kom-un・S.Limkaisang . C. To-anun・佐藤幸生 (2003) うどんこ病菌はいか

にして熱;市;・I1E熱帯地域に適応したのか? Brasiliomyces属菌を事例として 日本菌学

会第 47回大会.札幌.

30.新家型子・ MariaHavrylenko・高松進 (2003)アルゼンチン固有のうどんと病菌 Erysiplze

(Uncl川 la)fo陀 'italisの分子系統解析 日本菌学会第 47回大会.札IV)t

31. Iブヨ旧景子・高松 進・松田紗苗・宗 利弘 (2003)キュウリに新発生した Oidium属

Reticuloidium Illi属うどんこ病菌の分子系統および諸性質.平成 15年度日本植物病理学会大

会. 東京.

32.陛本晃一一・松田克礼・松谷和美・{佼島 武・角谷晃司・野々村m:~Mr: . I河田清嗣・草刈!Tt

一・中田(住吉・高松 進・豊田秀吉 (2003) トマトうどんこ病菌 Oidiumneolycopersiciの感

染挙部j解析およびその宿主範囲の検討.平成 15年度日本他物病理学会大会. 東京.

33.高松進・ SawwaneeKom-un . Saranya Limkaisang . Chaiwat To-anun・佐藤幸生 (2003) う
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80.升星第人 (2005)台湾の各種脊変蔀について.第 15自樹木病害研究会，札l悦

81.持活冗・黄振文・強滞日高‘曽顕雄・柿潟奨・関逮治 (2∞6)台湾と日本のハイフア

jトブリッジ:Cladosporium colocasiaeを例として. 平成 18年度目本割学会関東支部年次大

，2006年 4月22日ヲ東京.

82齢 OkadaG， Tanaka K， Hua時 J-W，Cha時 H-Sand Kakishima M (2006) Synnematous fungi from 

γuIwan (1). 8th International Mycological Co 咋 ress， Aug 凶 2006，Ca凶吋川lr川rn
83. Sato， H. a吋 To-anun，C. (2006) Four species of Trichomycetes collected in Thaila吋 .8th

International Mycological Congr・ess，August 2006， Cairns. (予定)

84. Kozue， S.， Ota Y.， HattoriヲT.and Kakishima M. (2006) Phylogenetic relationships of the 

Polyporus sense 1ato and allied genera. 8th International Mycological CongressヲAugust2006フ

Cairns. (予定)

( 3 )出版物

1.高松 進 (2002) うどんこ病閣の分子系統と新しい分類体系. ，議!tIIJI言疫 56:22手237砂

2. Takamatsu， S. (2004) Molec山 rphylogeny and evolution of powclery副 dewfungi (Erysiphalesラ

Ascomycota)， obligate parasite of plants. In Plant Genome: Biodive出 yand Evolutio凡 VoL2， Part 
A Lower Groups (eds. A.K. Sharma &九 511arma)，5cience Publishe民 E凶 eJd，NH， USA， pp. 
77-97. 

3.高松 進 (2004)うどんこ絹i誌の新しい分知体系. 農薬時代 186:15-20. 

4.長沢栄史 (2004)タイ奪マレ…シアきのこ管見 (1). 留意 2004-4:32-40. 

5.長沢栄史 (2004)タイ・マレーシアきのこ管見 (2). 認躍 2004-5:30-38. 

6.高松 進 (2005)分子系統学の基礎.植物防疫 59:64ω69.

7.高松 進 (2005)ウドンコカビの巧妙な生存戦略と進化恕・細菌・ウイルスの多域性

と進化J(杉山純多編) .裳華扉. 東京 pp.26ι262. 

8.柿潟 県 (2005)寄生性担子関類ヲキクラゲ類. r菌類・主Hli翠・ウイルスの多様性と

(杉山純多編)ー 裳~ï芸房. 東京. pp. 273-284. 

9. Tian， C-M and Kakishima， M (2005). Current taxonomic status of Me/ampsora species on poplars 
in China in Rust Diseases of Willow a吋 Poplarin Rust Diseases of Willow似 IPoplar町 (Edby M. H. 

Peiフ Rothamsred Resnerchタ Harpendeロラ UK ancl A. R. .rv主抗v寸'lcCraば川ck叫CJ叱1，Queenγ's Uni竹、v叫F
CABI Publi拾shingヲ仇w也a1汁lin唱“orぱdιラじKヲpp.99仏暢-112之. 

研究成果による工業所有権の出願・所得状況

し
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研究成果

( 1 )マレーシアペナン島およびマレー半島北部の熱帯雨林、タイ北部のチェンマイ周辺地

域、さらに台湾中部地域に、マレーシア理科大学、チェンマイ大学、タイ王室植物問、

中興大学など、の全面的な協力の下に、調査地を設定し、調査を行った。

( 2 )植物寄生菌(さび語、うどんこ密などに樹木寄生語、土壌菌、本生陸、落葉分解菌、

菌根議、軟質困、硬質欝、昆虫寄生皆、ラビリンチュラ菌、変形菌などについて、現地

の研究者と共同で、菌類の採集および諒査を行い、多数の試料や標本を校集した。

( 3 )収集した試料を用いて、 i葱旗の分離培養を?子った。

(心収集した試料や標本は、現地研究機関と日本の研究機関の双方に保した。

(日標本や分離i窓株をもとに茜類の形態を明らかにし、同定を行い、分荷や多犠牲を明ら

かにした。また、一部の菌類、については、分子系統学的解析を行った。

( 6 )比較研究のため、ニューージ…ランドや仁十1[認に保管されているアジア産菌類の標本

を行った。

台高や多様性と現地の植生などの環境条件との関探を検討し、 i器類の生態、的機

した。

( 8 )調査.研究の成果については、蔀類に関する!室内外の学会で発表するとともに、関係学

会誌等に論文を搭載した。

( 9 )第 4 アジア菌学会議(ChiangMai， Thailand， Novemberラ 2004)で、シンポジウムを開能し、

の一部を発表するとともに、さび悶(Rustfllngi)と硬質商 (Polyporales)につい

のワークショップを関併した。

( 1 0) マレーシア理科大学(PenanιMalaysia)で、 2005年 11丹、さび閤(Rllst 、軟質菌

(Agaricales)および硬質的 (Polyporalω)についてのワークショップを開催し

11 



タイ・マレーシア・台湾におけるさぴ菌の調査

小野義経

調査地・調査期間・調査者:

2 0 0 2年度マレーシア

Penang(Penang): 2 002年 12月10日-14日、小野義隆・今津道夫・ BaharuddinSalleh・

Leu Kon Wui . Siti Nurdihjati Baharuddin・JintanaEngkhaninun 

Banding Island (Perak): 1 2月 15日-16日、小野義隆・今津道夫・ BaharuddinSalleh • Leu Kon 
Wui . Siti Nurdihj ati Baharuddin・JintanaEngkhaninun 

Gunung Jerai (Kedah): 1 2月 17日、小野義降・今津道夫・ BaharuddinSalleh . Leu Kon Wui . 

Siti Nurdihjati Baharuddin • Jintana Engkhaninun 

Wan Klian (Perlis): 1 2月 18日、小野義経・今津道夫・ BaharuddinSal1eh・LeuKon Wui . Siti 

Nurdihjati Baharuddin・JintanaEngkhaninun 

M uka Head (Penang): 1 2月 19 [:ト23日、小野義隆・今津道夫・ BaharuddinSalleh・LeuKon 

Wui . Siti Nu凶 hjati Baharuddin・JintanaE時 kha山 1

2 0 0 2年度タイ

Chiang Mai: 1 2月24日、小野義降・今津道夫・ ChaiwatTo-anun・JintanaEngkhaninun 

Doi lnthanon: 1 2月25日、小野義隆・今津道夫・ ChaiwatTo句 anun・JintanaEngkhaninun 

Doi Sllthep : 1 2月26日、小野義隆・今津道夫・ ChaiwatTo-anun . Jintana Engkhaninun 

Doi Chiang Dao: 1 2月27日、小野義隆・今津道夫・ ChaiwatTo-anun . Jintana Engkhaninlln 

Chiang Mai 1 2月28日、小野義経・今沖道夫・ ChaiwatTo引 mI1・ JintanaEngkhaninul1 

200 3年度タイ

Doi Su thep : 1 1月23日、小野義隆・ ChaiwatTo-anun 

Doi Inthanon: 1 1月 24日、小野義降・ ChaiwatTo-anun 

Chiang Mai: 1 1 月2 5 日、 d小¥野説義tI降盗 . Cha凶iwa瓜tToか-a正a叩1

Mae Hon Son: 1 1月 26日一 18日、小野義経・ ChaiwatTo-anun 

Chiang Mai: 1 1 FJ 2 9日、小野義経・ ChaiwatTo-an 

2 0 0 3 i引支 マレーシア

Penang (Penang): 1 2月 1日-2日、小野義隆・ BaharuddinSalleh・LeuKon Wui . Siti Nurdihjati 

Baharuddin 

Cameron Highlands (Perak): 1 2月3日、小野義隆・ BaharuddinSalleh・LeuKon Wui . Siti 

Nurdihjati Baharuddin 

Gunung Jerai (Kedah): 1 2月4日、小野義経・ BaharudclinSalleh・LeuKon Wui . Siti Nurclihjati 

Baharllcldin 
Wan Klian (Perlis): 1 2月5日-6日、小野義経・ BaharuclclinSalleh・LellKon Wui . Siti Nurclihjati 

BaharudcJin 

2 0 0 4年度タイ

Chiang Mai: 1 1月 18日-20日、小野義隆・柿馬民・ ChaiwatTo-anun . WerトHsinChung 

Doi Suthep: 1 1月21日、小野義隆・柿鳥員・ ChaiwatTo-anun・WerトHsinChung 

Doi Inthanon: 1 1月22日、小野義隆.WerトHsinChung 

Nam Nao: 1 1月24日-27日、小野義隆.Wen-Hsin Chung 
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2 0 0 4年度台湾

Li Shang: 2 0 0 5年 1月 11日-12日、小野義隆.Wen-Hsin Chung . C.Y. Chen 

Yu Shan N ational Park: 1月 13日一 14日、小野義隆.WerトHsinChung . C. Y. Chen 

Taichung: 1月 15日、小野義経.Wen-Hsin Chung . C.Y. Chen 

200 5年度マレーシア

Penang: 1 1月 15日-18日、小野義降・柿潟提・ BaharuddinSalleh . Leu Kon Wui . Siti 

Nurdihjati Baharuddin 

Gunung Ulu Kali: 1 1月19日-20日、小野義隆・ BaharuddinSalleh 

Frazer Hills: 1 1月 21日、小野義隆・ BaharuddinSalleh 

Cameron Highlands: 1 1月22日-24日、小野義経・ BaharuddinSalleh 

探査結果:

採集標本

タイ:約 70点

マレーシア:約 100点

台湾:約 o0点

同定結果

本プロジェクトによって採集ーされた燃本を中心に、以前にも採集されていた標本も含め、

以下の 17周 44種と不完全さび菌 6磁を同定できた。

Aecidium: A. mori Barcl. 

Coleosporium: C. pacderiae Hiratsukaヲ f.，C. pllll71eriae Patouillard 

Crossopsora: C. jici Arthur & CllmminsラC.zizyphi (Syd.ラH.Syd. & Butler) Syd. & P. Syd. 

Dasturella: D. bal71busina Mllnclk. & Khes. 

Endophyll川 z:E. kaer凶 achii(P. Henn.) Stevens et Me吋 iola，E. paederiae Stevens & Me吋 iolaヲE.

S叩 σfゾi・ciale(Karst. & Roum.) Stcvens et &encliola 

Hemileia: H. vastalrix Berk. et Br. 

Kenzkampella: fiζ emblicac (Syd. & P. Syd.) Laundon 

Maravalia: M.αchroa (Sycl. & P. Syd.) A山 ur& Cummins， M. fL叩sporusOnoフ Kakishima& 

LohsomboonヲM.ptcrocarpi (Thirum.) Thirum. 

凡lelampsora:M. kusanoi DietelヲAイ.ricini Noronha 
Olivea: O. tcctonac (T.S. et K. Rミ~aI山ma
Phαkops印orα:円αI71pelopsidisDiet. & P. Syd.， P. chcoωw Cumminsヲ P.cingens (P. Syd. et Syd.) 

Hiratsuka， f.， P. clcttariac Cummins， P. fici-crectae S. Ito & Maruyama， P. pachyrhizi Syd.ヲR
phyllal1thi Dict.， P. lecla Jackson et Hoωlway， P. z幻iた匂.冶Z勾yplんlυル山iι川-寸叩1ν川ノ

Piυleolaαωarυlria 
Pucci山 7:P. allii (DC.) Ruclolphi， P. bcωkiyamcnsis Hir印'a正a山1

Ccla.， P. citμ什川r川.γi川'11刀1α P. Sycl. et Syd. ヲ P. congesla Berk. & Br.， P. dllthiae Ell. & Tracy P. ferruginosa P. 
Syd. & Syd.， P. fusisporα， P. Izelerospora Berk. et Curt.ヲ P.1/01・ianaHennings， P. hypoxi・dis
MacAlpine， P. I71clanoccphala Sycl. & P. Sycl.ヲP.mcnla e Pers.フP.Ilakallishikii Diet.， P. oxalidis 

Dietel & Ellis"P. paullulαP. Sycl. & Sycl.ヲ P.philippil/cnsis P. Sycl. & Sycl.ヲ P.rhei-ulldulali 

Hiratsuka， f.ヲP.llz正7liaeDietcl， P. Ihwailcs・iiBerk. 

Pucciniastrum: P. boehmeriae P. Syd. & Syd.ヲP.epilobii G. OttoヲP.potcntillae Komarov 
Ravenelia: R. japonica Dietel & P. Syd.， R. sessilis Berkeley 

Sphaerophragmium: S. clemensiae Syd. 

Tranzschelia: T. pruni-spinosae (Pers.) Diet. 
Uredo: U. cassiae-surathusis Yen， Uredo clemensiae (Arthur & Cummins) Hi凶 suka，f.， U. musae 

Cummins， U. operculinae Syd. & P. Syd.， Uredo spinulosa Y. Ono 
Uromyces: U. appendiculatω(Pers.) U時 er.ヲ Uι:bide白y川 colωαArthu肌rフ U.lたespediたzαe-procαumbel山 S

(Schw.) Curtis. 
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新種(とおもわれる)、新産穂、または興味ある菌類:

本プロジェクトで特記すべき発見は、シダ植物 Lygodiumflexiosumに寄生するさび菌で、

夏胞子世代だけが形成されているためにi留定的に Uredo属の新種と考えているものである。

Lygodiumには Puccinialygodii Arthur一種が熱帯アメリカで知られている。シダ植物に寄生

することが知られている Puccinia属菌は、この一種だけである。もし本菌が Puccinia属菌

であるとすれば、種分化と隔離分布にかかわる系統地理学的における興味ある問題の解決材

料となりうる。

また野生バナナに寄生する Uredomusae Cumminsは、これまで、は南太平洋島l興に分布記録

があったが、大陸アジアでの記録はなかった。本フロジェクトで、本菌がタイ北部からマレ

イ半島全体に分布することが明らかになった。今後、この野生バナナに寄生するさび菌が栽

培バナナに対して病原性を変異させる可能性もあり、この発見は植物病理学上重要なもので

あると考えられる。

今後の研究計画:

これまでの同定・分類学的研究は、主にタイで収集した標本をもとになされてきたが、今

後は、マレーシア・台湾の標本に重点をおき、研究をすすめる。同11寺に、これまでの文献上

の記録の検証をするとともに、モンスーンアジア地域のさび菌相の解明を進めたい。
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アジア熱帯モンス}ン地域に自生するマツ滞諜生患菌類の調査

主な調査地:鵜盛期間、調査者:

タイ王関:チェンマイ近郊 DoiSutep ~Queen Sirikit Botanieal Garden 
2002年 9月 27B"'-'10月 2日
柿i潟誇 露、 背木孝之、 f穂恵増征ニ、 C臼h鴻冶ai抑w例a討t1¥百、'0聞引叩a釘叩nu

研究計酪の打ち合わせ、採集地の選定

マレーシア:ペナン島、マレー半島ベラックチI{ChendeFoh湖周辺
2'002年I写合丹 2日""'.1D月S日

締潟展、青木孝之、5 徳増征二、マレーシア理科大学ディン教授

研究許冨の打ち合わせ、採集地の選定

征二

タイ王国:チェシマイを中心とした北部タイ(.oQjlnthanon ， Doi S:utep.， Queen Sirikit BQtanieal 

Garden的7
20:03年g:}1'2 2自"-'10月 2B
UJ関裕一、佐藤大樹、陶山佳久計屋高輝、認増社二， Chaiwat To~a:nun 
本調査

タイ王国:チェンマイを中心とした北部タイ ~Doi 111'出anoo，Doi S前ep"Queen Sirikit Bota:n:ical 
Garclen) 
2004年11 月 14 日 ~24，日、
徳増征二、山間硲一、本多大輔、大圏亨司、出洋介、佐藤大樹、服部

力、 ChaiwatTo一anun
本調査

マレーシア Lマレー半島 Gu.nun'gJ:erai出 2005年 11月 13 日 ~'1 9日

柿}器 良、小野義孝、服部力、本多大輪、硲増征二 (Gullun詰:Jerai山同行者の

み)

調査結果:

(2 0 03年)

タイ北部が自然分布地域である 3葉マツ P1JNJSkes iyaの蕗葉分解に関与・する菌類の調査

った。資料の採取は ChainMa i近郊の M1aeもお渓谷の奥にあるおεεh， S i r i k j t Bo比nical

Gard刊と DoiInthanon山餓の Sjr i. fh;an Wa ほど Fall 付近でイ?った。前者は斜面に成立した

半自然状態の林で、下草はイネ科革本が芝状に生脊していた。後者は綴傾斜地に成立

次林で、下草はほとんどなかっ

有機物麗は問地点とも薄く粗で、鉱質土壌の表面が見える状態の箇所が多く、Bl!腐の発達

はなかった。有機物膳は主に落葉産後の諜(以後L溜菜と記す)とやや分解の准んだ葉{以

後 Ll習菜nで構成されていたが、説者の地点ではさらに分解の進んだ7黒色を帯びた菜(以

後F11 絹漉と記す)も認める毛ことができた。しかし、温帯以~iとで普通に見られるさらに分解
の進んだ、段階の葉は見らrれなかっ

採取したりタ…試料は風乾し、日本忙持ち錆り、分解段踏君iJに分け、各段階 10本の針葉を

抽出し、法i争法で処理後、コーンミ…}jy寒天窮地上で培義し w 出現菌を分離、z 記銭し左。

~u;e:e涯 S.i r ikt f B!dt設立i.e.ar Gar.denの調査結果を表 Iに示す。
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1. Queen Sirikit Botanical Gardenで採取し ら出現し

謹 名
分解段i培

L OL Fll 

Cladosporium spp. 30 50 

Fusαrium so/ani 20 30 

Circinotrichum sp. 20 30 

Kran泣 samuhasibika 10 10 

Pesta /otiopsis sp. 30 10 

Be/traniella pini 20 10 

Trichodenna sp. 1. 40 60 70 

I Umbe/opsis isabellina 20 10 

Nigrosporαsphaerica 20 10 

Chaetospina fulvα 10 10 

Penicillium spp. 10 10 

Septonema sp. 20 

Arthrobotrys sp. 10 

Dacち!/ariasp. 1 10 

Stenella sp. 10 

Ver/iciclliUl11 S予? 10 

Tlwzetella rαdiata 50 

Gyrorrix circinala 20 

Stemphyrium sp. 20 

Acrどll10niumspp. 10 

Codil1aeαe sp‘ 10 

Spadicoides sp. 10 

Sporo';'rix s予 10 

1'1・icllOdermasp. .2 60 

Polyscytalum sp 40 

ScolecobasidiulIl spp. 20 

I Aspergi/lus japoJlicu 10 

Chloridium spp. 10 

Cylilldrium 5p. 10 

Poitorαsia circillal/s 10 

11~1 々の樋{あるいは在n群の頻度分布から落葉の分解の進行に伴ってi益法員選移が記こっている
であろうと控訴できるが、種あるいは種群の頻度が低く、分解段階の儲占騒を確認するま

に至らなかった。有機物届が掛めて描く成麗していないことがこうした踏の分布パターン

もたらしている可能性が高い。出現閣の中に温帯でマツの誌菜から稀に出現するか、記3まさ
いない騒が多数含まれていた (Kramasamu!rasibi如、 Beltrani・ellapilli、Thozefellω'adia如、

Gyrotrix ciral1({如、 Poitorasiacircinallsなど)。…方、日本で普通i二見ちれる菌は少数;であっ

た(Chaetospina戸tlvaなど)。

Doi Inthanon山山麓の SirithanWater Fallにおいて採取したマツ落葉を用いた認査結果

乏に示す。

の調査地点の有機物麗は QueenSirikit Botanical Gardenのそれと比較して一見地表を覆つ

てないように思えるほど貧弱で、落葉をかき集めるようにして保取したが、 2分解段階しか

議開できなかった。この地点、で特徴的だ、ったのは、歌声、!のマツ務葉で最も優占的な
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菌である Verticicladiumtr伊dum が出現したことである。採集地点が比較的標高が高いことが

関係している可能性が高い。熱帯性と思われる菌としては Phialomycesmacrosporus ， Speiropsis 

pedatosporaなどが出現した。

表 2.Doi Inthanon山麓 SirithanWater Fallで採取した

マツ落葉から出現した菌類と分解段階別頻度(%)

種 名
分解段階

L OL 
Chloridium sp. 60 

Chαiαrαsp. 30 

Clαdosporium spp. 30 

Cladosporium sp. 1. 30 

Verticiclαdium (/ぜldum 30 

Alternαria sp. 10 

Bionectriαroseα 10 

Umbelopsis isabαllinα 10 

Unidentified 1 (=8-3) 10 

Tl・ichoderma sp. 100 100 

Pestαlotiopsis sp. 50 40 

FusariulIl sp. 30 10 

CylindriulIl sp. 10 20 

PenicilliulIl spp 10 40 

Aspergillus jα!jJonicus 40 

Dαctylariαsp.1. 30 

Dactylaria naνiculザormis 10 

Dactylaria sp. 2. 10 

Fusariulll solani 10 

Mucor sp. 10 

Phialomyces macrosporus 10 

Septonema sp. 10 

Spadicoides sp. 2 10 

Spadioides sp. 1. 10 

Speiropsis pedαt05jJorα 10 

Trichoderl71a sp. 2. 10 

(2 0 0 4年)

前年度に引き続き Pinuskどめ>aの落葉分解菌類を調査した。今回の調査地は ChainMai 近郊

の DoiPuj LLIの標高 1200n1付近であった。林は人工林と忠われたが、成熟したマツ林で、下

草はイネ科が主でほぼ全域が覆われていた。有機物層は比較的厚く、ほぼ成層していたが Fll

層段階までの堆積で、より分解の進んだ葉やその断片化したものは確認できなかった。結果

を表 3に示す。

Doi Pui山の採集地点は標高が 1200m近くあり、年平均気温 23度の ChainMaiの市街より

約 600m高い。単純に O.6/100mで気温が下がると年平均気温が約 3.6度低いことになり、採

集地点は年平均気温が 20度以下になる。この年平均気温は本邦の種が島や奄美大島に近い。

この温度環境を反映してか、出現菌に暖温帯との共通種が含まれているのが特徴的である。
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表 3.Doi Pui山において採取したマツ落葉から出現した菌類と

分解段階別頻度(%)

種 名
L 

Cladosporium oxysporum 70 

Aureobαsidium sp. 60 

Penicillium spp. 30 

Cladosporium sp. 2. 10 

Pestalotiopsis sp. 10 

TrichodermαIzαrziαnum 

Clαdosporium cladosporioides 

Umbelopsis isαbelliJlα 

Gyrothrix sp. 

Polyscytalum sp. 

Chαetospsina fulva 

Pεstalotiopsis sp. 

Ardhachandra cristasporα 

Bionectria sp. 

Sporendoc!αdia bαctrosporα 

Scolecobasidiull1 hUlllicola 

Umbelopsis ramal1niana 

Mucor sp. 

Chalarαsp. 

Thozetellα sp. 

Chloridiulll sp. 

'Ji-icl， od erl/lαsp. 

Ul1identified 3. 

分解段階

OL Fll I 
50 10 

40 50 

10 10 

100 100 

50 60 

50 50 

30 

30 50 

20 40 

20 

10 

10 

10 

10 40 

60 

30 

20 

20 

10 

10 

10 

2003イF，2004年の調査地点はアジア熱市季節風帯の北部に位置し、明11京な乾季と雨季を持

つ地域に含まれる。また、マツが自生する山地林地域でもある。 2003年は雨季の後半 (9月〕、

2004 年は乾季の前半 (11 月〕に採集を試みたが、両11羽田に顕著な i副知~I~;I~ の逃いは認められな

かった。恐らく乾季の後半と雨季の後半を比較すれば明瞭な違いを認めることができるので

はないかと思う。

この地域のマツ落葉菌類相は熱帯に分布の中心を持つと考えられる間昨(以後熱市性閣と

記す)と楓帯やn麦温荷に分布の中心があると考えられる菌群(以後北方系的と記す)が被雑

に鉛綜しており、温帯域で認められる特定の s-tolerantな菌が落葉表面で優占する、あるいは

優勢な内部生息菌が存在するという傾向ははっきりしなかった。

(200 5年)

2005年度にはマレーシア北部のケダ州にある Gununglerai 山においてPifll/Smerkusiiの落

葉を採取し訓査した。その結果を表 4に示す。

マレ一半島はアジアモンスーンの影響を受けるが、気温の日較差が年較差よりかなり大きく、

雨季と乾季はあるものの、西海岸では 6月から 9月のモンスーンの影響がスマトラ島の存在によ

って緩和されるため、熱帯湿潤気候が優占する。今回調査した GunungJerai 山はケダ州の海岸

よりにそびえる孤立山塊で、標高が最高点で 1300mを超えるため、気流の上昇により雨雲が生じ

きわめて湿潤な状態にあると考えられる。事実、この巨大な石灰岩の塊は雨水により風化され、

酸性腐植土やビートに覆われている。今回採集した地点は標高約 1100m付近で、年平均気温は

20度前後と推定された。この温度条件と酸性の土壌が Pinus merkusIIやイヌマキ科の針葉樹の

自生を可能にしたものと思われる。

18 



表 4. Gunung Jerai 山において採取したマツ落葉から出現した菌類と

分解段階53IJ頻度(%)

種 名
分解段階

L OL 

Aureob仏sidiumsp. 100 

Chαlara sp. 10 20 

MOllocil/ium sp. 10 10 

Curvularia sp. 10 

Bionectria sp. 10 

Penicillium sp. 1. 20 10 

Trichodennαsp. 20 80 

Arthrinium sp. 10 40 

Aspergillus japonicus 10 10 

Cladosporium sp. 10 90 

Pestalotiopsis sp. 10 50 

Penicillium sp. 2. 50 

Chloridium sp. 30 

Penici/lium sp. 3. 30 

Pol-yscytalum sp. 30 

Dactylαria sp. 1. 10 

Fusariul11 sp. 10 

Sporidesmiull1 goidanichii 10 

Verticillium sp. 10 

Beltrαniella sp. 10 

A1ucor sp. 10 

Nigrospora splIaerica 10 

Periconia sp. 10 

PhyllostIctαsp. 10 

Tripospermum sp. 10 

Tritirachium sp. 10 

Cladosporium sp. 2. 20 

RamichLoridillln sp、 10 

Rhizomorph 10 

Rhizopus sp‘ 10 

ScoLecobasidium sp‘ 10 

Umbelopsis isabellina 10 

Cylindrocladium sp. 

Jdrie/la sp. 

Thozetella sp. 

Viどronaeasp. 

F11 

10 

30 

20 

20 

100 

20 

10 

50 

90 

20 

20 

50 

30 

10 

10 

10 

10 

20 

10 

10 

10 

菌類相はまだ同定が不十分であるが、全体として本邦のi長品帯に似た印象が強い。恐らく、

雲霧林的な環境が、熱帯性磁の優占を妨げ、逆に北方系菌の残存を可能にしているものと考

えられる。

今回の調査では温帯以北に分布の中心があり熱帯にも分布している樹木、マツ属の落葉を

基質として生活する菌類、相を明らかにしようと試みた。モンスーン地域の北側では暖温帯と

隣接しているが多くの熱帯性菌がマツ落葉に定着できることが示された。一方、一例である

が湿潤熱帯的な気候下であっても標高の高い地域には最終氷期に南下したと思われるマツ属
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に随伴して熱;出;J或に進出した北方系菌が未だに残存しており、気候に加え地史的な要因もこ

の地域の菌類相の成立には考慮しなければならないことが明らかになった。

同定蔀類目録:

今回の調査中にタイ、マレーシアで主に針葉樹溶葉から分離した菌の中で同定を試みた菌株と

その結果を表 5に示す。温帯に普通に生息するものは比較的容易に種レベルまで同定できたが、

胞子形成誘導が難しいものが多く、この表に示したのは同定培養を行った菌株の約 2/3に過ぎな

い。熱帯性菌の多くは恐らくフタパガキ科の落葉など東南アジアの熱帯に特有な植物とともに共

進化していると思われるので、今後そうした基質を調査する必要があると感じた。

表 5.同定i基i目録

種名 菌株番号

Acremollium cf. psammoporium W. Gams TA260 

Acremonium cf. strictum TA255 

Acremonium pteridii W. Gams and Frankland TA257 

A cremoniull1 sp. (Nectorioideα) TA124 

A Isidiopsis sp.? TA145 

Alysidium resillae (Fr.) M. B. Ellis var. microsporum Sutlon TA181 

Ardhnchandra cristaspora (Matsushima) Subramanian & Sudha TA199 

ArlllriJliul7/ sp. TA170 

Aspergi!lus jαponicus Saito TA175 

Aspergi!ll/s japonicus Saito TA176 

Aspergi!llls japonicus Saito TA177 

Aspergi!lus japoniclls Saito MA115 

Beltrallia rhombica O. Penzig TA162 

sipo!aris austra!iellsis (Tsucla et Ueyam吟Alcorn TA14り

Camposporiull1 hyderabadense P. R. Rao and D. Rao TA134 

Chloridium sp. TA210 

C!tloridium virescells (Pers. Ex Pers.) W. Gama & Hol.-Jech. TA133 

var. chlamydo::'poriwlI (van 13りma)W. Gams and Hol.-Jech. 

Cladospo川 TA163 

Cladosporiull1 c!adosporioides (Fresen.) de Vries TAJ66 

Cladosporiulll c1adosporioides (Fresen.) de Vries TAJ67 

Cladosporium lllusae Mason TA165 

Cladosporium oxysporum Berk. & Curt. TA139 

C!adosporium oxysporultl Berk. & Curt. TA164 

C!adosporiullI oxysporum Berk. & Cu/'t. TAJ68 

C!ol/osracltys cf. COIl/jJμcriuscu!a (Saじじard)D. Ha TA158 

C!OIlOstαcltys rogersOlltalla Schroers TA157 

Clonostachys byssicola Schroser TA192 

Clonostachys compactiuscula (Saccard) D. Hawksworth et W. Gams MAl16 

Clonostachys rosea (Link:Fr.) Schroser， SamueIs， Seifert and Gams f. rosea TA194 

Corynespora elaeidicola M. B. Ellis TA201 

Cylindrocarpon gracile Bugn. TA122 

Cylindrocarpoll grαcile Bugn. TA123 

直'ylindrocarponsp. TA122 
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5.同定菌白銀(続き)

Dictyoc主aetavulgaris (S. Hughes & B. Kendrick) A.M. ArarnbarriまM.N.Cabello γA190 

Endophragmiella boewei (Crane) S. Hughes TA128 

Haplogrαphiumちp. TA191 

Helicosporium s予 TA130 

的。lodendronsp. TA153 

lsthmolongispora mInima Matsushima γA129 

lsthm%llgispora minima Matsushima TA135 

Krαmasamulza sibikαSubramanian et Vittal TA143 

MOl1ocillium cf. tel1ue TA193 

M onocillium cfしtenue 話AI03

Penicillium citrinum Thom TA172 

Penicillium corylophilum Dierekx MAI10 

Penicillium janthibellum Biourge TA174 

Penicillium janthibe/lum Biouτge MA124 

Penicillium paxi//i Bainier TA173 

Periconia sp. TA142 

Pseudobotrylis terrestrisσImonI吟Subram. TA146 

ScolecobasidiulJl cOl1strictum AbbotL 192'す TA150 

ScolecobasidiulIl humico/a Baτron & Busch TA132 

Scolecobasidiulll humicola Bむ ron& Busch TA155 

Scolecobasidium humicola Barron & Busch TA159 

Scolecob山司idiumhumicola sarron & Busch TA209 

Septol1emαclwとlospira(Grove) H ughes TA148 

Sigmoidea-like TA152 

Sigmoidea-like TA156 

Solosympodiellαclavala Matsushima TA125 

Stachybotrys parl'ispora Hu忌hes TA127 

Stachybotrys parvisporαHugheち γA154 

SubramαniomycωfusisaprophyticllS (Matsushima) P. M. Kirk TAJ44 

11lOzetella radiala (Morris) Pirozynski ancl Hoclges TAJ6.1 

γごelバ考ずticil1hμ''''川yηyαlbo帥αtrumRミεi加nke引tBer“thold TA116 

Verticillium dahliε'a Keb TA117 

Verticillium dahliea Keb. γA日S

Volute/la ramkumarii Sarbhoy γA126 
一一一一一一一一
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タイ北部における青変蕗の採集灘査

出関硲一

調査地:タイ王国北部 ェンマイとその周辺地域)

調査期間:2003年 9月22日--10月2日

調査者:徳増征二、陶山佐久、 [11間裕一、校藤大樹、計屋昌輝

調査結果:

分離結果:

Table 1に示すようにタイ北部チェンマイ持辺で樹皮キクイムシが穿孔した Pinuskhasyaの

倒木、立括れ木、枝から、青変砲の分離を行った。その結果、 Leptographiumpini-del叫florae、

L. yunnanenseの2磁を分離することができた(もちle2) 0 2種ともにタイ王国では初めての

ある o

Leptographium pini-densiflorae辻、今まで日本以外での報告がなかった。本閣の分布、宿主

特異性、樹皮下キクイムシとの関係については、今後さらに調査が必要である。

Leptographium yunnanense辻、樹皮下キクイムシの Tomicuspini perdaと密接な関係があると

報告されているが (Zhouet a1.， 2000， Masuya et al 吋 2002) 、タイ :1日I~では樹皮下キクイ
Polygraphus major と関係していると考えられた。また、本~ï註現在までに section Pinus、

subsection Sy!vestf百 (Critch臼eldand Little 1966， Farjon 1984)に属するニ葉松、三葉松からのみ分

離されている。以上のことから、本菌がこれらのマツが什布する器帯モンス…ンー熱帯モン

スーン気候;!日:に分存する菌類で為る可能性が示唆さ

Table 1. Samplcs used for isolation studies 

Sample Samplcs 

No. 

1 Dying small tree of Pi1JlIS 

khasyαinvaclcd by bark beeltes 

Associaled beetles Locality of collectiol1 Date of collection 

r~，
O
 

3

・f

-
P
2
 

1

I

 

N

O

 

-

-

n占

n
E
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P
い

'
H
P
!
 

?
V
L
 

F
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s
q
z
'
'
 

仰

グ

冶

九げ
4

ん

u

o
o
 

p
c
 

Parking area of Sirithan Water 24 Septリ 2003

Fal1 

2 Oead standing large tree of P. Stenoscelis sp. 
khαsyα 

Queen Sirikit BotanIc Garclen 27 2003 

T必i記c2工‘ Fr印「巾川刈c以叫quω附i以ω山e引2訂iηlci民CS0ぱf‘occur口r閃renじe ( 号弘均tもり3う)of 乙μept灼Ogl川.

g，玖aller吋icsof bect註lcs込H悶iη1寸Se.込¥pwoodi 

isolated from bcctles， 

Sample No. ] 

Species Po/ygraphus major 

AB EG 

Leptographium 。8 。
pifli岨densiflorae

ムyUflllanense 。38.5 る1.5

No. of substrates 3 13 l3 

Sample No. 2 

Stelloscelis sp・

AB 

33.3 0 

ハUAυ 

6 5 

* AB， adult beetles in egg galleries; EG， walls of egg galleries; Sap， sapwood 
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台湾西部および甫部におけるさぴ菌ならびに脊変密の探集調査

山間硲一

調査地: 中部、群東!孫、高まffi~部

務査期間:2003年 12月 1日一10日

調査者:岡田元、出)11 洋介、 UJ岡純一、裁援文(国立中興大学植病系病管室〉、陳啓

予(国立1=1=1興大学植病系病管室)、林 京佼〈自立中興大学植指系病管室)、王 智立(J.弘

山熱帯!話芸試験分所)、事I~ 輩信(自立議義大学生物資訪日系)、富Ij }注謙(国立中興大学)

武藤真知子(東京農業大学)

12月 3日 台芸大雪!lJ森林遊柴区 Chinese fir さ口頭採集

12月5 流森林iま来巨: さび菌採集

!完東綜 マツ

12 )~ 6 8 七孔諜布、 さび菌j葉集

12月 7日 堺 東 燃 来 義 さび!持採集

12月 813 12i t唯綜桃源郷 生物研さ

調査結果:

さび菌

中市大坑、台中綿大宮山森林遊楽区、堺東!思{箆流森林i舵楽i山

村f~綜挑ìJ.反発!I\ で、さびnmの採集を行った(乏ミ 2) 。その結果、表 2 に
採集した。この中には、新種、台湾新K!1:l在、新宿主と考えられるも含まれ、今後、

的比較検討が必要であるむなお、術主植物の再定は、部 忠謙が行った。

青変菌
j弄東懸!嬰流森林遊楽i玄、七孔爆布、岩:)守、高bjli綜桃源組!I¥でち穿孔虫が侵入した材を採集し、

穿孔虫の虫体、孔道ならびに変色した材7から的強の分離を行った。その結果、高雄郎桃源郷

UJ村 会湾省特有生物研究保脊中心 中海抜試験結で採集したおiwaniacryptomerioidesの

変材、および広葉樹丸太に穿孔していたお'eptop1叫 'pusxylographusの孔道から Ophiostoma

:7lIercIをう士した(表 3)。分自株は単柱iでは f-逝訟を形成しなかったが、交配試験の

十続出JJ.見を誘導することができた。この爵は、ヨーロッパ、アジア、北アメリカ ニュー
ランドと、比三子J:j(から前半正!とまで出ぷ;;地域に;よく分布しており、また、

の前方かち分離された幸~告がある。台湾では、 Cl山se-fir の立ち枯れ被害が問題となってな
るが、その原国として本菌が関与している可能性があると考えられている(林らJ鮒)。了

自の調査により、本菌が台湾においてさまざまな針葉樹や広葉組枠宿主として分荷する可能

性が示された。

回

った。材に

の種が分布し

菌の分離時期としては必ずしも最適の時期ではなか

められたものの菌の分離できなかった試料が多数あった o O. querci以外

いる可能性は組めて高く、今後さらに調査を重ねていく必要があると考える。
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リスト

sp. 

Atelocauda hyalospora (Sawada吟)On 

Coleosporバiumclel仰3サ引mtαω1υtμidi臼sBarclay 

Coleosporium clematidis Barclay 

Coleosporium eupatorii Hiratsuka， f. 

Coleosporium paederiae Dietel ex Hiratsuka， f. 

Sieb. et Zucc. 

Acacia confusa Merr. 

Clematis grata Wall. 

Clematis grata W叫1.

Eupatrium cαnnabinum L. var. asiαticum 

Paederiαcαvαleriei H事Lev.

Coleosporium plUmel・iaPat. Plwneria rubra L. 

Endoplryl1um formosα'llWrl (1-1. et P. Sydow) Hiratsuka，主Emi/iasOllcl!ifo/ia A. DC. 
et S. Kaneko 

Hαmaspora benguetensis Sydow 

Hamasporαbenguetensis Sydow 

Hama宅porαtaiwanianaHiratsuka 

Kuelweo!a malvicola Arthur 

Kuelll1eola ma/vicola Arthur 

Nyssopsora formosana (Sawada) Lutjeharms 

Phαkopsora ampelopsidis Dietel et P. Syclow 

Phαkopsora pachyrluzi Sydow 

PJwkopsora teclαJac主sonet Holway ex Jackson 

Phakopsora leclαJackson et Holway ex Jackson 

PileolαriCl klugkistianαDietel 

Pucciniαcnici-oleracei Persoon ex Damazieres 

Pucciniαcongesta Barkeley et Broome 

Puccinia cOllgesta Barkeley et Broomc 

PuccIl1iβ exh似 IslaDietel 

PucCÎlliβ Iretero~pora Berk. et Curt. 

PucCInia kyllillgae-breviJoliae ? Miura ex S. lto et 

Homma 

PucCIl/ia minussellsIs Tbuemen 

Puccinia .paspalillαCummins 

Rubus formosanensis 

Rubus formosanensis 

立ubuskawakamii Hay 

Malvastrum coromalldelianu11l (L.) Gむck，包

括αlvαstrumcoromandelianum (L.) Gぉcke.

Koelreuleria henryi Dummer 

Vitis ji:cザ'oliaBunge vα1: ficlfolia 

Pueraria mOl1tα11α 

Commelina sp. (c. auriculata Blllme?) 

Commelina auriclllata Blume 

γSH 

No. 

RI0783 

RI0789 

R10800 

京10824

ま10775

RI0823 

RI0816 

R10818 

RI0820 

1ミ10780

1ミ10782

1ミ10799

RI0797 

RI0785 

RI0805 

RI0788 

RI0771 

RI0791 

RhLts semialatαMurr. var: roxfJllrghiαna DC. R10817 

Senecio scal/del/s Buch.-Ham. R 10774 

Polygol/llm cllIれをI/seL. R1む82も

Polygollul1l chil/ense L. RI077も

Clell1aris grafα1ヘlal1. R10769 

Sida sp. RI0811 

Kyllinga brevifolia Rottb. RI0794 

Lactuca sp. 

Paspalm sp. 

PlfcCInia polygolli-alllplJibii Persoon 1'(11: tovariae Arthur Polygollllm fUl1bergii Sieb手計五lCC.

/勺IcCIlliasp. 

Puccinia sp. 

Fμccil1山 sp.

Pucci川~a !aIwulJIalla Hiratsuka， f. et Hashioka 

PlIccillia !lJaliae ? Dietel 

PuccilliaSlrtllII lIlagnisporum G. F. Luundon 
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マレーシアとタイにおけるうどんこ病留の調査

松進・

調査地調査期間、諦査者:

第 1回目説査(マレーシア北部)

調査地:ペナン島、 BandingIsland Resort (Bほ， Perak)， Forest Reserve Wang Klian (FRWK， 

Perlis)， Gunung Jerai Forest Reserve 
調査期間:2002年 12月 11旺 22日(1 2 B間)

調査者 I高松 進(三重大学ト佐藤幸生(富山県立大学短期大学部)・ BaharuddinSalleh (マ

理科大学). Liew Kon Wui (マレ…シア理科大学)

1四百調査(タイ北部〉

調査地:チェンマイ、 DoiInthanon 

調査期間:2002年 12月 24日一 27日 (4日間)

松進(三重大学ト佐藤幸生(富山

ェンマイ大学)

. Chaiwat TIか anun(チ

2 IfiJ日調査(マレーシア中北部)

開査地:ベナン島、 GunungJerai Forest Reserve、CameronHighland 

: 2003年 7月 11 ~ 2 1日 (11日間)

進(三 . Saranya Limkaisang (三

. Baharuddin Salleh (マレーシ 明科大学)

調査結果:

1) 2 自の調査による話集品リストをそれぞれ表 l~表 3 に示した。第 1 回目(マレ

ーシア)では 32サ ン フ 、 第 1回目調査〈タイ)では 72サンフル、第 2呂田司iiJ宜(マレ

シア)では 61サンプル、計 165サンブんを採集した。ほとんどのサンプルでは種の同

必袈な完全i食代は米形成で、不完全世代のみであったため、一部の保木をj諒き菌の

または直属レぺんにとどめた。このため、採集された閣の語数については不明であc:YO

2 )今回採集した 165サンプルに辻、うどんこ病臨む新宿主植物が 12思 12応、(13之 Dahlia 

xcultorwn， 13-3 Muntillgia cαlabusa， 14-1βauhinia purpμrσム24-14 Cuphとahyssopifolia， 26-2 
Cαccinia COlぜifolia，11-1 Crotol1 hirtus， 12-4 Euphorbia synadenium， 12-9 Mimosa sepiαria， 13-1 
Macarω19a 11Osei， 14-6 Ageratum conyzodω， 16-4 Synedrellα Jlodifよ仇， 1η7下川叩-1ωoBorrで'eri訂訂的rパ巾，i 

主植物とうどんこ病i臨弘頴iの新主詩組i立iみ合わせが 7主詩組組i日立Lみ合わせ(ο11-1 CoωsmηlOSCαtα仰1川M似げどd加αωtt凶t位S一Oidi山um7η 1 

subgen. Fibroidium， 11-2 l-Jibi幻 1SsabdarsJJa -Oulium su bgen. Fibroidill117， 11-3 Tridax 
procumbens Oidium sp・ラ 11-2 Urenα lobata -Oidium subgen. Fibroidium， 11-9 Indegofera hirsute 
-Oidium subgen. Psとudoidium，12-3 Adenostσmma lavenia -Oidium subgen. Fibroidiumラ 15-6

Cyphomandra betacea -Oidiull subgen. Pseudoidiul7l)認めろ

3) Dalbergia cultl・a(avar. cu!traf(l上に発見された Brasiliomyces間関は信主柄物が末記載で

っただけでなく、東南アジアで免児された初めてのあ'asiliomyces)高臨で£った。本菌の形

を調査した結果、 βrasiliomyces服部のいずれの既矢fIとも異なることが明ちかになったの

で、新柏 lJrasiliomyceschiωzgmaiellsisとして報告した (To-anunet al吋 2t則3L

4) Phyllanthus属(コミカンゾウ属)に発生する Oidiumplzyllanthiは、形態に関する明11.京

く、菌の所痛については不明な点が多かった。今回の調査で我々は Oidium

phyllanthiを採集し、その形態、を詳細に調査した。本菌は、油球のある比較的小型の分生子

し、また、分生子発芽管も拙のいずれのうどんと病態とも異なる特徴的な形態を

ことが明らかになった。とれちの調査結果から、本菌をこれまで明らかになっている Oidium

麗の S種類の車麗とは異なる新亜麗として認め、 Oidiumsubgenus Microidiumとすることを提

した (To-anunet a1.ヲ 2005)。
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5)、Oidiumheveaeによって引き起こされるこ1ムノキうどんこ病は世界における3ゴムノキの

重要な病害である。{言頼性のある形態記載や完全世刊の報告がないため、本菌の再定や分類

に混乱も見られ、いまだ不確定であった。本調査において、我々はマレーシア，タイおよび

ラジルで採集された 5標本について、形態および分子的な比較を行った。形態鰻察、の結果、

本茜はいずれも Oidium属Pseudoidium盟属に属することが明ろかになっ4 た。本菌の系統関係

および近縁な完全世代種を探るため、 ITSおよび、288rDNAのシ…クヱンス解析を行ったq

の結果、マレーシア産2株とタイ産 2株はまったく同じシークエンスを持ち、ブラジル産2
菌株とは ITS2領域で 1境基、 28SrDNA領域で2議器具なっていた。ブラジゾレ産2菌株の 111'8

領域の配列はウパメガシ上の Erys伊hesp.と同じで、28SrDNA領域では工場基典なっていた。

距航法および、最大節約法で系統樹を作成したとごろ、ゴムノキうどんこ病i惑はErys伊hesp.と

ブートストラップ値 100%で支持される一つのグループを形成した。ゴムノキうどんこ病菌

とウパメガシ上の Erysがhesp.の不完全世代の形'態に穎箸な違いがないことから 0;/teve.ae 

ウパメガシ上の Erysiphesp;の不先全世代であることが示唆された。

探査地における分布の特徴

1 )うどんこ病閣は一般に北半球温帯地域に多く分蒋し、今回の調査対象地域である熱帯、

亜熱帯で発生するうどんと病菌は渦帯地域から援入したものと考えられているa うどんと病

欝む種の同定は存性世代に形成される問予のう殻の形態l~{]特徴が重視されるが、熱帯、
帯地域では!羽子のう殻を形成しないことがほとんどで、実際に今回の調査でもほとんどの様

閉子のう殻は米形成であった。したがって、組レベルでの同定は国難であり、ほとんど

の標本で閣の同定法不完全散問畏または亜!認のレベルにとどまった。しかし、今田も一部の

重要な標本で実施したように、遺伝子解析はよって関子のう殻が形成されていない標本でも、

系統的位置については明ちかにしうるようになりつつある。今後、本技術を利用して採集標

本の悶定が進むと期待される。

2)チェンマイを中心とするタイ北部では本調査以前から数年

分布調査を行っている。それらの調査結果を含めて考察すると、

Oidium phylla1Vthiをはじめ、 Plりtllaetin均思議、 .Er:ys伊lVe属 U術的l/tla

物に寄生する閣で、日本など東アジアでは児られない独自の?系統を持つラどんこ

かっJている。うどんこ癖菌の起源は白亜紀後期から第三紀初期であろうと推測されてい

うどんこ病磁の進化の初期は、高緯度地域で薬業高;木に主に寄生していたと考えられ、

地球の冷涼化にともなって詰主植物の南下とともに地球上を移動したと推察される。中

日本など東アジアでは木本植物に寄生するうどんこ病菌のフ口うが蟻誌であることが明

らかにされているが、これは第三紀に出現した吉い~毒物群が東アジアで多く生き残り、
とともにそこに寄生していたうどんこ病臨も生き残つ，たためと考えられる。中田護南地方も

東アジアとともに第三紀の古い:植物群が多く生き残った地域として知られており、タイ北部

の謹揚地方と地理的!に近い関係に為る守タイ北部で独告の系統を持つうどんこ病l器が見

つかるのは雲南地方に生息する古い起憾のeうどんこ荊i舗の一部がタイ北部に浸入しているた

めではないかと推測しているが、その真{為は不明でみる。今後、雲語地方におけるうと、んこ

病閣フロラの調査が進めばY タイ北部における、うどんこ務欝フ日ラ，のy成立菱田:がさらに!努ら

かになると期待され

3:)今IEIの調査において、パラゴムノキ、マンゴ一、カンキヅ、カシューナッツ¥

ど熱説、亜3説得に分布する果樹、栽培樹木のうどんこ病菌:の形態及び分子系統解析を行

った。その結果、これらの;樹木は分類的に桔草立遠紘であるにもかかわらず、寄生してい

うどんこ病菌は指互に極めて近縁であることが坊ちかになった6 さらに、これらおうどんこ

病閣は日本でウパメガシに寄生する Erys争前 sp.と向じか極めて近い境基配列者持ってい号と
が明らかになった。うと、ん乙病菌が北半球謹帯起源で、あ号、熱帯、亜熱帯へはあとで侵入

した欝であるとすると育ウバメガシに都生する Erysiphe'.st.がこれらの熱帯、亜熱帯?に分布す
る果樹、栽培樹木に寄生投を拡大していったと考えるのカミ妥当で、あろう。とのよラに、ある

特定のうどんこ病菌が広い範囲の植物に寄主範囲を拡大していったと考えちれる事例は、う
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どんこ病菌の熱帯、亜熱帯への分布拡大がどのような戦略のもとに行われたのかを知るうえ

で興味深い。なお、この研究の一部はすでに発表済みである (Limkaisanget al.， 2005)。

表1. 第 1回目調査採集品リスト(マレーシア北部、 2002年 12月 11日一22日)

楳本 No 種名 宿主植物 採集地

11-1 Oidium subgen. Fibroidium Cosmos caudatus "USM Campus， Penang Island" 

11-2 Oidium subgen. Fibroidium Hibscus sabdarsffa "USM Campus， Penang Island" 

11-3 Oidium sp. Tridax procumbens "USM Campus， Penang Island" 
11-4 Oidium sp. Oxalis corniculata f. rubrifolia "USM Campus， Penang lsland" 

11-5 Oidium subgcn. Fibroidium Euphorbia hirta !lUSM Campus， Penang IsJand" 

11-6 Oidium sp. Oxalis cornicuJata f. rubrifoJia "USM Campus， Penang Island" 

11-7 Oidium subgen. Microidium Phyllanthus niuri "Buttcrfly farm， Penang Island" 

11-8 Oidium sp. Oxalis corniculata f. rubrifolia "Butterfly farm， Penang Island" 
11-9 Oidium sp. Zinnia elegans "USM Campus， Penang Island" 
11-10 Oidium subgen. Fibroidium Cucumis pepo "USM Campus， Penang Island" 
] 2-] Oidium subgen. Pscudoidium Oxalis corniculata var. microphyla "USM Campus， Penang Island" 
12-2 Oidium sp. Emilia sp. "USM Campus， Penang Island" 
12-3 Oidium subgen. Pseudoidium Oxalis corniculata var. microphyla Recrcational Forcst Tcluk B辻hang
12-4 Oidiurnぉp. Fabaccac iミccrealionalForesl Tcluk Bahang 
13-1 Oidiopsis sp. Oxalis corniculata var. microphyla "Penang Hii Forest Rcscrve" 
13-3 Oidium subgen. Fibroidium Muntingia calabusa "Penang Hii Forcst Rcserve" 
13-4 Oidium subgcn. Fibroiclium Euphorbia hirla "Penang Hii Forcsl Rescrve" 
14-1 Oidiumぉp. Ballhinia purpurea "Banding Islancl Rcsort， Pcrak" 
14-2 Oidiumぉubgcn.Psclldoiclium Unknown "J3anding lslancl Rcsorl， Perak" 
14-3 Oidium sllbgcn. Pseudoidium Oxalis corniclllat呂 var.microphyla "Banding Islancl Rcsort， Perak" 
15-1 Oiclium subgcn. FibroidiUl11 Impaticns balsamina "Foresl Rcservc Wang Klian(FR WK)" 
15-2 Oidium subgじn.Pseucloidium Mimosa plJdica "ForeメtRescrve Wang Kli'll1(FR WK)竹

15-3 Oidiul11 subgen. P日c1Jcloiclium Teclona grandis "Fore日1ResじrveW川色 Klian(FRWK)"
15田4 Oicliul11メubgcn.Pscllcloiclilll11 Mimosa pudica 1行'ForestRc日crv刊eWへνlaυI叩 Kli川 (fRWK悶)"
17-1 Oiclium subgcn. Pscudoidiu川 Tamarindus indica Gunung Jcrai Forcsl Rcscrve 
17-2 Oiclilll1l subgen. FibroicJium Luffa sp. GUl1l1ng Jerai Forcぉ1Rescrve 
17-3 Oidium slIbgen. FibroidillI1l Lauraceae GlInung Jcrai Foresl Reserve 
17-4 Oidiopsis日p. Solanlll11 lorvul11 GUIlllIlg Jcrai Forcst Rcscrve 
1~-1 OidiumぉUbgCIl.PscucloicJium Oxalis corniculala var. microphyJa PCIlang BOlanical Gardcn 
21-1 Oidium subgen. Pscudoidium F<lbaccae Pcnang BOlanical Garden 
22-1 Oidium sp. Fabaceae "Near Viぉlan<lHolel， Penang" 

表 2. 第 1IIil !~l 出'lU査採集lIJI リスト(タイ北部、 2002 ~lミ 12 月 24 EI-27 EJ) 

際本 No fi[[ t:J ff~í ~lミ舶!肋 J采tkJ山

24-] Oidium subgen. Pscudoidium 8auhinia purpurca "Queen Sirikit BOlanical Gardcn" 
24-2 Oidium sp. Fはbace孔C "Qucen Sirikit Botanical Gardcn" 
24-3 Oiclilll11 subgen. Fibroidiulll BidcllS sp. "QlIcen Sirikit Botanical Gardcn" 
24-4 Oiclium sp. 1ミuphorbiahirla "Quccn Sirikit 130tanical Garden" 
24-6 Oicliulll subgen. Pscudoiclium Fa!ヲaceac "Qucen Sirikil sotanical Garclen" 
24-7 Oicliulll sllbgcn. Fibroic!iull1 l-libi日 II日目p. "QlIcen Sirikil Botanical Garclcnη 
24-8 13rasiliomyccs chiangl1lai亡l1si品 Dalbcrgia cultrata var. cullrala "Qucen Sirikil sOlanical G川c!cn"
24-り Oidium subgen. Fibroicliul1l Hibiscus sp. "Quecn Sirikil BOlanical Gardcn" 
24-10 Brasiliomyces chiangmaiensis Dalbergia cultrata var. cultrala "Queen Sirikit Botanical Garden" 
24-11 Brasiliomyces chiangmaiensis Dalbergia cuJtrata var. cuJtrata "Queen Sirikit BotanicaJ Garden" 
24-12 Oidium sp. Asteraceae "Queen Sirikit Botanical Garden" 
24-14 Oidium subgen. Fibroidium Cuphea hyssopifolia "Queen Sirikit Botanical Garden" 
24-15 Oidium subgen. Pseudoidium Muehlenbeckia platyclada "Queen Sirikit Botanical Garden" 
24-16 Oidium subgen. Pseudoidium Unknown "Queen Sirikit Botanical Garden" 
24-17 Oidium subgen. Reticuloidium Picris sp. "Queen Sirikit Botanical Garden" 
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表 2. 第 1 回目調査採集品リスト(タイ北部、 2002 年 12 月 24 日 ~27 日) (続き)

椋本 No 種名 宿主植物 採集地

24-18 Oidium subgen. Fibroidium Unknown "Queen Sirikit Botanical Garden" 

24-19 Oidium subgen. Pseudoidium Clitoria ternatea "Queen Sirikit Botanical Garden" 

24-20 Ovulariopsis sp. Unknown "Mae Sa Water Fall， Chiang Mai" 

24-21 Oidium subgen. Fibroidium Unknown "Mae Sa Water Fall， Chiang Mai" 

24-22 Oidium subgen. Pseudoidium Tamarindus indica Chiang Mai 
24-24 Oidium subgen. Microidium Phyllanthus sp. Chiang Mai 

24-25 Oidium subgen. Pseudoidium Zizyphus jujuba Chiang Mai 

25-1 Oidium subgen. Reticuloidium Cucurbitaceae Doi Inthanon 

25-2 Oidiopsis sp. Unknown Doi Inthanon 
25-3 Oidium subgcn. Fibroidium Unknown Doi Inthanon 
25-4 Oidium subgen. Microidium PhyJlanthus rcticulalus Doi lnthanon 
25回5 Oidiopsis sp. Capsicum annuum Doi Inthanon 
25“6 Oidium subgen. Pseudoidium "Carica papaya， Icaf" Doi lnthanon 
25-7 Oidium subgen. Fibroidium "Carica papaya， fruit" Doi Inthanon 
25-8 Oidium subgen. Fibroidium Cucumis melo Doi Inthanon 
25-9 Oidium subgen. Pseudoidium Pisum sativum Doi lnthanon 
25-10 Oidium subgcn. Pscudoidium Daucus carota var. sativus Doi Inthanon 
25-11.1 Ovulariopsis sp. Morus sp. Doi Inlhanon 
25-11.2 Oidiopsis sp. Solanum sp. Doi Inthanon 
25-] 2 Oidium subgcn. Pscudoidium Unknown Doi Inthanon 
25-13 Oiclium su)ヲgcn.Fibroic1iul11 Fragaria X ananassa Doi Inthanon 
25-]4 Oidium subgcn. Fibroidium Fragaria sp. Doi Inlhanon 
25-15 Oic1ium subgcn. Fibroic1ium Cucumis pcpo Doi Inthanon 
25-]6 Oiclium subgcn. Fibroic1ium Lagcnaria siceraria var. gourcla Doi Inthanon 
25-17 Oidium subgcn. Fibroidium Biclcns sp. Doi Inlhanon 
25-19 Oidiopsis sp. SolanuI11 sp. Doi 1111hanon 
25同20 OicJiufl1 subgcn. Pscucloiclium Unlくnown Doi Inthanon 
25-21 Oicliul11 slIbgcn. Pseucloidilll11 Hyclrangea sp. Doi Inlhal10n 
25-22 Oidium subgcn. Pscudoidium Pilea sp. Doi Infhanon 
25-23 Oicliul11 slIbgcn. RcticuloicJiul11 Planlago asialica Doi Inthanon 
25-25 Oidiul11 5ub色cn.PscllcloicliuI11 Unknown Doi lnlhanon 
25-26 Oiclium subgcn. Fibroidiul11 Biucns sp. Doi Inlhanon 
25-27 Oiclillm subgcn. Pscucloidium Unknown Doi lnthanoll 
25-28 Oidium日ubgcn.P日cudoidium Unknown Doi Tnthanol1 

25-29 Oiclilll11 subgcn. Pscudoicliull1 Unknown Doi Inlhanon 
26-1 OicJium subgcn. Pscudoicliul11 Rhododcllnclron sp. "Doi SlIlhcp， Chang Mai" 
26-2 Oidium subgcn. RCliculoidiul11 Caccinia cordifolia "Doi SUlhcp， Chang Mai" 
26-3 Oiclium subgcn. Micrioidium Phyllantl1us sp. "Doi SlIthcp， Chang Mai" 
26-4 Oidium subgcn. Fibroiclium Unknown "Doi Suthcp， Chang Mai" 
26-5 Oidium subgcn. Pscudoidium 人casia日p. "Doi Suthcp， Chang Mai" 
27-1 Oidium subgcn. Pseudoidium Unknown "Macjo Univcrsity， Chiang Mai" 
27-3 Oidium subgcn. Micrioidium ドhyllanlhusniuri "Macjo Univcrsity， Chiang Mai" 
27-4 Oidium subgcn. Pscudoidium Tamarincfus inclica "Maejo UnivcrsilY， Chiang Mai" 
27-7 Oidium subgcn. Pscudoidiull1 Unknown "Macjo UnivcrsilY， Chiang Mai" 
27-10 Oidium sllbgen. Fibroiclillll1 Unknown "Macjo UnivcrsilY， Chiang Mai" 
27-]2 Oidium subgcn. Fibroiclium Physalis sp. "Macjo UnivcrsilY， Chiang Mai" 
27・13 Oidium subgcn. Fibroidium Unknown "Macjo Univcrsily， Chiang Mai" 
27剛 14 Oidium sub品cn.Fibroidiull1 Eupalorium sp. "Macjo Univcrsity， Chiang Mai" 
27-15 Brasiliomyccs chiangmaicn日is Dalbcrgia cullrala va仁 cullrata "Macjo UnivcrsilY， Chiang Mai" 
27-16 Oiclium subgcn. Pscucloidium Fabaccac "Ma<こjoUnivclぉity，ChianιMai" 
27-] 7 Oiclium subgcn. Fibroicliull1 Eupalorium日p. "Macjo Univcr日ity，Chiang Mai" 
27-18 OidiUl11 subgen. Fibroicliu!1l Unknnwn "M日cjnUnivcrsity， Chiang Mai" 
27-1り Oicliull1 subgcn. P日 II【loicliul1l 下abaccac "Macjo Univcrsily， Chiang Mai" 
27-20 Oidium subgcn. Fibroicliul11 Aslcraccac "Macjo Univcrsity， Chiang Mai" 
27-21 Oidium subgcn. Fibroidium Fabaccac "Macjo Univcrsity， Chiang Mai" 
27-22 Oidium sp. Bidens sp. "Macjo University， Chiang Mai" 
27-23 Oidium subgen. Fibroidium Unknown "Maejo University， Chiang Mai" 
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表 3. 第 2回目調査採集品リスト(マレーシア中北部、 2003年 7月 11日一21日)

標本 No 種名 宿主植物

11-1 Oidium subgen. Fibroidium Croton hirtus 

11-2 Oidium subgen. Fibroidium Urena lobata 

11-3 Oidium subgen. Fibroidium Abelmoschus esculentus 

11-4 Oidium subgen. Fibroidium Euphorbia hirta 

11-5 Oidium subgen. Fibroidium Helianthus annuus 

11-6 Oidium subgen. Fibroidium Impatiens balsamina 
11-7 Oidium subgen. Pseudoidium Oxalis corniculata var. microphylla 
11-8 Oidium subgen. Fibroidium Euphorbia hirta 

11-9 Oidium subgen. Pseudoidium Indigofera hirsuta 
11-10 Oidium subgen. Pseudoidium Oxalis corniculata var. microphylla 
12-1 Oidium subgen. Microidium Phyllanthus reticulatus 
12“2 Oidium subg巴n.Fibroiclium Euphorbia hirta 
12-3 Oidium subgen. Fibroidium Adenostemma lauenia 
12-5 Oidiopsis sp. Euphorbia synadenium 
12-6 Oidium subgen. Microidium Phyllanthus reticulatus 
12-9 Oidium subgen. Pseudoidium Mimosa sepiaria 
13-1 Oidium subgen. Pseudoidium Macaranga hosei 
13-2 Oidium subgen. Pseudoidium Oxalis corniculata ViH. microphyl1a 
13-3 Oidium subgen. Pseudoidium Hevea brasiliensis 
13-4 Ovulariopsis sp. Morus alba 
13-5 Oidium subgcn. Pseudoidiul11 Urcna lobata 
14-3 Oidium subgcn. PseudoidiuI11 Hevea brasiliensis 
14-4 Oidium subgcn. Pseudoiclium Begonia imperialis 
14-5 Oidium日ubgcn.FibroicliuI11 Oahlia xculloflll11 

14-6 Oiclium subgcn. Fibroidium Agcratul11 conyzodc日

15-1 Oiclium ncolycopcrsici Lycopersicon cscu]cnlul11 

15-2 Oiclium日ubgen.Fibroidium Rosa sp. (cull.) 
15-3 Oiclium subgen. FibroicJium Dahlia xcullorum 
15-4 OicliuI11 subgen‘Fibroidium Ageratum conyzodes 
15-5 OicliuI11 subgen. Pseudoidium Citrus sp. 
15-6 Oidiul11 subgen. Pseucloidiul11 Cyphomandra belacea 
15-7 Oidiopsiおおp. Cleol1lc sp. 
16-1 Oidium subgen. FibroidiuI11 Helianthus annuus 
16-2 Oidium日ubgen.Pseudoidium Lagcr日Irocmiaindica 
16-3 OidiUI11 subgcn. Pscudoiclium Hcvca brasilicnsis 
16町4 Oidium subgcn. Fibroidium Syncdrclla nocliflorは

17-1 Oiclium subgen. Reticuloidiul11 Coccinia cordifolia 
17-2 Oidium subgen. Pscudoidium I-Icvca brasilicnsi日

17-3 Oidium subgcn. Pseudoidium Oxalis cOflliculata var. micriphylla 
17-5 Oidium subgcn. Fibroidiul11 Unknown 
17-6 Oidium subgen. Fibroiclium Euphorbia hirta 
17句7 Oidium subgcn. Pseudoidium Hcvea brasiliensis 
l7開8 Oidium subgen. Pseudoidium Oxalis corniculata var. microphylla 
17-り Oidiul11 subgen. Pscucloidium Bauhinia purpurca 
17世 10 Oidium sp. 130rreria laevicullis 
18-1 Oidium subgcn. Pseudoidiul11 Acasia sp. 
] 8-2. Oidium subgcn. Pseucloidiul11 Bはuhiniapurpurca 
] 8-3. Ovulょlriopsissp. Moru邑 alba
18-4. Oidium subgcn. Pscuc]oicIium Tamarindus indica 
18-5. OicliUI11 subgcn. FibroicIiul11 Emilia sonchitolia 
19-] Oiclium subgcn. FibroidiuI11 Unknown 
19-2 Oicliop日issp. Euphorhia pulcherrima 
20-1 OicliUI11 subgcn. Pscucloidiul11 Unknown 
20-2 Oidipsis sp. Euphorbia pulcherrima 
21-1 Oidium subgcn. Pscudoidium Lagerstroemia indica 
21-2 Oidium subgen. Pseudoidium Hevea brasiliensis 
21-3 Oidium subgen. Pseudoidium Tamarindus indica 
21-4 Oidium subgen. Pseudoidium Tamarindus indica 
21-5 Oidium subgen. Fibroidium Euphorbia hirta 
21-6 Oidium subgen. Fibroidium Unknown 
21蜘7 Oidium subgen. Microidium Phyllanthus reticulatus 
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採集地

"USM Campus， Penang Island" 
"USM Campus， Penang Island" 
"USM Campus， Penang Island" 
"USM Campus， Penang Island" 
Penang Island 
Penang Island 
Penang Island 
Penang Island 
Penang Island 
Penang Island 
Jerai mountain 
lerai mountain 
lerai mountain 
lerai mountain 
Jerai mountain 
lerai mountain 
lerai mountain 
Jerai mountain 
lerai mountain 
lcrai mountain 
lcrai mountain 
Cameron Highland 
Call1cron Highlancl 
Camcron Highland 
Camcron Highland 
Cameron Hiιhland 
Carneron Highland 
Cameron Highland 
Cameron Highland 
Carncron Highland 
Camcron Highland 
Call1eron Highlancl 
Cameron Highland 
Camcron Highlancl 
Cameron Highland 
Camcron Highland 
"Penang Hill， Pcnang Islancl" 
"Penang Hill， Penang Islan【j"

"Penang Hill， Pcnang lsland" 
"Pcnang Hill， Penang Island tI 
"P巴nangHill， Penang Island" 
"Penang Hill， P巴nanglslancl" 
"Penang !-li1I， Penang lsland" 
"Pcnang Hill， Pcnang Island" 
"pcnang Hill， Penang Island" 
"Botanical Garden， Pcnang" 
"Botanical Gardcn， Pcnang" 
"Botanical Gardcn， Pιnang" 
"Botanical Garden， Penang" 
"Botanical Garden， Pcnang" 
Langka¥vi Island 
Langkawi 1日Jancl
Langkawi Island 

Langkawi lsland 
Lungkuwi lsland 
Langkawi Island 
Langkawi Island 
Langkawi Island 
Langkawi Island 
Langkawi Island 
Langkawi lsland 



ペナン島およびマレ一半島における菌類相

一水生不完全菌を中心に一

調査目的:水生不完全菌の採集。

細矢 i削

水生不完全菌類は、四射型や渦巻き型など、水環境における散布に適応した特徴的な形態

を呈する胞子を形成する菌類である。これらの菌類に関する研究は、 1 )胞子が水、泡などに

吸着されるため、サンプリングが比較的容易であること、 2) それぞれの種が呈する特徴的

な形態によって、同定が比較的容易であること、などによって注目されてきた。現在までに、

約 300種が知られているが、熱帯地方の菌フロラについては十分調査されていない(Goh，1997; 

Marvanova， 1997)。マレーシアの水生不完全菌類相については、 Nawawi らによって調査さてい

る(e.g.Nawawi， 1973a-c; Nawawi， 1985; Nawawi and Kuthubutheen， 1988， 1989)が、局所的なフロラの

枚挙と比較は菌相の理解に貢献するものと考えられる。そこで、今回の調査では、マレーシアの

ローカル菌フロラの解明に寄与すべく、ペナン島およびマレ一半島における水生不完全菌フロラ

を水泡の固定サンフルによって検討した。

務査地・調査期間・調査者:

調査地:下記行動記録参照

mm査J~] ['1司:2004年 9月 5日'""-'9月 15日

調査参加者:品11]矢 問リ・ LLJ 旧 I~i 義. EEI中千尋

iV司査協力者:Baharuclin Salleh教授 (UniversitySains Malaysia) Liew K011 Wui助教授(向上

Maiden技官(同)。

日，I;J査地及び行動記録]

9/5 日 移動

9/6 月 行動予定打ち合わせおよびぺナン島内採集(1 ) 

① Forest recreation parkヲ PenangIsl. (N5
0 

26'47円 E100
0

13ヲ00")

② T百itiKera川仰l川川川w引叩a山11時 WaterFall，PenangIsl. (N5
0 

24'12" E100
0

12'1") 

9/7 火 マレ一半島採集(1 ) 

① Near Me印ngkllangD加am爪1，ヲ Penar

② Rぬbミ{u巾b凶7北巾be凶ヲ冗川C口rp凶3升北巾川l七h川a山a11叩11山1t凶a剖川!ion印ωn叱1ヲnear K. Pれe包伊an時gヲ Ba削a1け1i加ng，Keく匂ecl比山ωa叶lけh什(N附503♂7'11日1円 E100
0 

47'15") 

③ Eucalyptus roaclsicle trees， Ka心ωωa訂叩10叫1

14'37") 

④ Banding 1sl. Tasek Temengor， Gerikヲ Perah (N5
0 

27'29" EI01
0 

25'02円)

9/8 水 マレ一半島採集(2 ) 

① Kampung Padang， Perak (N5
0 

27' 41" E101
0 

10'06") 

② Lenggong， Perak (N5
0 

04ヲ13" EI00
0 

57'49円)

9/9 木 マレ一半島採集(3 ) 

① Bukit Gata昭， PcIιRengas， Pcrak (N4
0 

46ヲ39円 E100
0

48'07") 

9/l0 金 ぺナン島内採集(2 ) 

① Penang Hill， Penang Isl. (N5
0 

25ヲ28円 E100
0

16'07") 

9/11 土 ぺナン島内採集(3 ) 

① Air Hi山iじtam

② Botanical Gωar凶e吋de叩ns丸フ Penanglsl. (N5
0 

26 '27円 E100
0 

17ヲ12")

9/12 日 マレー半島採集 (4) 

9/13 月

9/14 火

9/15 71< 

① Bllkit Ralut (Maxwell Hills)， Perak (N4
0 

52'37円 E100
0

45'58"; alt. 220m) 

② Oil palm plantation， Taiping， Perak (N4
0 

50'17" EI00
0 

53'8") 

標本整理・ラボワーク

片づけ、移動

移動
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調査結果:

水生不完全菌について

以下の 3地点において、水泡サンフルを採集した。 1)Titi Kerawang WaterfaU， Penang ls1. 

(N5"24ヲ， E100
0

47')、 Sept.6ラ 2004ヲ2)Bukit Gatang， Padang Rengas， Perak (N4
0

46'， E 100
0

48')、

Sept. 9，2004， and 3) two streams in Bukit Larut， Perak (N4
0

52'， EIOo
0

45ラalt.220m)、 Sept.13， 

2004。採集された水泡サンプルは、採集直後にフォルマリンにて固定し、 PhloxineB で染色

して後日観察した。

全体で 21属 25種と 4未同定種を検出した(表 1)。その多くは匹i射型あるいは S字型の分生

子を形成する lngoldianfungiであったが、分生子に付属物を有するigg生菌 (e.g. Beltrania， 

Pestalotiopsis)や、長い分生子を形成する|注生理I(e.g.Fusarium， Pseudospiropes)が高頻度で観察

された。螺旋型の分~!ミ子を形成する半水生不完全部類も検出された。 11\現頻度は場所によっ

て呉なり、 Clavatosporatentaculaは全地点に共通して高頻度で出現した。熱帯に特徴的な分生

子(e.g.Tricladium brunneum， Condylospora)がしばしば観察されたが、温常に一般的な菌類も観

察された(e.g. Heliscus)。黒色の胞子は、日本における水生不完全菌フロラよりも頻度が高い

ようにみえた。 S字型あるいは糸状の胞子は形態的特徴に乏しく、同定する上での決定的な

特徴に欠けるが、オストロパ I~I あるいはビョウタケ自の胞子が含まれている可能性があり、

地養による研究が必要である。今回訪問した結果、興味ある採集地として、①PenangHill、

②Bukit Ralut、③BandingIs1.があげられる。前二者は、 TMî~制限成闘155を含む大小担子菌類に関
して 500m 以上の高)支をもっ地点であり、後者は熱iJ15雨林の代表 I~I/~ な採集地点として注目さ
れる。

水生不完全菌以外の菌類

表 2は)誌以上がi司定された的知のリストである。これらの磁レベルの同定については、今

後検討する必要がある。全体的傾向として、担子i芸j類は頻出しているが、子袋Ihlid領、特に小

型のチャワンタケ類の出場傾向が少ないことがあげられる。 Sa11 eh教授によれば、チャワン

タケ飢の出現頻度は低いとのことである。これは多間である熱{;;;の~lJitからは予似に反して

いた。しかしながら、多くのチャワンタケ矧は柔らかく、容易に分解する子嚢拾を形成する

こと、烈}JWでの13;1般の出現はj品jilf-寒併に比して opportunisticであることから巧-えると、

あまり不自然ではない。すなわち、小担の子袋慌を形成する前知は、少数の子袋fiZを局所!'1'J

に形成し、分解も速いと考えると、出現頻度ェ ûJ~祭WJl l立が低いことも説明できる。尖際、筆

者は匹i表・ 1'1 1純・奄美にて採集を行っているが、出現~1Ul交が則待に反して低いことをよく経
験している。

今回訪問した結果、興味ある採集地として、①PenangHill、②BukitRalut、③BandingIs1.が

あげられる。前二者は、菌根形成i主iEJTを含む大小担子I*ið~l!i に関して 500111 以上の高度をもっ
地点であり、後者は熱帯雨林の代表的な採集地点として注目される。

今後の研究計画:

水生不完全菌類についての調査は、終了。今後、機会があれば、日本のフロラとの比較も

行いたい。
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表1. 3地点における水生不完全菌類の比較

Site* 

Species #1 #2 #3 #4 

Anguillospora sp. (Fig. 3c) + + 

Articulosporαsp. (Fig. 2j) + 

Beltrania sp. (Fig. 2h) + + + 

Camposporillm Sp. (Fig. 2c) + + 

Campylospora chaetocladia Ranzoni ++ + + 

Campylospora sp.(Fig. 21) + 

Clavatospora tentacula Sv. Nilsson + ++ ++ 

Condylospora gigantea Nawawi & Kuthubutheen + 

ClIlicidospora aquatica R.H. Petersen + + 

DljJloclαdiella scalaroides G. Arnaud + 

Fla!Jellospora lIlultiradiata Nawawi + + + 

Helico川 ycessp. (Fig. 3h) + + + 

!sfll/I/otricladia gO//lbakiensis Nawawi + 

Lateriralllulosa uni-Inβt!ata Matsush. + + + 

LUI1l/1ospora curvlIla IngoJd + + 

LUI/ulospora cyl71!JザormisK. Miura + 

]vfiladill{l lecitltil/a (Cooke) Svrcck + 

Na附 wiafilifor//lis (Nawawi) Marv<lnova + 

Pltρlangispora cOl1sfricta Nawawi & J.明Icbster + 

1むfraploaarisfata Bcrk. Broome + 

Tricladium aciculu/1l Nawawi + 

刀'icladiul11brunneul7l Nawawi + + 

行iral7lulisporasp. + + + + 

hiramulispora sp. + + 

lhsulcosporiu//Iαceriw(//1 H.J. Hucls. & B. Sutton 
unidcntified + 

uniclcntified + + + 

uniclentified + + 

uniclcntified + 

;'Sitcs: #1， Ti!i Kcrawang Watcrfall， Penang Isl.; 

Site #2， Bukit Gatang; 
Site #3 and #4， two streams in Bukit Laru! 
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表 2. 水生不完全菌以外で採集された菌類(属以上伺定されたもの)

NO Smple# Genus Date Site-E 

1 2004-147 Marasmius 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 
つ 2004-148 Trichodennα 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

3 2004-149 Collybiα 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

4 2004聞 150 Gαnodermα 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

5 2004-152 Hypoxylon 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

6 2004働 153 Favolaschia 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

7 2004-156 Nectria 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

8 2004-157 Nectria 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

9 2004-159 Hypoxylon 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

10 2004-162 Agαricus 2004/9/6 Forest recreation park， Penang Isl. 

11 2004-170 Crepidotus 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 

12 2004欄 171 Schyzophyllum 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 

13 2004-172 Nomurαeaαtypicolα 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 

14 2004-177 Collybia 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 

15 2004凶 179 Nomuraea atypicola 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 
16 2004-180 Orbilia 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 

17 2004-]81 Xylαria 2004/9/6 Tiki Kerawang Waterfall， Penang Isl. 
]8 2004-] 82 Agaricus 2004/9/6 Tiki Kerawang ¥νaterfall， Penang Isl. 
19 2004-] 84 Psat!zyrellα 2004/9/7 Near Mengkuang Damヲ PenangIsl. 
20 2004-186 Hypocrea 2004/9/7 Rubber plantation， near Kampung Haharu 
21 2004-]87 Dacrymyces 2004/9/7 Rubber plantation， near Kampung Haharu 
つつ

2004-188 N，トEcEyCzfoppta h 2004/9/7 iRubber plantation， near Kampung Haharu 
23 2004-]89 !Scyzophyllum 2004/り/7 iRubber plantation， near Kampung Haharu 

24 寸2004-190 Geoglossul71 2004/り/7 iRubber plantation， near Kampung Haharu 
25 2004-191 Cookeilla 2004/9/7 .Rubber plantalion， near Kampung Haharu 
26 ?っZ004-] 92 じ'y~!e'!1YC;引 2004/り/7 市Rul】berplantation，_I~.~~~~ JくりnpungHaharu 
27 004-1り3 Mycella 2004/り/7 Rubber plantationヲ nearKal1lpung Haharu 
28 2004-195 

JXcf司vyylGgGIpFlot1t0 ccyulr lrr 

2004/9/7 RfR ubber planlillioih near kmpung H山Irll
29 20()4-196 20()4/り/7 llbber planlationヲ nearKampllng Haharll 
30 2004-197 2004/り/7 Rllbber plantationヲ nearKampung Haharu 
3] 2004-200 Calocera 2004/9/7 ;Rubberplanlalion， near Kal1lpung Haharll 

32 '2004-20] 'Dacrymyces 2004/9/7 Rubber plantationヲ nearKal1lpung Haharll 
33 2004-202 Hypoxyloll 2004/9/7 Rubber plantation， near Kampung Haharll 
34 2004-204 Ganodel川 a-like 2004/9/7 Rllbber planlalion， near Kampung Haharu 
35 2004-205 Cvatlriculα 2004/9/7 Rllbber planlation， near Kal1lpung Haharu 
36 2004-206 Lyophyllum 2004/9/7 Rubber planlalion， near Kampung 1七Iharu
37 2004-207 Tremell α 2004/り/7 Rubber planlalion， near Kampung Haharll 
38 2004-208 1it!asllella 2004/り/7 Rllbber planlalion， near Kal1lpung Haharu 
39 2004-20り Tremel!α 2004/り/7 Rllbber p!antation， near Kampung Haharu 

40 2004四 214 Pyclloporus 2004/9/7 EllcaJyptlls roadside trees， Kampllng Baharll 
41 2004-215 Mαrasmius 2004/り/7 EllcaJyptlls roadside trees， Kampllng Baharll 
42 2004-218 Collv/Jiα 2004/り/7 BCllcling Isl. Tasek Temcngorヲ Gerik，Perah 
43 2004-2] 9 !vfarasmEus 2004/り/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 
44 2004-220 Rhytidohysteroll 2004/り17 sencling Isl. TaseJくTemengor，Gerik， Perah 
45 2004-222 /111 rIcu!αria 2004/り/7 Bcnding Isl. Tasek Temengor， Gerikヲ Pcrah
46 2004-224 ，Cyathiculα 2004/9/7 Bending Is1. Tasek TCl1lcngor， Gerik， Perah 
47 う2004“227 CookeIna 2004/9/7 Bending Is1. Tasek Temengor， Gerik， Perah 
48 004国 228 Ganoderma :2004/9/7 Bending Is1. Tasek Temengor， Gerik， Perah 
49 2004開 231 Cookeina 2004/9/7 :Bending Is1. Tasek Te即時or，Gerik， Perah 
50 2004時 232 Scutellinia 2004/9/7 iBending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 
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表 2. 水生不完全菌以外で、採集された菌類(属以上同定されたもの) (続き)

NO Smple# Genus Date Site-E 

51 2004-233 Marα仏.幻nius 2004/9/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 

52 2004-236 Dacrymyces 2004/9/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 

53 2004-237 Calocerα 2004/9/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Qerik， Perah 

54 2004-241 Cyclomyces 2004/9/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 

55 2004-243 Mαrα!smius 2004/9/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 

56 2004聞 254 Cookeinα 2004/9/7 Bending Isl. Tasek Temengor， Gerik， Perah 

57 2004-284 Cookeinα 2004/9/8 Lenggong， Perak 

58 2004-285 Nectria 2004/9/8 Lenggong， Perak 

59 2004-287 Tremella 2004/9/8 Lenggong， Perak 

60 2004四 290 Scyzophyllum 2004/9/8 Lenggong， Perak 

61 2004-291 Nectriα 2004/9/9 Bukit Gatang， Pdg. Rengas， Perak 

62 2004-292 Stilbellα 2004/9/9 Bukit Gatang， Pdg. Rengas， Perak 

63 2004-294 Thyronectria 2004/9/9 Bukit Gatang， Pdg. Rengas， Perak 

64 2004-295 Xylariα 2004/9/9 Bukit Gatang， Pdg. Rengas， Perak 

65 2004闘 297 Cαmpanellα 2004/9/9 Bukit Gatang， Pdg. Rengas， Perak 

66 2004-298 Cookeina 2004/9/9 Bukit Gatang， Pdg. Rengas， Perak 

67 2004回 312 Orbi/ia 2004/9/10 Penang Hill， Penang Isl. 

68 2004-314 Dicepha/ospora 2004/9/1 () Penang Hill， Penang Isl. 

6り 2004目 322 Orbiliα 2004/9/1 0 Penang Hill， Penang Isl. 

70 
2004-324 子AOd一Fa1一3p1L1Z2S一a FF11 

2004/9/1 () Penang Hill， Penang Isl. 

71 2004“325 MaraslI1ius J2004/?/10h{13cna時日g.l?f.~l~ !:l ng I~l: 

72 2004-326 ，Nectriα 2004/9/10 !Penang Hillヲ PenangIsl. 

73 2004-327 IGalloderma 2004/9/10 :Penang Hill， Penang 1st. 

74 2004-330 Lepiota 2004/リ/11 iAir Hitam Dal11， Penang Isl. 

75 2004-331 ;crel以otus 2004/9/11 
i【AAAAIll I r HIlam Dam，PenanE Isl 

76 2004-332 :Solcnia 2004/り/11 r Hitam Dam， Penang Is1. 

77 2004-333!POyFClMHlO1l0 porus 2004/り/11 r Hitam Damヲ PenangTsl. 

78 2004-336 2004/り/11 r Hitam Damヲ PenangIsl. 

7り 2004-338 Jsaria 2004/9/11 Air Hitam Da山m爪11叱1，Pelη1 は山l叩 Is叶! 

80 2004“341 Microporus 2004/9/11 130tanical Gardensヲ Penang1st. 

81 2004-342 Coprinus 2004/り/11 130tanical Garclens， Penang 151. 

82 2004-346 TrametC.5 2004/り/11 130tanical Gardens， Penang Isl. 

83 2004-34り Cyc!oll1yces 20U4/り/12 13此 itRalut (Maxwell Hills)， Perak 

84 2004目 351 Dαcryll1ycεs 2004/り/12 13ukit Ralut (Maxwell Hills)， 1河川t

85 2004同 354 MarasmIus 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， 1河川《

86 2004-356 Lach'lUl1l 2004/9/12 13ukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

87 2004-358 Mαrasmius 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

t58 2004-360 501とIJIα 2004/9/l2 13ukit Ralut (Maxwell Hills)， 1河川〈

8り 2004-364 Orbilia 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

90 2004目 365 Rωl1arianα 2004/り/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

91 2004-366 Polyuporus 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

92 2004-367 Phellinus 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

93 2004-368 Xylariα 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 

94 2004-369 Xylaria 2004/9/12 Bukit Ralut (Maxwell Hills)， Perak 
3 

95 2004“376 Schizoph3illum 2004/9/12 Oil palm plantation， Taiping， Perak 
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タイ北部地域における Cercospora属とその関連属欝のフロラに関する研究

g:J 

調査地・調査期間・諸表者:
Doi Suthep-Pui National Park， Queen Sirikit Botanical Garden， Sak Yai National Park， Num 1ぜao

National Park， Inthanon National Park， 2004年 11月14Bから 28日， Dr.Chaiwat TIかanun(CMU)，

Ms.Ja吋anMeeboo川CMU)

調査結果:

・原本などのデータ(表。

したとおりの捕物を 90サン

ットに収納し、{呆存した。

再定結果:

した。これらの植物標本ほ、さく とし、

これまでに、 30 種の Cercospora 混とその関連思i舗の属レベ)~
いてはさらに詳細な検討が必要なため今後の課題とするが、仮i可定の結果を

らのうち、形態IYJ特散から新極とj忍われるおi粧 lfillを合む 25槌がタイ

るものであっ~。

組につ

。それ

いで初報告

JJr種と サンプル
1.PsωdoceJ・cosporasp.Nov. Specimen No. 89 (Rubiaceae Haldina cordφlia (Roxb.)おおよ SakYai 

National ParlιNovember 25， 2004. 

タイ自においての初報告

1. Pseuc!oceJ・c05poralecomicola:Specimen NO.5 (Bignoniaceaeラ TeCOl71ilslans (L.) H.B.K，)ヲ

SuthepヂuiNational Park， November 21ラ 2004
2之雀 p切五刊σ仰udocαωσerωS早poωr印aαhoυ川rt印山β町;S詞p己伐ωcimenNo. 6 (但Sa札凶i礼山LI山i

St剖i討川t廿hep-PL山i止iNa坑tiOlη1刊a叫1P札‘arkι，Novembe訂r 2004. 

3. Pseudocercospora sp. Specimen No. 7 (Mu川n凶1

2004. 奪
4. Cel・cosporatalii; Specimen NO.8 (Portulacaceae Talinum Iriangulae Willd.)， SlIthep-Pui National 

Park， November 21， 2む04.

5. Pseudocercospora(Passalora) gmelinicola; Speci間 nNo. 9 (Verbenaceae Gmelina aゆoreaRoxb.)， 
Suthep時 PuiNational Park， November 21， 2004. 

6. CercospOl・aholmskioldiae;Specimen NO.I0 (Verbenaceae !-!olmskioldia sαnginea立etzふ
Su凶i此川i社hep.♂鴫

7. P.んSとωiμ，dωocωerωS伊:poraγi必ti批i比ci.白S“-qμ山iυyバ1ω凶αfωα似ど町;5勾pe∞ωcime∞nNo.日 (Verbenaceae均は ずμinala(Lour.) WilI.)， 
Suthep-PlII National Park， November 21， 2004. 

8. P乃-;)seL♂抗仰tμudocercospoωrasp. Sp戸ecim問 enNO.16 (Oleωωa川i川 aceωaeNepノhrolた♂ps幻i臼:sbiι:注S♂ rrω. 

Nat坑t10nalPar汰kιうトNove引em市be釘r21工， 2004.

9. Passalora bougainvil/eae; Specimen NO.17 (Ntctaginaceae Bougail1villω speclゆ ilisWilld.)， 
Suthep-Pui National Par1七 November21， 2004. 

10. Cercospora brassicico!a; Specimen No.18 (Cruciferae Brassica junicea L.)， Suthep-Pui National 
Park， November 21，2004. 

11. Pseudocercospora buddleiae; Specimen No. 32 (Loganiaceaeβuddleja asiatica Lour.)， Num Nao 

National Park， November 24， 2004. 
12. Pseudocercospora richardiicola; Specimen No. 36 (Araceae Zantedeschia sp.)， Num Nao National 

Park， November 24，2004. 
13. Pseudocercosporabouhu加わvarigαtae;Specimen No. 41 (Leguminasae Bauhinia racemosa Lmk.)， 

Queen sirikit Botanical Garden，関ovember20， 2004. 
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14. Pseudocelω spora stizolbii; Specimen No. 42 (Leguminsoae Mucuna bracteata DC. ex Ku吋，
Queen sirikit Botanical Garden， November 20， 2004. 

15. Cercospora sp. Specimen No.46 (Asteraceae Tithonia diversifolia A.Gray)， Queen sirikit Botanical 
Garden， November 20， 2004. 

16. Pseudocercospora dolbergiae; Specimen No.48 (Legu山1m!

Queen sirikit Botanical Garden， November 20， 2004. 
17. Pseudocercospora contraria; Specimen No. 52 (Dioscoreaceae Dioscorea glabra Roxb. var. 
glabra)， Queen sirikit Botanical Garden， November 20，2004. 

18. Cercospora andrographidicola; Specimen No. 88 (AcanthaceaeAlゆ・ographispaniculata (Burm. 

f.) Wall.αNees)， Sak Yai National Park， November 25，2004. 
19. Pseudocercospora l71elandepidis; Specimen No. 92 (E叩horbiaceaeMallotus pierrei 

(Gagnep.)A.S.)， Sak Yai National Park， November 25， 2004. 
20. Cercospora phyllanthi; Specimen No. 93 (Eupho出 aceaePhyllantlzωsp.)， Sak Yai National Park， 

November 25， 2004. 

21. Cercospora barlericola; Specimen No. 95 (Acanthaceae Barleria cristata L.)， Sak Yai National 

Park， November 25， 2004. 
22. Pseudocercospora rubi; Specimen NO.109 (Rubus ellipticus)， Inthanon， November 22，2004. 
23. Pseudocercospora bouehmeriae. Specimen NO.110 (Boehmeria pl叫 'phylla)，Inthanon， November 

22，2004. 
24. Pseudocerωspora cassiicola; (Legllmi 

タイ 11:1においてすでに報告のある碕

1. Cercospora acalyphae; Specimen NO.27 (EuphorbiaceaeAcalypha ~川ゲ仰川i此.

Nao National Park， November 24， 2004. 

2. Cercospora capsici; Specimen No. 29 (Solal1民eaeCapSiClll7l ji'utescencs L)， Num Nao National 

Park， November 24， 2004. 

3. Passalora hibiscii; Specimen No. 39 (Malvaceae Hibiscus sp.)， Queen sirikit Botanical Garclenヲ

November 20， 2004. 

4. Cercospora bidentis; Specimen NO.85 (Compositae Bidens pilosαL.)， NlIll1 Nao Natiol叫 Park，

November 24， 2004. 
5. Ccrcospora ricinclla; Specimen No. 100 (E叩 horbiaceaeRiccinus COl7l1川川5L.)ヲ ]n川凶1吋t出h，刊a川l

Par比kιヲ November22， 2004. 

調査地における分布の特徴:

採集を行った地域はインドシナ植物区に属し、季節性が別総で、柏物区が多織であること

がうJIられている。特:に調査地域は束アジア柏物区、インド植物区、マレシア植物区の境界自1)

にあたり、植物:nn多縦性が極めて高いことがよく知られている。筆者が今ID:ImM査対象とした

Cercospora )認とその関連周 Hßiは、宿主限定性であるとされ、 I~I ずとそのフロラは他物に依存
することになる。また、 CCI・cospora周とその|知山町岩は、分知基準の変更に伴い、!日;界的に

そのフロラの再調査が進められている。アジア地域においては日本をはじめ、中間、 ~!{Ï\; 1認、

台湾、ミャンマ一、インド、マレーシア(マレ一半島)、インドネシアにて分類の再検討とフ

ロラの調査が進められている。しかしながら、前述のとおり柏物の多段性が極めて高い、タ

イ、特に北部地域において本閣を ll~ り以う fûfヲt(i-がいなかったことから、この砧の{川ブピは行

われてこなかった。わずかに 1報のみタイ南部に分布するfA作物上に発生する重要病害を引

き起こす CClωSpOI・0属とその関辿属に関する的知について報告があるだけである。

肌:i(:l~の周辺各国の地域的モノグラフを比較検討した結果、タイ北部地域においては、他物
種の多様性が高いことが予惣されていた。そして、その属の精成はアジア地域の熱荷;・亜熱

帯地域において優占する、 Cercospora関連属菌の一つ Pseudocercospora属がかなりの割合で

観察されるものと予想していた。しかしながら、今回の調査では、優占と言えるまでの採集

頻度ではなく、 Cercospora属をはじめとする主に温帯を分布域とすると想像される種も採集

された。また、採集された菌の種は、インド、ミャンマーとの共通種、中国との共通種、マ

37 



レーシア・インドネシアとの共通種、汎世界種(合:汎アジア種)から構成されており、汎

世界種を!徐き、日本・韓国との共通種はみられなかった。これらの結果は、筆者のこれまで

の知見を新たにするものであり、ほとんど調査が行われていない、タイ国中部、南部と調査

を進めることにより、 j高や種のフロラがどのように変化し、すでに報告のある地域との連続

性や、本属菌の起源地を探る上で非常に興味深いものがある。

今後の研究計画:
本研究ではタイ国北部に限定され、この地域における菌類相の解明に重点を置いた研究を

行った。また、本プロジェクトの重要なミッションのーっとして、植物病原菌類の調査、採

集、分離、向定などの技術移転があげられるが、今回の調査において、タイ[;ITjチェンマイ大

学の若手研究者と一連の作業を共同で行い、現在もその成果について共同で研究を進めてい

る。今後も、タイ国チェンマイ大学の ChaiwatTo-anun tW士とその研究室所属学生との共同研

究として、今回得られたサンプルの同定を進めるとともに、タイ回全域における Cercospora

腐とその関連属閣のフロラを明らかにする為の研究に発展させる予定である。これにより、

菌類相の解明のみならず、農業上重要な病害であるこれらの菌類の分類学上の混乱を解決し、

重要な産業であるタイ[;ITjの農業と、植物病盟学の発展に寄与出来ると確信している。また、

アジア地域特有の菌類が存在することから、分子系統学的手法をrFJいて、やはり、 Chaiwat

i時二仁らを共同研究者として、これら的類の起源地や分布のJ広大級式をqJjらかにするとともに、

柚物病原菌としての重要性から近隣諸国のみならず、 i立界規紋の共同研究を行う予定である。
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1 3 Hydrangiea macrophylla (Thunb.) Ser. Saxifragaceae 

フ 4 Cinnarnomun Inners Reinw. Ex Bl. Lauraceae 

3 5 Tecorna stans(L.) H.B.K Bignoniaceae 

4 6 Houttuynia cordata Thunb. Saururaceae 

5 7 Muntingia calabura L. Tiliaceae 

6 8 す'alinumtriangulae WiIld. Portulacaceae 

7 9 Gmelina arborea立oxb. Verbenaceae 

s 10 Holmskioldia sanginea Retz. Verbenaceae 

り 11 Vilex quinata (Lour.)川lill. Verbenaceae 

10 12 Hydrangiea macrophylla (Thunb.) Ser. Saxifragaceae 

11 13 Synedrella nodiflora (L.) Gaert民 Compositae 

12 14 Begonia lacinata Roxb. Begoniaceae 

13 15 Vilex trifolia し Verbenaceae 

14 16 Nephrolepis biserrata (Sw.) Scholt Oleanclraceae 

15 17 日ougainvilleaspectabilis Willd. Ntctaginaceae 

16 18 Brassica junicea L. Cruciferae 

17 19 Rhinacanthus nasulus (し)Kurz Acanthaceae 

18 20 Schima wallichii (DC.) Korth. Theaceae 

19 21 Dioscorea glabra 良oxb.Var. glabra Dioscoreaceae 

20 つ2 Arthraxon castratus (Griff.) Nara ex Bor Gramineae 

21 23 Gardenia sootepensis Hutch. Rubiaceae 

22 23 Garclenia sootepensis 日以ch. Rubiaceae 

23 24 Rhodoclendron(Azalea) sp. Ericaceae 

24 25 Orthosiphon sp. Labiatae 

25 26 Duranta repens L. Vcrbenaceae 

26 27 Acalypha wilkesianaM. A蜘 Euphorbiaccae 

27 28 Salvia splendens Sell. Ex Nees Labiatae 

28 30 Buchanania glabra Wall. Ex Hk. Anacarcliaccae 

29 31 Eupatorium odoratum L. Compositae 

30 32 Bucldleja asiatica Lour. Loganiaceac 

31 33 Tagetes patulaし Compositae 

32 34 Urena lobata L. ssp. Lobata var. lobala Malvaceae 

33 35 Irnpatiens violaetlora廷にF. l3alsaminaceae 

34 36 Zantedeschia sp. Araccae 

35 37 Dioscorea glabra Roxb. Val二glabra 。ioscoreaceae
36 38 Thunbergia sp. Acanthaceae 

37 39 Hibi只cussp. Malvaceae 

38 41 Bauhinia racemosa Lmk‘ Leguminosae， Caesalpinioideae 

39 42 Mucuna bracleala A. Oc. Leguminosae， Papilionoideae 
Xylia xylocarpa (1ミoxb.)Taub. Var. kerrii(Craib & Hutch.) 

40 43 Nieis. いguminosae，Mimosoidcae 

41 44 Bougainvillea spectabilis Willd. Nyctaがnaceae

42 45 Chrysanthernum sp. Cornpositae 

43 46 Tithonia diversifolia (Hernsl.) A. Gr Compositae 

44 48 Dalるergiastipulacea Roxb. Leguminosae， Papilionoideae 

45 49 Mucuna bracteata A. DC. Leguminosae， Papilionoideae 
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表1. タイ北部産標本リスト (続き)

No. Sample No. Host plants Famil y 

47 51 Eupatorium adenophorum Spreng. Compositae 

48 52 Dioscorea glabra Roxb. var. glabra Dioscoreaceae 

49 53 Musa acuminata Colla Musaceae 

50 55 Schima wallichii (DC.) Korth Theaceae 

51 56 Justicia sp. Acanthaceae 

52 57 Buddleja asiatica Lour. Loganiaceae 

53 58 Dalbergia sp. Leguminosae， Papilionoideae 

54 60 Strelitzia reginae Banks Musaceae， Strelitziaceac 

55 61 Pinus kcsiya Roy.ex Gord. Pinaceae 

56 80 Microsorum punctatum (L.) Cope1. Polypodiaceae 

57 81 Dioscorea bulbifera L. Dioscoreaceae 

58 82 Euphorbia pulcherrima Willd. ex Klot. Euphorbiaceae 

59 83 Merremia hirta (L.) Merr. var. hirta Convolvulaceae 

60 85 Bidens pilosa L. Compositae 

61 86 Colocasia csculenta (L.) Schott Araccae 

62 87 ClerodendruJ11 serratUI11 (L.) Moon var. wallichii Cl. Yerbcnaceae 

63 88 Androg日 phispaniculuta (Burm. f.) Nees Acanthaceae 

64 89 Haldina corclifolia (Roxb.) Rids. Rubiaceae 

65 90 Merremia vitifolia (Burm. f.) Hall. f. Convolvulaceae 

66 91 Harrisoηia perforata (Blanco) Merr. Simaroubaccae 

67 92 Ma川lけl日lotl山 picl引rre印ei川(Ga培gn巾cp工.)A.S. Euphorbiaceae 

68 93 Phyllunthus sp. Euphorbiaceae 

6り 95 Barleria cristata L. Acanthaceae 

70 97 soehmcria clidcmioiclcs Miq var. c1iclemioiclω Urticaccac 

71 り8 Lyonia ovali[olia (Wall.) Druce Ericaceae 

72 りり Impatiens longiloba Craib Balsaminaceae 

73 100 Riccinus communis L. Euphorbiaceae 

74 101 Spatholirion ornatum Ridl. Commelinaceae 

75 102 Polygonul11 chinense L. Polygonaceae 

76 104 Schef日eraschizophylla (Han Araliaceac 

77 ]06 Symingtonia populrea (R.Br.ex Griff.)Steen. H ama melidaceac 

78 107 Smilax microphylla C.H. Wright Smilacaceac 

7リ 10り Rubus cllipticus J.E. SI11. forma obcorclatus Frunch Rosaccac 

80 1] 0 Boehmcria plutyphりい D.Don Urticaccae 

81 Teak Tcctona grandis L.f. Yerbenaceac 

82 Wcigcva YibUfIlllJ11 garrcttii Craib Caprifoliaccae 

83 108 Unknown 

84 つ Rhodoclcndron 

85 62 Gardenia 

86 94 Unknown 

87 29 Capsicum 

88 40 Unknown 

89 63 Musa 

90 Chidome Unknown 
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タイ北部における多孔菌類多様性の調査

力部日
以

口
H
H川

調査埠*調査期間・欝査者:

2003年度 調査地:チェンマイ郡ドイステッププイ国立公閥、同ドイインタノン国立公園、

シリカット女王植物園、マエホンソン郡ファモンケ…ブ、タンプラ・レンジャース

ョン自然公闘、調査期間: 11 J:j 23日一11丹 27日、調査者:JJ長室長力、小野義降、

桜田仁、松本敦、チャイワット・トワヌム

2004年度 調査培:チェンマイ部ドイステッフブイ I~l立公開、関ドイインタノン自立公民、
i司シワカット女王植物錦、フェチャブン郡ナムナオ自黙公!調、ウタラディット市ソクヤイ森

林公!語、調査期間:11月 17El ~11 月 25 日、調査者: )J!支部力、小野義降、出JI!洋介、チャイ

ワット・トワヌム

調査結果:

1 .間定結果とその分布(標高かち〉

抵地林し800m) Coriolopsis brunnεoleucα， Criste!loporia pahαngellsis亨 CyclomycestαbacInus， 

Earliellαscabrosa， Flavodol1 cervinogilvα，F. [1αvα， Fomitella fumosiporα，GαJlodel・macf. lucidum， 
Gloeoporus sulphureus， Hyphodontia ovispor民 Lenzltesαcutus，Microporlls affiポs，Nigγofomes
melα1l0pUSラNigroporusvinosus， Perεnniporiαtephropor仏 Phellinusfastuoslls， P. cf. gilvusラR
setulosus， Phylloporia chrysita， Polyporus arculariusラPolyporusgrammocephαlus， Pycl1oporus 
sαnguineus， y，'ametes elegαIlS， Trαmeles meyeniiラ T.巳f.pocαs.

E主稜棒切りむ同1500m) : Abundisporus roseoalb山 ，Antl・odiα1η山 ipapillalα，An!rodiellαzonαta， 
Coriolopsis αbrorigensラ Coriolopsispolyzol1αラ Cstrumosα， Cyc/omyces 事 Clabαcinus， 
Elmeriηα hexagol7oidesラFlabe!!oplr0/・αlicmophora，FlαvodoJ1 cervinogi!va 1 Fomitel/a Jumosipora， 
Ganodermaαustrale， G. mastoporum， Gloeophyllum .s'ubferrugiれとはm，Gloeoporus dichrollsち G

sulphureusぅFJexagoniaαpiω'ia，J-fydnochaete duportiiラ rrp以 cf.lacteus， Lenzitesαclltus， Microporus 
affinisラM.αffinis-microlom仏 M.xαI1thopusラNigro[omどsmelanopusヲNigropol・lISvinosus， Perenniporiα 
ochroleucα、Phellinusfastlloslls， P. cf. gilvus， P. lamaensis， P. tricolor， Phylloporia chrysita， P. cf. 
PヒclInatαちPilofomesαlbomαrgi/latus，Polyporus grammocephalusラPyclloporussanguineus写

PyrrllOdermααdamantinum， Rigidoporus lineαtus， Tinctoporellus epimiltinus， 1I"ametεs elegω15ヲ主 aiI.
ljubarskyi，工meyenii，1hchaptum abietinum， 1: durum、工 sprucei事 Wrightoporiaαfricω1α，w.
ochl・ocrocea.

高地林 (150ら出): Antrodiellαzonata， Ceriporia subreticulata， Cyclomyces tabaci/lus， GαJloderma 

auslrale、JnoJ10lUs[lavidus， r. xerαnticus、LenzilcsαClltllS，Nigrofomes me/αnopus， O/igoporus cf. 
caesIus 1 P. rimosus， Polyporlls brumalis， P. tcnuiculus， Trichaptul11 cf‘biforme. 

2.新種と思われる種

Ablllldi5]JOrUS sp. 子実体は~!\~柄、傘肉は薄く二j吾、 j二期は繊維質で淡色、下!留は革質で淡
、胞子は恕持円j降、 4.5-5.5x 2.5-3.5μ111， IKIヘ抑止 AbundisporuspCI・macilentllsに顕彰、す

が、胞子がよち大型(後者では 3-4x 2-3 UI引であること、;主右;;Fii?iJむi
でで、はデキス!ト、リノイ iドく)でで‘あることにより i区玄汐別jさ;れf'1、新種とするのがj自主と考えら

Antrodia sp. 子実体は背若生、子Ll二iは汚 1:::1位、 2-4/mm、実質的糸は 2部糸型、骨絡菌糸は

いアミ口イド、胞子は円筒形、 4-5.2x 1.2-1.5μm、IKI-oAntrodiαodora及びA.xanlhaにや

や類似するが、両者ともに孔口が小さい〈ふ6/mm)ことにより区別できる。

Perenniporia sp. N o. 1. 子実体は符着生、生時多汁な肉質で孔口は淡黄色、乾燥時角質、 2
菌糸型、骨格簡糸はデキストワノイド、胞子は短埼円形、 4.5-5.5x 3-3.8μm、IKI-、やや

子実周に紡錘形のシスチジオーんをもっ。
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Perenn伊oriasp. N o. 2. 子実体は背着生、孔口は淡褐色、ふ6/mm、2菌糸型、骨格菌糸は

IKl-~弱いアミ口イド、胞子は樟円形、 4.5-5.5 x 2_8-3.5μm、lKI-、!亨控、子実態に紡錘形のシ

スチジオールをもっ。

Theleporus sp. 子実体は背着生、孔口は浅くト3/mm、2菌糸型、骨格菌糸は IKI-、胞子

は円需形一長楠円形、 9_5ω13x 4-5.2μm、IKト、子実層には樹枝状麓糸体をもっ。

乃'romycessp. N o. 1. 子実体は背着生一半背着生、孔口は類白色、 1-2jmm、 1繭糸型、原

は岸壁で不規則に壁がj享くなる、胞子誌ソーセージ形、 3.5-4.2x 0ふ1戸括。

りromycesS手 No.2. 子実体は摂柄、童生、傘肉はコルク質、 1菌糸盟、胞子は円筒形ーや

や navicular、5.5-6.8x 2.2-3戸ffi，IKI-o 

ちromycessp. No. 3. 子実体は然柄、扇形、生時多汁な肉質、乾燥11寺角質、 1蔀糸型、 j事

胞子は短椅円形、

3.調査壊における分布の特徴

低地林かも記鈷された種は;概ね熱帯に分布の中心を持つ種であった。 唯一の例外は

Polyporu5 arculariu5であり、本経は冷nfft~n~;地域にまで広く分布する。また、仁以前cìnU5 、 M.

affinis、N.νinosU5、T.elegans等は分布の 1=1::1心は熱花;にあるが、東アジアの!凌温帯域にまで分

布する詣である。告の揺は熱帯域あるいは熱;IW~I妥混;~g:J:削減に分布する熱;;ij;的要素である。

丘陵林から記録された誌のうち、 G.s・ubferrugineum及び T.abietinumはアジアでは主にマツ

)討に発生するものであち、アジアにおける分布の中心はマツ腐の多く分布する討iifif域に

といえる。また、c.戸5C仏 P.adωnantil1lll1lは束アジアのi愛読花;に分布する種であり、

熱帯地域かもは報告されていない。これらは生物地問上、

外の郡は{民地か己記録された設同様、熱行1;J或のみあるい

的袈素である。

京地林から記録された懇のうち、 A.ZOllα旬、 1.flavidus、1_xeran/icus泣ひ Polyporusbrumalis 

は冷担者一続出帯に分布し熱熱苦からは末記諒か、あるいほ冷帯を l中心に分布し、

i凌沼市からも米記録の謹である。これに対して、 L.acutus、N.me/anopus、P.tenuiculu5は百本

国内では南西諸島のみから911られるか、あるいはIII内末記録的純引しな熱fi;:的要素である。

ζ)げomycestabaCIJ/us， P. rimOSU5等はi仮出子;j:からもま11られるが、予はり分布の中心は熱i;;;:にあ

熱帯的要素と言える。このように、タイ北部の高地林では冷?五日;?を中J心に分布する稿と熱

千台う主語がi司所的に分奇するという極めて特見なフ口ラが形成されている。低忘年!支高地

としては潟市に属するにも関わらず、地別的には熱帯に属する地域に役置しており、このこ

とが渦帯産稀と熱帯産誌が問所的に分布する原!却ではないかと拙察される。 Celかoria

subreticulata誌タイのi現地林から記録され告の地域からは知られていない種でwあるが、他にも

数都の新種と考えられる誌がおj山林から来車されている。東南アジアの高地の菌類tElは
これまで限られた研究しか行われていないが、低枠i丸山d出に特呉な種が多数存在する

がある。今後よちおj支の高い去が求められよう

今後の研究計画:

タイ産多孔i*iのブ口ラに関する出版物泣詰めて限ら

産組や新種枝記iが認められた。これらについて

ある。
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タイ・マレーシアのハラタケ型菌類

キ良回

調査地・調査期間・欝資者:
タイ:2003 年 11 月 23~29 日・根田仁、主“A. Chaiwat 

2004 年 11 月 18~19 日・根回仁、 T.-A. Chaiwat 

マレーシア:2003年 12月 1"'6日・根田仁、 S.Baharunddin 

2005年 11月日1::1・根回仁、 S.Baharundclin 

諜査結果:

・採集資料・標本などのデータ

No 

K849 

K850 

K851 

K852 

K853 

K854 

K855 

K856 

K857 

K858 

K859 

K860 

K861 

K862 

K863 

K864 

K865 

K866 

K867 

K8o8 

K86ヲ

K870 

K871 

K872 

K873 

K874 

K875 

K876 

K877 

タイ・ 2003年 11月

2004 fr 11 )==1 

マレーシア・ 2003年 12丹

2005年 11月

(表)

タイ・マレ

Genus 

Auricularia delicata 

Mycena 

Schizophyllum commune 

Mycena 

CrepiclotllS 

Simocybe 

Omphalotus 

Ossicaulis 

Mvcena 

ドlammulina

Lycoperdon 

Mvcena 

Mycena 

Mycena 

Pholiota 

Schizophyllul11 coml11une 

Auricularia polytricha 

Mar出 mius

Crepidotus 

Marasmius 

Schizophyllum coロlmune

Lentinus 

(表)

5 9点

3 1点

118点

201 

Date 

Nov.23.2003 

Nov.23.2003 

Nov.23.2003 

Nov.23.2003 

Nov.23.2003 

Nov.23.2む03

Nov.23.20(日

Nov.23.2003 

Nov.23.2003 

Nov.24.2003 

Nov.24.2003 

Nov.24.2003 

Nov.24.2003 

Nov.24.2003 

Nov‘24.2003 

Nov.24.2003 

Nov.24.2003 

Nov.24.2003 

Nov恥24.2003

Nov.24.2003 

Nov.25.2003 

Nov.25.2003 

Nov.25.2003 

Nov.25.之003

Nov.25.2003 

Nov.25.2003 

河oV.25.2003

Nov.25.2003 
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Location 

Chaing Maiヲ Thailand

Chaing MaiヲThailand

Chaing←Mai， Thailancl 

Chaing MaiラThailancl

Chaing MaiラThailancl

Chaing MaiラThailancl

Chaing Mai， Thailand 

Chaing Mai， Thailand 

Chaing Mai，丁hailand

Doi Inlhanon National Park， Chuing Mai， Thailand 

Doi Inthanon National Park， Chaing MaiヲThailand

。oiInthanon National Park， Chaing Mai， Thaila奴 i

Doi Inlhanon National Park， Chaing Mai， Thailand 

Doi Inthanon National Park， Chaing Mai， Thailand 

Doi Inthanon National Park， Chaing M泣i，Thailand 

Doi Inthanoll N ational Chaing Mai， Thailand 

。oiInthanon National Park， Chaing Mai，γhailand 

Doi Inthanon National Park， Chaing Mai， Thailand 

Doi Inthanon National Park， Chaing M川、 Thailaロd

Doi InthanOll National Park， Chaing Mai， Thailand 

Quecn S irikit sotanic Garc!en， ChaIng M Thailanc1 

Queen Sirikil BolUnic Garuen， Chaing Thailanu 

Queen Sirikit Botanic Garden， Chaing Mai， Thailal1d 

Queen Sirikit Botanic GarderしChaingMai， Thailand 

Queen Sirikit Botanic Garden， Chaing Mai， Thailand 

Queen Sirikit Botanic Garden， Chaing Mai， Thailand 

Queen Sirikit Botanic Garden， Chaing Mai， Thailand 

Queen Sirikit Botanic Garden， Chaing Mai，すhailand

Mae Hon Thailand 



タイ・マレ… き)

No Genus Date Location 

K878 Pleurotus pu]monarius Nov.27.2003 Mae Hon Son，γhai1and 

K879 Campanella junghunii Nov.27.2003 Pha Sua Fall， Mae Hon Son， Thailand 

K880 Nov.27.2003 Pha Sua Fall， Mae Hon Son， Thailand 

K881 Lentinus sqむarrosulus Nov.27.2003 Pha Sua Fall， Mae Hon Son， Thailand 

K882 Mycena Nov.27.2003 Pha Sua Fall， Mae Hon Son， Thailand 

K883 Lentinus velutinus Nov.27.2003 Pha Sua Fall， Mae Hon Son， Thailand 

K884 Nov酒27.2003 Pha Sua Fall， Mae Hon Son， Thailand 

K885 Scizophyllum commune Nov.27.2003 Pha Sua FallヨMaeHon Son，γhailand 

K886 Auricularia cleljcata Nov.27.2003 Thampl，トNmtokPausa National Park， Mae Hon SOI1，γhailand 

K887 Auricularia polytricha Nov.27.2003 Thampla-Nmtok Pausa National Park， Mae Hon Son， Thailand 

K888 Xylaria Nov.27.2003 Thampla-Nmtok Pausa National Park， Mae Hon Son， Thailand 

K88ヲ Marasmius Nov‘27.2003 Thampla-Nmtok Pausa National Park， Mae民onSon， Thailand 

K890 Nov.27‘2003 すhampla-NmtokPausa National Parkラ MaeHon Son， Thailan【i

K8ヲ1 Lentinus polychrous Nov.28.2003 Mae Hong SOI1， ThaiJand 

K約三 Schiχophyllum じoI11mune Nov.28.2003 Mae La Noi， Thailand 

K8り3 Lentinus sqllarrosuIlIs Nov.28.2003 Mac La NoiラThailand

K8り4 Lentinus polychrouぉ Nov.28.2003 Mac La Noi， Thailand 

K8り5 Volvariel1a volvacca Nov.29.2003 Cheng Mai， Thailand 

lく896 Auricularia Nov.29.2003 Mai， Thailand 

K8り? Plcurotus pulmonarius Nov.20.2003 Chcng Mai， Thailand 

K8ヲS 上cntinus squarrosuluヌ? Nov.29.2003 Cheng Mai， Thailancl 

Kおりり LentInllS polychroLJお Nov.2り.20り3 Chcng Mai， ThaiJand 

iくり00 Lentinllla edoclc只 Nov.2り.2003 Cheng Mai， Thailand 

iくり01 LcnlInuJa edodω Nov.29.2003 Mai， Thailand 

し()り3 Phyroglo回 um Nov之4.2()()3 Doi Inthanon Nalional Park， Chaing Mili， Thailand 

し343 Lcntinus polychrous Nov.25.2003 Ullaradil， Sok Yai For. Park. a1l 300m， Thailand 

L344 Lenlinlls velulinus Nov.24.2003 Nam Nao Nat. P<lflむPhctchabunProv.， aIt 800-900111， ThaiJand 

L345 Maraヌmielllls Nov.24.2003 Nam Nao Nat. Park， Phetchabun Prov.， alt 800-900m， Thailand 

L346 Lenlinus polychrous Nov.23.2む03 Chaing MaiラThailand

L347 Pleurolus pulmonarius Nov.23.2003 Chaing Maiラ Thailund

L348 Lentinlls おuJor心 aJu Nov.17.2004 Sirkit Botanical Garc1en，Chaing Mai，γhailand 

L356 Nov.18.2004 San Kamphaeng， Changwat Chiang M<討委 Thailand

L357 Nov.18.2004 San Kamphaeng， ChanとgwatChiang Mai予Thailand

L358 Dicytopanus pusiJlus Nov.18.2004 San Kamphaenふ ChangwatChiung Mai， Thailand 

L359 SchizophyHum commune Nov.18.2004 Sun KamphaenιChangwat Chiang Mai， Thailancl 

L360 Schizophy llul11 COmll111ne Nov.18.2004 San IくamphaenιChangwat MaiヲThailand

LJ6J Auricu laria polytriclw Nov.18.2004 San Kamphaeng， Challgwal Chiang MaI， Thai1and 

L362 Plellrotus cyslidioSllS Nov. J o.2004 Chiang Mai， Thailanu 

L363 Lycoperdoll ? Nov.lりユ004 ひじiInthanol1， Changwat Chiang M山ヲ Thailand

L3ら今 Lycopcrdon Nov.lりユ004 Doi Inlhano11) Changwat Cbiang 巳 Mai.Thuilanu 

L3る5 Mycena Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Maiラ Thailand

L366 Mycena Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L367 FJammulina Nov.19.2004 Doi lnthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L368 Pholiota Nov.19.2004 Doi lnthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L36ヲ Physalacria Nov.19.2004 Doi lnthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 
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タイ・マレーシ き〉

No Genus l必cation

L370 五1ycena Nov.19蘭2004 Doi lnthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L371 Naematoloma fasCIculare Nov.19.2004 Doi lnthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L372 Mycena Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， ThaiIand 

L373 Psatyrella Nov.l弘2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L374 Naematoloma fasciculare Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， ThaHand 

L375 Russu]a Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L376 Conocybe Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L377 Micromphale Nov.19.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L378 Mycena Nov.19.2004 Doi Inthanon， Chang¥ぬ tChiang Mai， Thailand 

L379 Omphalotus Nov.lヲ.2004 Doi Inthanon， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L380 Auricularia polytricha Nov.19.20む4 Vachirathan walerfall ヲ Chanとtヲ~wat ChiilIlg Mai， Thailand 

L381 SchizophylIum commune Nov. 1 9.2004 Vachirathan waterfall， Changwat Chiang Mai， Thailand 

L382 Lactocollybia Nov.19.2004 Vachirathan waterfall， Ch江ngw<ltChi<l!培 Mai，Thailand 

L383 Nov.19ユ004 Vachirathan waterfall， Changwat Chiang Mai， Thailancl 

L384 Nov.19.2004 Vachirathan waterfallラ ChangwatChiang Mai， Thailancl 

し385 Conocybe Nov.l江2004 Vachirathan waterfalI， Changwat Chiang Mai，τhailand 

K902 Gerronema Dec.Ol.2003 Thc Pcnang Botanic Gardens， Mabysia 

K903 Inucybe Dec.OL2003 γhe Penang Bulanic Gardens， Malaysia 

K904 Marasmius Dec.01.2003 The Pcnang Botanic Gardens， Malaysia 

Kヲ05 Dec.01.2003 The Pcnang BotanIc Gardens， Malaysia 

K906 Crinipellis Dec.01.2003 The Pcnang sotanic GardensヨMalaysia

Kり07 Neunothopanus nambi Dcc.O 1.2003 Telck Bahang， Penang， Malaysia 

Kりos Neunothop臼llUS nambi Dec.Ol.2003 Telek l3ahanιPcnangヲMalaysia

}くりoり Pterula Dec.01.2003 γ'elek Bahang， PCll{ll1g， Malayヌia

Kり10 Marasmi us Dec.01.2003 Telek Bahang， Pcnang， Malays凶

KY11 MarasmIua Dec.Ol.2003 Telek Bahang， Pcnang， MaJay日ia

iく912 Myccna Dec.O 1ユ003 Tclck Bahang， Penang， Malaysia 

lくり13 Galerina Dcc.Ol.2003 Telck Bahang， Pcnang， Malaysia 

iくり14 p三athyrclla Dcc.Ol.2003 γelck 13ahanιPcnang， Malaysia 

Kり15 Dictyopanus pu只il1uお Dcc.01.2003 Telek Bahang， Penang， Malaysia 

K916 Marasmiellus Dec.Ol.2003 Telek Bahang， Pcnang， MaJaysia 

iくり17 Cullybia Dec.Ol.2003 Telek Bahang， Penang， Malaysia 

!くり18 Marasmicllus Dcc.()1.2003 Tclck BaJwng， Pcnang， Malaysia 

K91ヲ GloiocephaJa Dcc.(}1.2003 TeJck Bahang， Penang， Maluysia 

Kり20 Neonuthopanus nambi Dcc.01.2003 Tclek Bahang， Pcnang， Malaysia 

Kり2] Maraおmius Dcc.O 1.2003 Tclck Bahang， Penang， Malaysia 

iく922 Psatyrella Dec，O L.2003 Pcnang， Malaysia 

K923 Psatyrella 。じC.O1.2003 PenanιMalaysia 

K924 Marasmicllus Dcc.01.2003 PcnHng， Malaysia 

K925 Puromycena? Dec.01.2003 Pcnang， MaJaysia 

Kり26 Mycena Dcc.01.2003 Penang， Malaysia 

K927 Coprinus Dec.Ol.2003 Penang， Mala ysia 

K928 Schizuphyllum commune Dec.01.2003 Penang， Malaysia 

Kヲ29 Termitomyces eurhizus Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K930 Lentinus S句or-c句U Dec.02.2003 Muka Head， Pen納品 Malaysia

Kヲ31 Termitomvces Dec.02.2003 Muka 
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表 タイ・マレーシア産標本リスト (続き)

No Genus Species Date Location 

K932 Gerronema Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K933 Crinipel1is Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K934 Gerronema Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K935 Cordyceps soborifera Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K936 Lentinus ciliatus Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

Kり37 Chaetocalathus Dec.02.2003 MulくaHead， Penang， Malaysia 

Kり38 Marasmicllus Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K939 Lentinus squarrosullls Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

Kり40 Melanous Dec. 02. 2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K941 Neonothopanus nambi Dec.02.2003 T、1ukaHead， Penang， Malaysia 

K942 Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K943 Maramielllls Dec.02.2003 MlIka Head， Penang， Malaysia 

K944 Omphalina Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K945 Agariclls Dec.02圃2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

Kり46 Dec.02.2003 Muka Head， Penang， Malaysia 

K947 Filoboletus manllplllaris Dec. 03.2003 alt. 300， Malaysia 

Kり48 l-Iohenbllehelia Dec.03.2003 al1. 300， Malaysia 

Kり49 Dec.03.2003 al1. 800， Malay只ia

Kり50 Hohenbuchelia? Dcc. 03.2003 札 ~WO ， M山 ysia

K951 Dec. 03.2003 al1. 800， Malaysia 

Kリ52 Dcc.U3.2()03 all. 800， Malaysia 

Kり53 Gloiocephala Dcc.03.2003 al1. 800， Malaysia 

Kり54 Mvcena Dcc.03.2003 a11. 800， Malaysia 

1えり55 Dcc.03.2003 al1.日00，Malaysia 

Kり56 Mar，日mi 1I只 Dcc.03.2003 alt. 800， Malaysia 

K957 Marasl1lills Dcじ.03.2003 alt. 800， Malaysia 

Kり5t) Auricularia dclicata Dec.U3.2003 all. t)Uりヲ Malaysia

Kり5り Hygrocybe Dcc.03.2003 Cameron Highlancls， Malaysia 

Iくり60 Resupinatus Dec.03.2003 Cameron Highlancls， Mali1ysia 

Kり61 Omphalina Dec.()3 .2003 Cameron Highlands， Malaysia 

iく962 Mycena Dcc.03.2003 Camcron Highlancls， Malaysia 

Kり(13 Pancllus Dec.03.2003 Cameron Hiιhlancls， Malaysia 

K964 Pholiota Dec.03.2003 Cameron Highlancls， MaJaysia 

K965 Laccaria Dec.03.2003 CameroJ1 Highl;lncls， Malaysia 

Iく96() Rhizina lIndulata Dcc.03.2003 Camcron Highl;lllcls， MaJay只ia

Kり67 Hohcnbuchelia? Dcc.03.2003 Camcron Hiιhlands， Malaysia 

Kリ68 ドlcurotll只 pulmonariuぉ Dcc.03.2003 Malay山l

Kりらり Ripartitclla brasi licJls is Dcc.U4.2003 GCl1ung Jcrai， M:J!aysia 

Kり70 Lentinus conclnnu只 Dec.04.2003 Genung Jerai， Malaysia 

K971 Gerronema Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K972 Clitocybe Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K973 Anthracophyllum nigritum Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K974 Auricularia delicata Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K975 Omphalina Dec.05.2003 Wang KJiang， Penang， Malaysia 
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No Genus Date Location 

K976 Lentinus polychrous Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K977 Oudemansiel1a canaru Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K978 Polomycena Dec.05ヱ003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K979 Collyちia Dec.05.2む03 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K980 Chaetocalathus Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K981 Pleurotus せjamor Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang多 Malaysia

K982 Coccinea Dec.05.2003 Wang KJiang， Penang， Malaysia 

K983 Marasmius Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K984 Gerronema Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K985 Pluteus Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K986 Cantharellus Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K987 Hygrocybe Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K988 Trogia Dcc.05.2003 Wang Kliang， Pcnang， Malaysia 

K98り Kuehneromyces Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

Kりラ合 日ygrocybe Dec.05.2003 Wang Kliang， Pcnang， Malaysia 

Kり91 Hygrocybe? Dec. 05.2003 Wang KlianιPenang， Malaysia 

K9り2 Mycena Dec.05.2003 Wang KlianιPenang， Malaysia 

Kり93 Dec.05.2003 Wang Kliang， Penang， Malaysia 

K<Jリ4 Deι05.2003 Wang Kliang， Pcnang， Malayぉia

Kり95 Dec.05.2003 Wang KJiangフ Penang，Malaysia 

1くりラる Marasmicllus Dec.05.2003 Wang Klial培、 恥1alaysia

Kヲリ7 Myccna Dcc.05.2003 Wang Kliang， Malaysia 

Kりワ8 Marasmius Dec.05.2003 Wang Kliang， Pentlng， Malaysia 

Iくりりり Dec.05.2003 Wang Kliang， PenanιMalaysia 

KI ()()(J Gerroncma Dcc.05.2003 Wang Iく Jiangフ Pcn~ll1 g， Malaysia 

LO(日 Omphalina Dcc.05.2003 1へlangKliang， Pcn~lng， Malaysia 

L002 Marasrnius Dcc.05ユり03 Wang Kliang， Pcnang， Malaysia 

L003 Marasmius Dcc.05.20D3 Wang Kliang， Pcnang， Malaysia 

L004 Marasrniellus Dec.05.2003 日langKlianιPenang， Malaysia 

L005 Pterula Dec.05.2003 Wang KJiang， Pcnang， Malaりla

L006 Lentinus Dcc.06.2003 Universiti SinヌMalaysia，Penangぅ Malay只la

L007 LcntInus Dcc.06.2003 Universiti Sins Malaysia， Pcnang， Malaysia 

L008 Dictyopanus pusillus Dcc.06.2003 Universiti Sins Malaysia， Pcnang， MalayぉJa

L009 Dictyopanus pusillus Dec.06.2003 UnIvcrsiti Sins Malaysiaヲ Penang，Malaysia 

L010 Dictyopanus pusillus Dec.06.2003 UnIvcrsiti Sins Malaysia， Pcnang， Malaysia 

LOll Dictyopanuお pu只iII tlメ Dcc.06.200J UnivcrsI1I Sins Malay只1:1ち Malavsia 

LO Jユ Filobolctus manupuJari日 Dcc.06.2003 Univel幻liSins Malay日Ia，Pcnang， Malaysia 

LU13 Crcpidotlls Dec.Oι計約3 Univcrsili Sins Malavsia，ドenang、Millaysia

LOl斗 Agrocybe? Deじ.06.2003 Univcrsiti Sins Malaysia， Penang， Malay計a

L015 Mycena Dec.06.2003 Universiti Sins Malaysia， Penang， Malaysia 

L016 Neonothopanus nambi Dec.06.2003 Universiti Sins Malaysia， Penang， Malaysia 

L017 Neonothopanus nambi Dec.06.2003 Universiti Sins Malaysia， Penang， Malaysia 

工..030 工バ!ntinus strigosus Mar陶 ‘2004 Sandakanヲ Saba，Malaysia 

L034 Lentinus velutinus Dec.06.2003 Universiti Sins 
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タイおよびマレーシアにおける肉質高等菌類調査報告

長沢栄史

調査地:

タイでは北部のチェンマイ市とその周辺地域およびメーホンソン市とその周辺地域におい

て、また、マレーシアではペナン島および本島の数箇所(カメロン高原、ガナンジェライお

よびワンケリアンなど)で、肉質高等菌類を主に採集調査を行った。

調査結果:

タイでは子袋出発せとして 5科 9胤 14組、担子i芸i知として 14利 23出 27荘!の計 19科 32属

41稀(属および稲不明のもを含む)が、また、マレーシアでは子裂前妻子iとして 5科 6属 10

話、在l子菌類として 19科 41属 63泊の計 24科 47周 73樋が採集された。

調査日数は両国ともほぼ 6日間と同じであるが、採集された種数および分類併の多版性に

おいてマレーシアが勝っていた。この原因としては、タイ北部で、は乾季に入っており、調査

対象の肉質高等闘拡!の発生がほとんど見られなかったことが大きいのではないかと考えられ

る。子袋i基I~nq Xylariaceae (マメザヤタケ科)は、熱J;ij; へ~llE?男子Jlj;地域において多くの稲似が分

布するグループで、比較的永存性の子実体を形成するが、この科でみるとタイで 4同8加が、

一方マレーシアでは 2属 5fmが採集されており、あまり大きな差は認められない。 r!ti1l'(:によ
っては多1・活性に季節的な変動があることは充分Hj~祭され、従って今回の結果をもって地域全

体としての関知多以性を比較判断することは困難である。

限られた期間および地点での調査結果であるが、清w~:n地主u学および分1m"tl均に見て以下の
ような幾つかの興味ある知見が符られた。

菌類地理学的知見:

1) タイではタイの般市111筆ドイ・インタノン (2フ565m) において、 J民上付近の長湯林および

i十，)]むの SiribhuIl11，'色付辺でHll;J1空を行なったが、ここでは北半tl<の冷fJJJ!?地岐に分布する加知

(Mycena laevigataセンボンクヌギタケ、 OssicaulislignatUisヒメシ口タモギタケ、 Pholiota

αah仇川fη川川lυげicol臼ρ 力オリツム夕ケ、 Niι;dめd山山lLルiμt!μ正α1，川lυIIν山ノ乍但亡COω/0ωl川yηICI刀lIoωs“刈.工刀正αlコチヤ夕ダξイコゴ苧ケ)や北j方')""イ性i
キ夕ケ!，胤1高苛の i的i2掠nがJ採采 1集I長;された。これらは、ノ今)'1目凹E耳i の ， V制，f;J収1査t において{仙山の j地山ωJ~域L或先から J収采 1兆l されておらず、

i向7可リL山一11一-1におりけe る i的込拙[主抱知f長~jリi付州州イ4判杭相?主叫EI σの)q:引仏特J占守J4jt:夕引妹1米;と礼兆"七性i七:
l山LJ匂_Jでで、は l川i社川I~熱J千刊川一J引仔;H作J: J地:也出 JI城i或支に主たる分布j或を持つ lうJrroglossum サビヒラタケ胤および Plúllipsia ニクア

ツベニサラタケ属の I~~î も採集されており、冷 t/~\. ~，lH: I初公~*と III~熱~H::IYJ 安本がj副作する。!夫lt~lïWi

等;I!fI 1~nの立場から凡て、側めて副知多掠"'~I: に;守んだ地域と考えられる。
2) タイおよびマレーシアにおいてどの程度ïJl~Î ~~iq i{]の解明が行なわれているのか、充分に担

保できていないので、今回同定された部類が果たして分布J或の拡大に結びつくのか否かを判

断するのは難しいが、タイに関しては、 1) に挙げた磁類に)J11えて、チェンマイ市近郊のシル

キット植物i河内で限集されたチャワンタケ類の 1磁 Geoporaσrenosa(= ScpultariaσrCl10sσ;発

生はまれでヨー口ッパに分布、 一見シ口スズメノワン Hllmω'1α /Icmi勾'Jh{/ c，-; caに似る)が分イI'i

上の新JJI見として挙げられるのでないかと考えられる。また、マレーシアでは北半球渦;!日;に

分布するチャワンタケ知の Rlliunaundlllataツチクラゲがカメロン高以付近で、 Plectania

nigrella (= Pseudoplectania nigre/la)クロチャワンタケがガナンジェライでJ采集されたことは特

筆されるべきことと思われる。ハラタケ類の Ripartitella brasiliensisニセキツネガサはアメリ

カおよびアフリカの熱帯~亜熱帯に広く分布し、アジアでは日本の小笠原で、採集されている

が、今回マレーシア本土のガナンジェライで発見された。東南アジアからの初めての採集例

ではないかと思われる。ペナン島ムカヘッドで採集されたハラタケ類 Chaetocalathus属の 1

種は根田氏によって長崎県および熊本県からチシャノキ上で採集され新種として報告された

C. ehretiaeに極めて類似しており、もし同一種であれば日本以外からの初めての報告となる。
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分類学的知見:

1) 新属と考えられるもの:

マレーシアのタイとの国境に近いワンケリアンで採集されたシロキクラゲ科の菌は、外観的

にサガリハリタケ様の子実体を形成するが、針表面にはシロキクラゲ型の担子器が形成され、

円筒状の細長い担子胞子を生じる。類似属には Protohydnum，Protodontiaなどがあるがこれら

とは子実体の外観的特徴、担子器および担子胞子の形態などにおいて異なり、新)高の可能性

が高い。

2) 新種および新変種と考えられるもの:

タイ採集菌類

1. Phillipsia domingensisニクアツベニサラタケの変積(ドイ・インタノン、 24Nov.) :4胞子性

で胞子が明らかに大型。

2. Clzlorociboria sp. ロクショウグサレキン)誌の新種? (ドイ・インタノン、 24Nov.) 

3. Leucoagaricus sp.シロカラカサタケj誌の新fill(メーホンソン、 27Nov.) 

4.Pyn玖glossumsp.サビヒラタケj認の支丹羽l(ドイ・インタノン、 24Nov.) 

5. Flammulina sp.エノキタケ属の新種? (ドイ・インタノン、 24Nov.) 

マレーシア採集的知

6. Boletus sp. ヤマドリタケ同の新~lT! (ペナン品ムカヘッド、 2Dec.) 

7. Boletellus sp. キクパナイグチ)誌のXVl稲? (本土ガナンジェライ、 40ec.)

8. Tylopilus nanus (Massce) comb. nov.ニガイグチ同における新組合せ

9. Cantlwrellus sp. アンズタケj誌の新fffi? (本土ワンケリアン、 5Oec.) 

10. Clitopilus sp. ヒカゲウラベニタケj誌の新加(ペナン島大学椛i人]、 60ec.)

3)形態学的変異に関するJJl見:

汎 m界的あるいは汎熱市 IJ'~分布を示す砲 JWI (スエヒロタケ SchizoplzY//lIJ1lCOIll!7llllle、ケガワタ

ケ LCIl/iIlLiSsquarrosulus、ネッタイカワキタケ L.sajor-cajll、ウスベニコップタケ Cookellia

SUhij)の、アラゲウスベニコップタケC.tricholomaなど)を除き、同定されたlAj1rlの仁1]には、

ごく限られた報告例しかない村知が多く含まれており Vtmallit{/clがa11gll，'it il Cllnella/n， 

Pulvcrobolctlls ravcllclii ss. Cornc:r，乃Jlopilusalboatどrss. Corncr，乃JlopilllsIICIlILiS， P)'iloιybc 

gOIll・οspora などに今日のJ来柴山!i はこれらの叫における形態的変叫についての新たな )~II見を叫

供する。

タイ産菌類リスト (11月 23日.......28日)
Ascomycetes 

1. CJavicipitaceae 

01. Cordyceps sp. 
on ant， Chiang mai (Quccn Sirikit Botanic Gardcn)， 25 Nov. 2003 

II. Leotiaceae 
02. Chlorociboria ae川 giωso(Pcrs.: Fr.) SωVCI 

on wood， Doi SutcP-1】UIヲ 23Nov. 2003 

03. Chlorociboria sp. (new species?) 

on woocl， Doi Inthanon， 24 Nov. 2003 

III. Otideaceae 

04. Ceopora arellosa (Fuckel) S. Ahmacl 

in sal1c1y soil， Chiang mai (Quccn Sirikit BotJnic Gardcn)， 25 Nov. 2003 

05.SCUlellillia正ljJ:budiο-berbis (Bcl・k.ex Cooke) KunL乙C

011 bark of decayecl trunk， Doi 111thaI1011， 24 Nov. 2003 

IV.Sarcoscyphaceae 

06. Phillipsia domi勾 ensis(Berk.) Berk. (new variety.) 

on wood， Doi Inthanon (Si巾 humWater FalI)， 24 Nov. 2003 

V. Xylariaceae 

07. Daldinia sp. 

on wood， Chiang mai (Queen Sirikit Botanic Garden)， 25 Nov. 2003 
08. Genus unknown 

on fallen trunk， Doi Sutep-pui， 23 Nov. 2003 
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09. Hypo.刀/onsp.1 

on trunk， Doi Sutep-pui， 23 Nov. 2003 
10. Hypo巧'/onsp.2 

on wood， Chiang mai (Queen S臼lr吋ikitBotanic Ga訂rden吋 25Nov. 2003 

11. Hypo.刀 /onsp.3 

on wood， Maela Noi， 28 Nov. 2003 

12. .xシlariasp.1 

on wood， Doi Inthanon， 24 N ov. 2003 

13.Xシlariasp.2 

on wood， Doi Inthanon (Siribhum Water Fall)， 24 Nov. 2003 
14. Xylaria sp.3 

on wood， Doi Inthanon (Si巾 humWater Fall)， 24 Nov. 2003 
Basidiomycetes 

1. Agaricaceae 

01. Lepiota sp. 
on soil， Phasua Water Fall， Mae Hong Son， 27 Nov. 2003 b 

02. Leucoagaricωsp. (new species?) 

on soil， Phasua Water Fa札1
II.Au山Ir吋.寸icular吋.オ七iaceae

03. Auricularia delicatα(Fr.) Henn. 
on wood， Sunpundan Nature Trail， 26 Nov. 2003; on wood， Tham Pla National Park， Mae I-Iong Son， 

27 Nov. 2003 

111. Coprinaceae 

04. CoprInus sp. 1 

011 soil， Doi Sutelヲーplli，23 Nov. 2003 
05. CoprInus sp. 2 

011 soil， Doi Sutep-pui， 23 Nov. 2003 

06. CoprInus sp. 3 

011 soil， Phasul.l Walcr Fal1フ MacHonQ Son. 27 Nov. 2003 
b 

07. Psafhyrella sp. 
on dccayed wood， Doi Inthanon， 24 Nov. 2003 

IV. COl'tinal'Iaccac 

08. PyrroglosslIlJ/ sp. (new spccics) 

011 bark 01' clccaying trunk， Doi Il1lhal1ol1， 24 Nov. 1003 

V. Dacrymycctaceac 

09. Dacry/Jlyces sp. 

on wood， Doi Inthanon， 14 Nov. 2003 

VI. Nidulal'Iaccac 

10. Nidulcr nIveotomcntosα(Hcnl1.) Lloycl 
on dead stem 01' ?Hydrangea and fallen branchlcts， Doi Inlhanol1， 24 Nov. 1003 

VII. Polypolaceac 

11. LcnlInus fJolychrous Lev. 

on woodラ MaelaNoiラ 28Nov. 2003 (by H. Neda) 

12. Lentlnus squarrosul山、 Mont.

011 wood， Mae Hon S011， 27 Nov. 2003 

vn. Pterulaccac 
13. PICI・lI{asp. 

on fallen branch. Tham PIa Nal ional Park. Mac Hon口 50n.27 Nov. 2003 
0 

IX. Rllsslllaceac 

14. Russula sp. 1 

in Diplerocarpaceolls forest， Doi SutCJトPlli，23 Nov. 2003 
15. Russu/a sp. 2 

in Dipterocarpaceous forest， Doi Sutep-pui， 23 Nov. 2003 

X. Schizophyllaceae 

16. Schizophyllum commune Fr. 
on Pinus branch， Doi Sutep-pui， 23 Nov. 2003; on branch， Chiang mai (Queen Sirikit Botanic Garden)， 
25 Nov. 2003; on branch， Sunpundan Nature Trail， 26 Nov. 200 
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XI. Sclerodermataceae 
17. Pisolithus sp. (P. tinctorius (Pers.) Coker & Couch complex) 

under Pinus， Doi Sutep-pui， 23 Nov. 2003 
XII. Strophariaceae 

18. Hypholoma subviride (Berk. & M.A. Curtis) Dennis 

on wood buried in soil， on the way to Maela Noi， 26 Nov. 2003 
19. Pholiota alnIcola (Fr.) Singer 

on wood， Doi Inthanon， 24 N ov. 2003 

20. Psilocybe goniospora (Berk. & Broome) Singer 

on dead stem of herbaceous plant， Chiang mai (Queen Sirikit Botanic Garden)， 25 Nov. 2003 

XIII. n"emellaceae 

21. Tremella sp. 
on trunk， Doi Inthanon (Siribhum Watcr Fall)， 24 Nov. 2003 

XIV. Tricholomataceae 
22.Campσnella af! jllf1ghuhnii (Mont.) Singcr 

on bcad bamboo culmsヲ PhasuaWater Fall， Mac Hong Son， 27 Nov. 2003 
23. Crinipellis sp. 

on bamboo culm， Phasua Watcr Fall， Mac Hong Son， 27 Nov. 2003 
24. Flammulina sp. (ncw spccics?) 

on fallen trunk， Doi lnthano叱 24Nov. 2003 (by T. Hattori) 
25.Mσrasmiellus sp. 

on branchlcts， Tham Pla National Park， Mac Hong; Sonぅ 27Nov. 2003 
b 

26. Mycena laevigata (Lasch) GiIlct 
on dccaying trllnk， Doi lnthanon， 24 Nov. 2003 

27.0s幻叩S幻l

on wood of Lauraccolls trec， Doi Inthanon， 24 Nov. 2003 

マレーシア産菌類リスト (2003年 12月 1日""-'6日)
./lSColllycetes 
1. Clavicipitaccac 

01. Cordyceps sp. 
011 1I nknown hostフJalanKebul1 Bunga (Pcnang Bolanic Ganlcn)， Pcnang， 1 Dcc. 2003 

1I. Hclvcllaceac 
02. Rhizinσul1du!afa Fr. 

on soil， on the way to Cameron H ighlancls， 3 Dcc. 2003 

III. Sarcoscyphaceae 

03. Cookeina sulcipes (Bcrk.) Kuntzc 
011 trllnk， on the way to Camcron Highlands， 3 Dcc. 2003; on Irllnk，明!angKeliang， 5 Dcc. 2003 

04. Cookeina tricho!oma (Mont.) KUl1tzc 

011 fallcn branch， Muka hcacl， Pcnang， 2 Dcc. 2003; on Irunk， Wang Keliang， 5 Dcc. 2003 

IV. Sal"COSomataceac 

05. P!ecta川anigrellα(Pe瓜 :FリKarslじn

on clccaying wood， Gunung Jcrai， 4 Dcc. 2003 

V. Xylariaceae 

06. Hypo.λ:y!on sp. 
011 wood， Minden (Univcrsili Sains Malay出 a)ヲ Pcnang，6 Dcc. 2003 

07. Xylaria sp.l 
OIl wood， MlIka hcaclヲ Pcnanι2Dcc. 2003 

08.λ:y!aria sp. 2 
on wood， on the way to Cameron Highlancls， 3 Dec. 2003 

09.Xシlariasp.3 

on wood， on the way to Cameron Highlands， 3 Dec.2003 

10.Xシlariasp.4 
on wood， Minden (Universiti Sains Malaysia)， Penang， 6 Dec. 2003 
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Basidiomycetes 
1. Agaricaceae 
01. Cystolepiotαsp. 

on soil， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 
02. Micropsaliotαsp. 

on soil， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 

II. Amanitaceae 
03.Amαnua aff. angustilamellata (Hoh孔)Boedijn 

on soil， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 
04.AmαnUa sycnopyramis Corner & Bas 

on soil， on the way 10 Cameron Highlands， 3 Dec. 2003 
III. Auriculariaceae 
05.AII巾 u/ariade/icala守斗 Henn.

on wood， on the way 10 Cameron Highlands， 3 Dec. 2003; on wood， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 
06. Auricularia mescenterica (Dicks.) Pers. 

on wooえJalanKebun Bunga (Penang Botanic Garden)， Penang， 1 Dec. 2003 
IV. Boletaceae 
07. Boeltus sp. (new species) 

on soil， in Dipteroparpaceous forest， Muka hωd， Penang，2 Dec. 2003 
08. Boletellus sp. (new '1) 

on soil， Gunung Jerai， 4 Dec. 2003 
0り • Pulverobo/etus ravenelii (Berk. & M.A. Curtis)ルlurrill5S. Corner 

on soil， in mixed forest， Teluk B川HlJ1g，Penang， 1 Dec. 2003; on soilフ inDipteroparpaceolls fore叱
Muka hea止Penang，2Dec. 2003 

10.1シlopi/riSalboater (Pむck) SS. Corner 
on soil， in Dipteroparpaceous forcsl， Muka hcad， Pcnang， 2 Dec. 2003 

11.ちJlopil山間1lI1S(M部 Nはasawa(ncw combinatio吟
on soil， in Dipteroparpaceous forest， Muka heacl， Penang， 2 Dec. 2003; on soil， in Dipteroparpaceolls 
forestフ GUIlUl1gJerai， 4 Dec. 2003 

V. Cantharellaceae 
12. Cantharellus sp.l 

011 soi， Teluk l3ahang， Pじnang，1 Dec. 2003 
13. Cal1tlwrelllls sp.2 (new species ?) 

011 soi， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 
14. Crαlerellus sp. 

011 soi， Teluk Bah註nふ Penang，1 Dec. 2003 
VI. Coprinaceae 
15. CoprIllus ら子

011 E日i勾;辻以i以山t

16もιl.‘PS(lαlthηyrel日hα1sc予〉‘
011 palm?， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 

VII. COl，tinariaceac 
17. Gymnopi/us sp. 

on Araucaria trunk， Teluk Bahang， Penang， 1 Dec. 2003 
VIII. Dacrymycetaceae 
18. f)acryopIl1ox spathll/([rin (Sch¥'、'cin.)G.W. r、!Ia r! i Jl 

on branch， Muka heacl， Penang， 2 Dω.2003 
IX. Entolomataceae 
19. Clitopi/lIs (lff hobso凶 (scrk与P.D.Orton

on branchlets， Wang Kelial1払 5Dec. 2003 
1仕 Clitopilusαff.orientalis Baroni & W沿ling

on soil， Teluk Bahang， Penang， 1 Dec. 2003 
21. C litopilus sp. (new species) 

on soil， Minden (Universiti Sains Malaysia)， Penang， 6 Dec. 2003 
22. Entoloma S)ト

on soil，すelukBahang， Penangヲ 1Dec. 2003; on soilラ Mukahead， Penang， 2 Dec. 2003 
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X. Hygrophoraceae 

23. Hygrocybe conica (Scop.) P. Kumm. 

on soil， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 

24. Hygrocybe sp.l 

on soil， Teluk Bahang， Penang， 1 Dec. 2003 

25. Hygrocybe sp. 2 

on soil， Gunung Jerai， 4 Dec. 2003 

26. Hygrocybe sp. 3 
on soil， Gunung J erai， 4 Dec. 2003 

27. Hygrocybe sp.4 
on soil， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 

XI. Nidulariacese 
28.Cy どσωIυIh山 51μ什川川r川バi川.

on fallen trunkむ， ont山heway tωo Ca山i日mηleronHig凶hlan【ds丸， 3Dec. 2003 

XII. Pluteaceae 
29. Pluteu5 sp. 

on soil， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 

XIII. Polyporaceae 
30. LcnluW5 (Panu5) sp.l 

on fallen lrunk， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 

31. Lcnli川 s5ajor-caju (Fr.) Fr. 
on decaying slump， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 

32. Lcnlin1l5 sp.2 

on wooclヲ日langKel iang， 5 Dcc. 2003 

33. Lcnlinus 5qlノwrro5ulu5Mont. 

on woocl，Gunung Jerai， 4 Dec. 2003 

XIV. Russulaccac 
34. Russu!a sp.l 

011 soilフGunllngJerui， 4 Dec. 2003 

35. Russu!a sp. 2 

011 soil， Gunung Jerui， 4 Dec. 2003 

XV. Schizoplりdlaccac
36. Schizophyllul11 commllne Fr. 

on Elaeis quinecnsis (cleacl pc!iolc)フBalikPlau (Oil 1川 msurdeil)，1DGじ.2003

XVI. Strophariaccac 

37. Me1anol山 aJf.
011 dccaying palm seed， Muka head， Pcnang， 2 Dec. 2003 

38. A1 cla/lolus sp.l 

on cleacl branchヲ Muka heacl， Penangフ2Dcc. 2003 

39.;¥イe/onolU5sp.2 

011 branch， Wang Kelial1g， 5 Dec. 2003 

40. Psilocybc goniospora (Berk. & Broomc) Singcr 

011 decayed woocl， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 

XVII. Thclcphoraceae 
41. Thclephora sp. 

011 soil， Tcluk Bahang， Penangラ 1Dcc. 2003 

XVIII. Trcmcllaccac 
42. GCI1LlS U山 nown( N cw gen us ?) 

on decaying woocJヲ WungKelianι5 Dcc. 2003 

XIX. Tdcholomataceae 
43. Chaelocalafhus af! ehrcliac Necla 

on branch， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 

44. Collybia sp.? 

on leaves of broad-leaved tree， Balik Plau (Oil palm garden)， 1 Dec. 2003 

45. Crinipellis sp.l 

on branchlets， Jalan Kebun Bunga (Penang Botanic Garden)， Penang， 1 Dec. 2003 

46. Crinipellis sp.2 

on branches， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 
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47. Fi!oboutes manupularis (Berk.) Singer 
on woody debris， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 

48. Genus unknown 
on dead petioles of Elaeis quineensis ， Balik Plau (Oil palm garden)， 1 Dec. 2003 

49. Gerromena sp 
on decaying branch， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 

50. Marasmiellus afJ. subaurantiacus (Berk. & Broome) Pegler 
on wood， Teluk Bahang， Penang， 1 Dec. 2003; on Elaeis quineensis (dead petiole)， Balik Plau (Oi日l 

palm gar吋den吟 1Dec. 2003 
5]. Marasmiellus sp.1 

on c1ecaying stump， Muka head， Penang， 2 Dec. 2003 
52. Jv!arαsmicllus sp.2 

on dead branch， Muka heacl， Pcnang， 2 Dcc. 2003 
53. Marasmiel!rls sp.3 

on branchlets， on the way to Cameron Highlands， 3 Dec. 2003 
54. Marasmiellus sp.4 

on woody debris， Minden (Universiti Sains Malaysia)ヲ Penang，6 Dec. 2003 
55. Marasmie!!us? sp. 

on leaf， Wang Keliang， 5 Dec. 2003 
56.λ1arasmius sp 

on Jcaf， on the way [0 Camel・onHighlancls， 3 Dec. 2003 
57.1l1ycCI/αsp. 

on branchlets and leaves， on the way lo Camerol1 Highlancls， 3 Dec. 2003 
58. Notl叫 J川加σω1η川1μ[， 川 :

011 wood， Tcluk BahangフPenang，1 Dec. 2003 
59. Oudcmansie!la canarIi (Jungh.) Hohn 

011 fallcn trunk of Araucaria， Tcluk Bahang， Penang， 1 Dec. 2003 
oO. RcsInomyccJ1a? sp. 

on Elaeis quinccl1sis (de 川 acorn)， B払臥i孔川d刷tI必州li山ikPh川川LL山U(Oi口1P 礼川山山111η川11ι arcJ山ωICI1吋1
61. I?ipartirella b，.asilie川口、 (Sl】eg.)Singcr 

011 cJccaycd roots buricu in soil， GUI1UI1g Jcraiフ 4Dcc. 2003 
o2. TCfrapiJ}・gos・sp.

011 branch，同/はngKeliangフ 5Dcc. 2003 
63. GCI1US Ul1kWOIl 

011 trunk， on the way 10 Cameron HighlancJs， 3 Dじc.2003
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マレーシアのペナン島における木材腐朽性担子菌類の調査

前川二太郎

調査地:

マレーシア、ペナン島全域

調査期間:

2003 年 9 月 23 日 ~9 月 30 日 (8 1:::1問)

調査者:

前)11 二太郎(鳥取大学)、出川洋介 (f~1奈川県生命の星間物館)、iJJ 日=1 明義(信州大学)、

宮本放滑(北海道大学)、 BaharuddinSalIeh CUniversity of Sains Malaysia) 

調査結果:

マレ一半j詰左岸マラッカ1m11りふとに位置するぺナン烏の各地において、担子的知、とくに森

林生態系維持に重姿な役割を果たしている木材腐朽性WH砲について訓査採集を行った。本調

査J~J I}¥'J II~J に、コウヤクタケ科 CCorticiaccae sensu lato)、マンネンタケ科(Ganoclermataceac)、

タバコウ口コタケ科 (Hy menochaetaceae)、サルノコシカケ科 (Polyporaceaesensu lato)、ウロ

コタケ科 (Stereaceacscnsu lato) などの木質基質に先生するヒダナシタケ矧 (aphyllophoralean

fungi)を中心に 281点の子実体標本を採集し乾燥保本を作成するとともに、 DNA解析等を行

う目的で子尖休 142点より分自仕上自益的株を得た。とれらの採集総本および分i雄前接的株につ

いて分煩学的研究を継続中であるが、現布までで、に分7野矧2!~筑F点i学!的1均q 司誹訓M'

)服高 3幻3 稲でで、ある。とれらの中には背若'I'~I:子実休を形成するコウヤクタケ科に所属する

Brcviμ!/ i ciu m Jjj-~ 、 Dcndrothclc 出、 Glococysúdicl/um 属、 Phallcrochacte 尉および刀'cchi.sjJora J再

の刻rtillと考えられる杭が見出された。また、 Dcndrolhe/el71angiferae Boiclin & Duhcm、
Gr川'(/ω仰l刀仰y

Str吋山'icl、/力かJjJバhoα正dたわσωl山 11川udσ (Brc凶S.吋.)H吋Iりj伊ρO印l山 ta川n肌1

H力)ψO似clz川IU川ciι.L川 p川 ctLυ"ωiαI山iμω1I川l

1iト.万σclzis平poωrafaωrぜψ叩i心山lμlαCσωa(げPC口rs.:F升ヱ汁r.)Li出bヲ冗Jel口rta、]i'echi!)jJora nivω(Pcrs.) K.H. Larss.など、 マレーシア未

報告T1fIも数多く合まれていることがゆ!らかとなった。

ヒダナシタケ矧以外では Marasmius属、 M}Jccna属、 Oudcl71aI1cic! /a 胤などのハラタケ目的

知、 Bo!ctlls席、 Pu!vcrobo/etus閥、 Ty/opi/usJ前などのイグチ類、さらにil0:硝類、呉Kl子i謝野!際
本も採集することができた。

今後の研究計画:

従来のマレーシア庄ヒダナシタケ111の分布に依lするまとまった沼山は Hjortstamct al. 

(1989)のみであり、コウヤクタケ科(広義)については 15砲が報告されているに過ぎない。

木訓否で得られた米間定標本のうち 164 点は実体問1lt~~l~下でのお1祭結果よりコウヤクタケ科

凶とi:住定される。今後これら未同定原本の形態学I'!"J'l!JT )'~および分 I/~Wl自主主的株の DNA WI~析を行
うことにより、マレーシア(ペナン島)におけるコウヤクタケ科の多似性WI~析を行う計四で

ある0113られた成果についてはIvlyωSじlCllじc誌などの学術11111:において公表予定である。
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ペナン島および隣接するマレ一半島沿岸域における外生菌根菌の調査

(調査 1)

調査地:ぺナン島一帯(ペナンヒル，森林公園，水源地，植物園，南部沿岸域)

調査期間:2003年 9月 23日一9月 30日

山田明義

調査者:IlJ田明義，宮本敏澄(北海道大学)，前川二太郎(菌曜研究所)，出)11洋介(神奈川

県生命の星・地球博物館)， BAHARUDDIN Salleh (USM) ヲ LIEWKon Wui (USM)， 

(調査 2)

調査地:ペナン B白一花; (ペナンヒル，森林公悶，水源地，柏物 1~11) および!済政するマレ一半

出沿岸域(パンディンアイランド，クアラカンサ一周辺，ブキ・ラルート)

訓査期間:2004 年 9 月 6 日 ~9 月 12 [1 

制査者:LLI EEllVj義， EEII=I:I千尋(京都大学)，市[lI矢同リ(匡l立科学問物館)， BAHARUDDIN Salleh 

(USM) ) LIEW Kon Wui (USM) 

(調査 3)

訓;Jjを地:ぺナン島一帯(ぺナンヒル，森林公|主1，柏物|羽，北部沿岸城)および隣依するマレ

-~I三自治!ギJ或(ジェライ LU)

WliJjを J~J 間: 2005年]1 PJ ] 5 13 ~ 11月 18日

miiJ査者:LlJ FEII列義，ほか多数

調査結果:

収集資料・ 131本などのデータを表に示した。

野外 ，'1)，¥]1ttにより大1目立子山知の子実体を中心におよそ 150点を収集し，現地において乾燥

標本を作製した. これらの 111本を *llj査し外生 Ihli~1~HM を JE )J lj した品，Ii~~ ，別出:11 1に挙げた 82点

が{j'{![認された. このうち 75 J点は{信言州大学j伎2良i学f部11市i目:υL応ぶω)川川FJJ弐〈当町~'1州記矧I:守学学3芋学z全:研ヲ究，EZ?宗t千臼1ミくでで、仏保:管し， 残りの 7点は 3

京古刊出|払;入大‘イ1!f守、1干i
)此点し， これを信州大学出学部)J~~用真 i副学研究室で保包;している. これらの似本は，以微鋭的

特徴に )ì~ づ、き， 26同 59柿とf与えられる.

収集した外生前根およそ 150点については現j也でフレパラートを作成しこれを信州大学U5
学rm応JTJI'r ihli学研究室で保住:している

2004年に許可愉入した十:壌試料-については， Jtl司研究機関 (111立科学問物自'Il) で実験に供

試している(後述)• 

興味ある菌類:

現II~} }iなでは全ての子尖体総本で}，司レベルの!口'jlEが済んだ、ものの，組問定はごく一部を除き

検 íj'~J I十iである. liiJ定された Amωzi/apLlIlCfala var. pUl1c{afa， Phylloporμ5 VC!!CUS， PulverobolclLlS 

rανCllcluは，北半球温計以市に分布し， [1本では主に夏季にブナ科の樹下で子尖休を発生さ

せることがJ:IIられている.今回収*したん'avclJc!iiの先生地ではブナ利WJ{，日も ij'(i[沼されてお

り，本 lä~Îがアジアモンスーンj或一引のフ守ナ科仙生ドに jよく分布することが;(jiZ4 される.一方

で， IftJ jLされた J-fvdl/L/ 17/ rcpa Ildu llJ は，全 Ilty.~ (1'-]に分布し?日木では秋季にマツ利やブナ科の

樹 1"で子実体を発生させることがVJJられている.今IDJ収集した J-J.repalldum 1宗本については，

日本産421本とは色調や質!惑がやや異なることから，さらに詳細な分類学的検討が必要と考え

られる.また，Pisolithus sp. 1や刀'zelephorasp. 1の子実体は，いずれも Acaciamangiumの植

栽地や街路樹のもとで見出され，森林内では殆ど見られなかった.これらの菌はA.mangium 

の植林や造林において重要な役割を果たしていると推察される.

菌根標本のうち 1点については，黒色の外観で特有の菌鞘構造を有するととから，本菌は

Cenococcum geoplzilumと同定された.C. geophilumは世界各地より報告されているが，マレー

シアからは 2度目の報告で，ペナン島からは初記録であると考えられる.
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調査地における分布の特徴:

子実体で記録された 26属のうち，多くは熱帯林での主要な構成群として知られる

Amanitaceae科， Boletaceae科 Russulaceae科， Cantharellaceae科 Clavariaceae科などに含まれ

ていた.また，これらの分類群に含まれる種数が全体の過半数を占めていた.一方で、，温帯

以北で主要な菌根菌である Tricholoma属や Cortinarius属はごく僅かしか見いだされなかった.

このように，本調査で見いだされた菌根菌は熱帯性の菌種に占優されていると考えられた.

全体の調査日数に対して見いだされた菌根菌の種数は多く，本調査地域に生息する菌根菌

の種多係性は高いと推察される.とりわけ標高 500mを超えるペナンヒル(ペナン島)，ブキ・

ラルート(マレ一半島)，ジェライ山(マレー半島)の森林では多くの種が見いだされ，植生

垂直分布と菌根菌の種多様性に相関があると考えられる.

森林内における子実体の発生壁にはかなりのばらつきが見られ，子実体発生が特定のJ易所

にやや集中する傾向が見られた.これは，宿主植生や林内の微j山形が子実体発生に影響を与

えているためと推察される.

土;壌中の菌根の分布線式では，視布:や寒千日;林の場合と同級に殆どの宿主根系上において複

数の菌根磁のモザイク状分布が見出された.菌根調査に基づくと，子実体調査の場合よりも

高い積多縦性が見出されると考えられる.

今後、関根WHの子実体調査は 3 標高の高い地域の森林を中心に行う必要があると考えられ

る.また，子実体発生は制3t:前の天候に大きく左右されるため，定点初日10のような継続開査

が必要で、あると考えられる.さらに，予め森林仙~tの詳細なデータをもとにピンポイントの

調査を行い，宿主植物の~1l1を I~:J らかにしつつ菌根1tfîを調査することも興味深いと忠われる.

今後の研究計画:

属レベルでの同定を終了した標本については，文献を収集してTl1!同定を進める予定である.

現在， 2004 年に許可i愉入した森林土爆を用いて Hj;itl~閣の検出尖!段を行っており，日本に自

生する柏物と関係を持つ的根自立の有1!t~ を明らかにする予定である.
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表採集試料リスト

分類群 整理番号 年 月日 調査地

(Tricholomataceae， Agaricales， Basidiomycota) 

Laccaria sp1 105 2003 9.24lPenang Hill 

Tricholoma sp 1 119 2003 9.25 Water Reserve 

(Amanitaceae) 

Amanita vaginata var. punctata 214 2004 9.10 Penang Hill 

Amanita sp. 1 (sect Lepidella) 138 2003 9.30 Penang_I-li1l 
Amanita sp. 2 (sect. Amanita) 234 2004 9.12 Bukit Ralute 

Amanita sp. 3 (sect. VagiIl~ta) 236 2004 9.12 Bukit Ralute 

Am a!1 jt~ ~p~_ 4 313 2005 11.16 Gnung Jerai 

(Cortinariaceae) 

Cortinarius ~p_. _1 226 2004 9.10 Penang Hill 

Inocybe sp. 1 (subgen. Inocybium， sect. Depauperatae) 201 2004 9.06 Forest Park 

Hebeloma sp. 1 (subgen. Hebeloma， sect. Denudata 227 2004 9.10 Penang Hill 

(E川olomataceae)

Entoloma sp. 1 (subgen. Entoloma) 109 2003 9.24 Penang Hill 

Entoloma sp. 1 (subgen. Entoloma) 120 2003 り.25Water Reserve 

Entoloma sp '] 328 2005 11.15 Forest Park 

Entoloma sp 1 319 2005 11.17 Penang Hill 

Entoloma sp. 2 (subge札 E川oloma) 121 2003 9.25 Water Reserve 

Entoloma sp. 2 (subgen. Entoloma) 151 2003 9.30 Penang Hjll 

Entoloma sp. 2 (subgen. Entoloma) 230 2004 9.11 Water Reserve 

Entoloma sp 2 320 2005 11.17 Penang Hill 

E山 )]0111(1sp. 3 (subgen. Rhodophyll凶) 122 2003 9.25 Water Reserve 

E山 )]omilsp. 4 (subgen. Nolanea) 13リ 2003 り.30Penang Hill 

E川olomasp. 5 (subgen. No叶h札lnea) 202 2004 9.06 Forest Park 

Entoloma sp. 6 302 2005 11.15 Botanical Garclen 

Entolom<l sp. 6 327 2005 1'1.18 Muka Hcad 

Clitopilus sp. 1 111 2003 9.24 Pcnang Hill 

(Strobilomycctaceae， Boletales) 

Boletell us sp. 1 219 2004 9.10 Pcnang Hill 

BoleteU us sp. 2 239 2004 9.12 Bukit Ralute 

Boletellus sp. 3 315 2005 11.16 Gnung Jerai 

(Boletaceae) 

Boletus laetissimus 129 2003 9.27 Forest Park 

Boletus laetissimus 333 2005 り.27Forest Park 

1301etLIs_~p_.J 127 2003 9.27 Forest Park 

Boletus sp. 1 147 2003 9.30 Penang Hill 

Boletus sp. 2 312 2005 11.16 Gnung Jcrai 

Phylloporus velllls 216 2004 9.10 Pe口angHill 

Phylloporous sp.1 316 2005 11.16 Gnung Jerai 

Pulverobolctus ravenelii 221 2004 9.10 Penang Hill 

Pulverobolelus ravenelii 235 2004 9.12 Bukit Ralute 

Pulverobolctus ravenelii 125 2003 り.27Forest Park 

Tylopilus sp. .1 238 2004 9.12 Bukit Ral utc 

Tylopilus sp. 1 114 2003 9.24 Penang Hill 

IYl()pilus sP~J 142 2003 9.30 Penang Hill 

IY!_opilus sp.} 145 2003 9.30 Penang Hill 

型19_pilus spプ 3 213 2004 9.10 Penang Hill 

Iyl_opilus sp. 3 126 2003 9.27 Forest Park 

Tylo_pilus sp.A 220 2004 9.10 Penang Hill 

型l~_p日us sp. 4_ 115 2003 9.24 Penang Hill 
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採集試;t.Sj.リスト(続き〉

分類群 整理番号 月日 調査地

TylopHus sp. 5 322 2005 11.17 Penang Hill 

Ty loJill!l~~._g 334 2005 11.18 Muka Head 

(Russulaceae， Russulales) 
Lactarius 2181 2004 9.10 Penang耳iIl

Russula cyanoxantha 004 9.10 Penang封ill

Russula ochroleuca 146 2003 ヲ.30Penang Hill 

Russula sp. 1 106 2003 ヲ.24Penang HiIl 

Russula sp. 1 131 2003 9.27 Forest Park 

Russula sp. 1 14] 2003 9.30 Penang Hiii 

立ussulasp. 2 148 2003 9.30 Penang Hill 

Russula sp. 3 
314149112289803 5 

9.30 Penang Hill 

Russula sp. 4 11.16 Gnung Jcrai 

Russula sp. 5 32] 2005 11.] 7 Penang Hill 

(Cantharell ales) 

Cantharellus sp. 1 104 2003 9.24 Penang Hill 

Cantharellus sp. 2 112 2003 任24Pcnang Hill 

Cantharellus sp. 3 307 2005 11.]5 Forest Park 

Cantharellus sp.ヰ 332 2005 11.17 IPenang Hill 

Clavaria sp. ] 107 2003 り.24Penang Hill 
1 

Clavulinopsis sp. 1 101 20り3 リ.23Water fall 

Clavulinopsis sp. 2 243 2004 リ.12sukit Ralutc 

Clavulinopsis sp. 3 2291 200斗 9.11 Wa!er Reservc 

Clavulina sp. J 150 2003 ヲ.30lJ>cl切G引叩11山川川li.l山l口I時 Hill 

Clavulina spI 326 2005 11.] 8 Muka Heacl 

PtCI・ula只p‘1 203 2004 9.06 Forest Park 

Ptcrula sp. 329 2005 11.15 Forest Park 

Plcrula お~_P: 331 2005 11.16 GnUI1え Jcrai

HycJnuJ1l rcpancJum 330 2005 11.15 Forcst Park 

Hydnum rcpanclum 31詰 2005 11. J 7 Pcnung Hill 

Hydnul1l rcpanclum 325 2005 11.1 t; Muka Hcacl 

(γhcrepholalcas) 

Thcrcphoraぉp.1 103 2003 立231Univcrsilycampus 

Therephora sp. 1 117 2柱。3 リ.25Waler Reservc 

(Polypolales) 

Collricia sp. 1 フつ3 2004i リ.1U Penang Hill 

Coltricia sp. 1 140 2003 9.30 Ipenang Hill 

Coltiricia 310 2005 11.]5 Forest Park 

Coltiricia 317 2005 11.] 6 Gnung Jerai 

Coltiricia 323 2005 1 LJ7 Penang H ill 

(Sclc 

Pisolilh us sp. ] 137 2003 9.29 ICentral 

PisolithlJS~p. ] 3Dj 2005 11‘15 Botanical Gardcn 

Ipisolithus sp. 1 2005 11.15 fえじaClはrnan日IU 111 

!Pisolithus sp. 2 20ヲ 2004 江守IAfLcr Cualaclllscl・

Scleroderma叩・ l 20t) 2004 りヲIAftcr Cualacanscr 

Sclcrodcrma sp. 2 210 2004 9.ヲ!Aftcr Cualacanscr 

Scleroderma sp. 3 237 2004 玖12Bukit Ralute 

Scleroderma sp. 3 304 2005 11.15 Botanical Garden 

Scleroderma sp. 3051 2005 11.15 Botanical Garden 

Scleroderma sp. 308 2005 11.15 Forest Park 

Scleroderma sp. 324 2005 11.17 Penang Hill 

I(Ascomycota) 

l:gl~2_hofl1Y C::~~~: .1 2111 20041 9.9lAfter Cu山 canser
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台湾産微小額類の採集調査

岡田

(調査 1)

翻遊地: 台湾台中路・詰栗賂・南投鯨・台北勝(表 1参照)

調査期間: 知的年 3月 19Iヨ'"'-'28日
調査者: I拘留元・黄振文〈思立中興大学ト謝

興大学)・林宗俊(国

〈中央研究院)・緯

(探査2)

調査地: 台湾台i千円諒・扉東路.J高雄略〈表 2参照)

調査期間: 2003 ~q:: 12月 1日'"'-'101:1 

i時EEl元・iJJ問裕…〈競技大学)提出)I!洋介(神奈)I!県立生命の患・地球関物館)・

・林宗後・武勝真知子・枯!立 u既LLI熱帯i事i悲試験分所ト郭意信 (1翠立嘉義大

(調査計

調査地: 台湾請来腕(表 3
I;/;I~: 2004年 9月 22自~ヲ月 28日
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調査結果と考察:

2003年3月から 2005

の微/J¥1器禁ミとし

26 分自íH朱(内、 7~朱を RIKEN BRC-JCMに寄託〉

ものがまだ非常に多いが、日本の1UI熱柑;'"'-'~ml帯法

i選J)かう前部(挫了間家公

した。その結果、 1901禁本、

(1m袈は表ト4を参;問。未j司官の

く分布する種が多く見ちれた:

Cladaosporium〆 colocasiae，Endocalyx melanoxαnthus var. melanoxanthus， Fulvia fulva， 
Melanographiwl1 selenioides] Podosporium beccαrianum， Sarophorum palmicola， TrochopllOra 
simplex， Nectria pseudotrichia (anam. Tuberculαria lateritia)， PleurocoLla compressa] Stilbella 

cl α引仰1νノ川l

いるものとj忠忍われる o また、前方系の種も採集された:Stilbel1a bambusae， TI・etopileus

sphaerophorus。…方、日本では話或に分布すると思われる Arch，.obotrywnslilboideum 

北部 (Cbang，1989)と1111剖12日(大雪山および版校;本研究)で係集されたことは興味深い。

散発的な制査ではあったが、 Koslermansindαm旬以などの台湾新産と忠われる躍も採集で

くに大雪山の小動物の糞より分離された接合菌 Cokeromycesrecurvatusはアジア新産で

ある。また、日本にはないツユクサ科植物料mischotolypechinensis)の技採閑もない茎より得ら

れたシンネマ形成不完全欝(分生子は Torula様)も興味深い。台湾の菌類フロラは非常
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く調査されているが (Wanget al. (eds.)， 1999， List of the fungi in Taiwan (ISBN 957心2-5216-2)，
Tzωn et al. (eds.)， 2005， Fungal flora ofTaiwan， 1st ed. (ISBN 986心ふ1786-7)など)、短期間

査にもかかわらず今西新たな菌類を発見できたことは、台湾における今後の部類研究の可能

性と発展性そ強く示唆するものであろう。

今後の計額:

得られた試料からの分離や形態観察を継続し、同窓・分類・系統などの研究を発展させた

い。また、菌株や標本を台湾の公的機関に寄託したい。さもに、今問腎まれた研究者間の人

的つながりを発展させ行く予定である。
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台湾隷査において得られた微小蕗類

一接合欝類を中心に一

調査地・識変期間・調査者:

l回調査: 台中および合指

2 閥査: 台r:ドおよび、台北

欝査結果:

( 1 )集資料‘標本などのヂータ

添付資料および各論にて後述

(2)分離培養結果

各論にて後述

(3 )同定結果

2003年 12月

2005年 12月 添付表のとおり

出J11洋介

扱合i器類については、各誌で後述。技合閣類以外の登諒乾主主標本l令、

のとおりであ-c:v0 

された樋は以下

不

子i華社:J"J
KPM-NC0013483 
KPM制 NC0013520

KPM四 NC0013496

KPM-NC0013515 
KPM側NC0013542
KPM網 NC0013522

KPM僻 NC0013486
KPM-NCOOI3493 
KPM-NC0013512 
KPMωNC0013499 
KPM-NC0013502 
KPM-NC0013540 
KPM“NC0013526 
KPM_-NC0013521 
KPM縄NC0013530

~JI~認内

S品u叫b如Lμdicたcy戸J芯芯stωi立M正dωi
5ω凶 ιcyst;丘idiuμ:l11lo昭 i

Cookeina tricholoma (Mont.) Kuntze 
Xylal・ialiquidambaris J.D. Rogers， Y.M. Ju & F. Sun Mart? 
Nectriopsis candicans (Plowr.) Mai日

Boedijnopezizαinsititia (Bel・k.& M.A. Cu川s)S. Ito & S. lmai 

A1ycoenlerolobium plaりIsporumOOOS 

Allescheriella croceα(Mont.) S. Hughes 
Alles正加riellacrocea (Mont.) S. Hughes 
Allescheriellαcroceα(Mont.) S. Hughes 
Kumanμsamuha sundω'a P.Rag. 1ミao& D. Rao 
Kumanasamuha sundω'a P.Rag. Rao & D. Rao 
Penicilliopsis clavαriiformis SoJms 
Aegeritina tortuosa (Bo凶 lot& Oalzin) J ulich 
TrochophOl・afasciculata (日併に&抵A.Curtis) Ooos 

(松本津山ごとにi可定依頼中)

米記載穂と考えられる議、および特記すべき商類:

1) Mortierella wuyishanensis F.J. Chen (Mortierellaceae， Mortierellale民Zygomycetes，
Zygomycota) 

本語は、台湾底部類 1) ストに掲載されていないが、 2005 年調査において台北問I~] u)スス

キ草原のこ仁壌よち先生が碕認され、台湾新産種と考えられる。日本では班熱帯域(西表島)

かち冷組帯(長野県)にさ茂る議々な環境下に発生が認められるく筆者未発表データ)。本種は

中国の武夷山地より C批判1992)によち記載されたが、原記載において誌、培養下において弱

小化した状態が記載されていると考えられ、野外採集法、あるいは視窓培養法では、より良

状態の大型の抱子嚢柄の形成が認められる顛向がある。本種を、MortierellabiramosαTiegh. 

のシノニムとする見解もある(Oams1985)が、 M.biramosaは、 vanTieghem(1875)によち欧州

り記載された種であり、アジア(中間、日本および、今回の台湾)から確認されてい
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M. wuyishanensisとの間には不一致点も多い。出本産の M.wuyishanensis蘭株では、オートミ

)vやエピオスを用いた培地上での接合胞子誘導条件も確立しており(未発表デ…タ〉、今後、

これち 2種間の関係についてうた配実験も交えた詳細な検討が必要で怠ると考える。

2) Mortierella bi，平oralisσhaxt.)Bjorl. (Mortierel1aceae， Mortierellales， Zygomycetes， Zygomycota) 
本種は、台湾産欝類リストに搭載されていないが、 2005年読査において、台北烏来の人家

周辺の植え込みにおいて野外で胞子形成している試料が採集され、台湾新産種と考えられる。

発生基質は明確にできなかったが、おそらく、土壊動物の死骸であろうと推定された。

は、従来、比較的報告例の少ない稀な積とされており、動物糞、ゴ二壊などから報告されてき

た。しかし、土壌より、節足動物死骸をベイトとした釣韻法により検出することが可能であ

り、日本においては特定の撤小生息地に詰普遍的に分和している傾向が把握されている〈著

者未発表ヂータ)。特徴的なストロンを発達させる無性住帰形態に基づいて、当初、

J-Japlosporangium bispOJ刀leThaxt.として記載されたが、現在では Mortierella属に含められてい

る。現段階では、按合胞子の誘導には成功していないが、今後、微小生怠地や特定の器質増

好性を反映した誘導条件を試みて検討を続けていく必要があ.<:;.)0 

3) Mortierella sp. (Mortierel1aceae， Mortierellales， Zygomycetes， Zygomycota) 
筆者の検討では、本種は、 El本の本1¥11に広く分布している種であり、主に野外採集により

確認されている(未発表データ〉。胞子襲棋が非分校性であることから、 Mortierella胤 Simplex

節に揺すものであるが、 j誌を長下で、小型のj事壁}j告子が注g~ßí;1犬に形成されて塊状となる主

形成することから、 Fπ〈今fygr
にj成戎功していないが、多数の菌株を11文集して誘導を試行した上で、記載発表したいと考

いる。

4) Modicella malleolα(Harkn.) Gerd. & Trappe (Mortierellaceae， MortierellaJes， Zygornycetes， 
Zygomycota) 
本租は、台湾よりは既に報告例のある詣であったが、 2003年調査の際に、競技森林滋楽i去

において多数が確認された。日本に辻、本!認の 2 が生忠、しており、 M.malleolaは主に出l;H}
(神奈川県箱~1~!l.1 J告の針葉樹林など〉、もうー稿の M.reniformiは股担かち

に分布する傾向が把拐されている(著者未発表データ入当初、者憾の誌に M.renザbrmis

が分布する可能性が想定されたが、今IITIの制で誌民税は得られなかったかわりに、

j;自において M.malleolaが得:られた。今回持られた資料に基づく検討結果は、以下

より'31)おのとおり、微生物系統分類研究会においてポス

の一部)

ModiceLLa)誌は、多数の胞子諜杭が来:)犬に集合し肉 11長的な胞子議来を形成する特fJ去を有す妓

合的知で、永らく Endogonalesの然性世代と考えられてきたo Endogonales以現在ではJ安全胞

子だけそ形成する樟のみにi設定され、)亭ぽ純子のみを形成する誌が Glomerales(近年、

iヨIJGlomeromycotaともされる)として分割された結果、本属の分類学的位鐙づけは銀閣とな

っていた。しかし、 1Jm子裂が柱qflllを欠くなどの特徴に基づき、 Benny(1987)は本認を

Mortierellalesに移した。 Modicella)認には 2種が合まれ、欧州 'iF;けと・北米で、よく知られている

が、アジアからはわずかに台湾のタイワンスギの根盟(1)、および日本の照瑞樹林林床(2)より、

M. malleo!aが椛認されている。 2003年 12月 8日に高推懸桃源刻!I)賢LlJ*す仕事校)の

有生物制究保背中心において、コウヨウザン諮林ll!.! ~~!1佐i の')ター j.. に三する胞チ袋来を多
した。胞子禁中の胞子妙、が 40-50f!illlと多いこと、胞子袋来の詰ilが成熟I!寺、

あることなどから問標本はA1.malleo/aと問主Eされたα本換は111![物共生能を欠くと考えろれ、

培地上で、の誕生的生育も確認されているため(勾、現地で CMAへの}1包子議胞子の分間Iを試み

が発亦しなかった。

(引用文猷) (1) J. Chin. For. 21(2):54 (1988). (2) 日本欝学会第 43田大会(弘前大学〉講演要

旨集 p.18.(1999).(3) Mycologia 6:245幽257.

5) Thamnocephalis quadrupedata Blakeslee (Sigmoideomycetaceae， Zoopagales， Z)官omycetesフ

Zygomycota) 
本種は Chien(1999)によち既に台湾より報告されていた種である。 2005年調査において、

おそらく両生類のものと思われる動物糞を採集し、溜室培養中、培養開始より約 2ヶ月後に
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出現し旺盛な生育が確認された。本科 SigmoideomycetaceaeBenny， R.K. Benj. & P.M. Kirkは

1992年に提唱された閣寄生性のトリ恐チカピ自の一科であるが、報告例の少ない稀な種を多

く含み、その実態、には未だ不明な点が多い。この中で、!唯一培養例が報告されているのは、

Thamnocephalis 属のみであり、 Bennyet al.(1992)はMortierella属を窮主として主 ovalisporaの

培養に、また、 Chien(1999)はBasidiobolus属を情主として、T.quadrapedataの培養に成功した。

近年、 Basidibolus属と Mortierella属と泣系統的に類縁であることが分子系統解析などにより

示峻されておりち Thamnocephalis属の 2種がこれらを宿主としている点は興味深い。

今回の試料中にも、 Basidiobolus臓の共存が認められたととから、とれらを分離し Sh3A

地上で、ともに培養した結果、数日内に容易に二員堵義が確立できた。このこ員培養下におい

て、 Chien(1999)では離認されていなかった本橋の寄生形態についていくつかの続祭ヂータを

得ることができたo Thanmocephalis屈の菌糸は、極吟て徴主rnであり、 iまぽ直仲!l犬に成脊する o

v の臨糸は、所々でおsidiobolus)高宿主の栄養菌糸体と接触しているが、刀wmnocephalisJ誌の

注目い閣糸を取りimむように、宿主 βasidiobolusの栄養部糸が螺旋状のj詔を繰り返す傾向

められた。 トワモチカピ自エダカピ科の菌寄生i誌においては、宿主繭糸の異常分校誘導の報

告例があったが、本科における類似例の確認は新知見である。今後、さらに寄生形態の詳細

な解析託行うとともに、胞子発芽条件の~i指定、指主í(む ITII の総記号;についても桧討していきた

い。

日本には、 Sigmoideomycetaceaeの按数粧が分布しているが、 Thamnocepllalis問は沖縄県

政村より一度、 1i夜間、されたのみであり、より高純度地方では現在までに、 j}IJTIfIの分布

されている(著者未発表データ)0 Basidiobolus)高あるいは MortierelJa)誌を需主とする類似む

生想的問位器が、気候補:に対応して変化している例ではないかと考えられ、今後、詳細な挨

って行きたい0

6) Circinellaφsp.? (M.ucoraceae， Mucorales， Zygomycetes， Zygomycota) 
2005年調査で、台北鵠IW=J山のススキ草原土壌よち、サクラ工ビ釣法

イトとして投下したサクラエビ上にほ盛に胞子続柄を形成し、それがを示し、

がすべて強く閥1tl:1する点で特徴的である。;呂?訟の崎地上で良好に生育するが、

育が時で、胞子形成が溶い矧i需がある。本部に該当する既知が無く、

もあるが、詳言111については現在検討中である。

ヵCokeromycesrecunJat川 Poitras(Mωoraceae， Mucorales， Zygo向 !cetes，Zygomycota) 
関i王i元氏により、 2003年間査において小動物の誕より分離された。本税はアジアから初

の記録となるが、長期保在の後の諜より発生したという点が興味深い。本組は雌雄

あり、去主演や地J山上で溶易に多数の接合純子を形成するむそのため、長期保存

胞子が発穿をして本i壌が生育した可能性が考えられる。しかし、本種の胞子裂は、容易にj弟

、)j包子議胞子が見のまま乾燥して残存することが多い掠舟にあることかう、胞子議胞子

も乾燥耐性がある能I~: もある。分陥商株を用いて、 J妥合JJ皇子、日包子誕純子の乾燥i耐久性
うことにより、今後、向指な郡波のj安合部委員を検する有効

立することができるのではないかと考えられる。今回得られた資料に基づく検

下(発表袈旨よりヨIFむのとおり、徴生物系統分類研究会においてポスタ

の一部)

本有IIは米閣のウサギやネズミの誠またはヒト臨床材料(生殖器・!Jiる・臓器移植1患者)から

分離されたが、報告W1lならびに分削株は非常に少ない。 2003{:I三12月3[1、会i:j;ii早大喝UJ
Jネ i笠よ~t哀の台湾モミ林で保持した小動物の誕を品乏し、 2005 10月に数;ヒIrMJ 設に保った

ところ、抜合i認のものとわれる奇異な1HAdj生生1I民三宮(沌!11]した柄を有す小胞子誌が胞子褒

の演のうよち多数生じる)と、同閣のものと忠われる有性生殖器宮(抜合胞子〉の発

認めたため、小胞子議塊を PDA上に分離して純粋培養を試みた。その結果、発芽率

かったが、分離株4株を得た。他の接合菌頚に比べて生育がかなり濃いが、培地上で天黙基

質と同様の無性・有性生殖器官を容易に形成した。単胞子嚢詑子からの分離は未だ試

ないが、どの株も無性生殖器官を接種後ただちに形成した後、引き続いて有性生殖器官も容

易に形成するととから、機/株はホモタリックと思われる。多くの静態的特徴が Poitraset al.(l) 
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などの記載と良く一致するため、分離菌を Cokeromycesrecurvatusと同定した。本種の報告例

は今まで台湾からはなく (2)、またおそらくアジアからも初の分離例と忠われる。

(引用文献) (1) Mycologia 42: 271-278 (1950). (2)台湾真菌名録， ISBN 957-02縄 5216同 2(19990 

8) Coemansia sp. (KickxellaceaeヲKkkxellales，Zygomycetes， Zygomycota) 
2005年調査において、台中恵孫演習林の宿舎壁上のヤモリの糞上に確認されたものである。

同試料中には、 Mucor属、 Cladosporium属などが優占する傾向が見られたが、培養末期にな

り、旺盛な Coemansia属の発生が確認された。台湾産の Comansia属菌については、簡秋源博

士、栗原裕子氏が検討をされており、本菌株の同定については、今後、これらの諸氏に協力

を仰ぐ予定である。

調査地における分布の特徴:

台湾での調査結果を概観するに、多くの種が日本に共通するものであったが、特に平野部

より、日本の南西諸島と共通する種、あるいは日本には分布していないllE熱相:性の闘が認め

られた。

今後の研究計画:
のプロジェクト 1:1:1、台湾での淵査は、全般を通して初期サーベイ 1:1'9な内容となり、アジア

モンスーン地域の菌類相の基礎データを蓄積するに留まったように忠われる。台湾では台湾

産菌類リストの編築、 I~I録化の事業が進められており、多いに参考になった。今後の訓査で
は、モンスーン地域における純分化や多係性分化のより具体的な生物地問的解析を心がけて

いく必要があるだろう。このためには、十分な事前の検討を行った上で、目的に辿った制3tJ:

j:出を選定し、ある程度、ターゲットを絞った訪日査を計四する必要があると感じた。

(付記)
タイ産菌類についての検討結果:

タケハリカビ (SpinθIJJuS)属を宿主とするツボカビ門(?)の絶対的菌寄生菌(?)

2004 1;1:: 11月、タイ王国ドイ・インタノン山頂付近の森林にて、倒木上に11学生するクヌギタケ

属Jこに絶対寄生するケカビ科のタケハリカビ服樹が符られた。何回にはJJ包子サイズにより|天日りさ

れる 5 穂が知られるが、試)~~ll の胞子は褐色で紡鈍形、長筏 30-50μDl であり、今'JineJJusfIlsigeJ噂と

同定された。ところが、試料中の約半数の胞子袋内には、正常な胞子逃)J包子とは全く形態の異な

る)J包子が形成されていた。この胞子の長径は 30・50μmであったが、広杓F可形からTIE球形で、

段、幼省11寺、透明だが、成熟に伴い著しい沈状の表町村ijiE を生じ、 IIj'~1:g色からほぼ黒色となる D

この JJ包子畿を生じる JJ包子袋柄は、正常な B.fÎlsigel' の JJ包子袋柄とほぼ同一だったが、新鮮な試~Sl・を
乳酸で封入した江主後に検鋭したi孫、胞子袋柄や胞子諜壁が鮮やかな青色を鼓していた。しかし封

入 31:1後までに青色は消失し、乾燥機本にも残存しなかった。この異常胞子はサイズや形状が安

定していることから、 S.fi1sJg臼。の--IIW:1~1/0な奇形とは考えljm~ く、笥:生閣の笥:生を受けたものではな

いかと想定された。そこで様々な条件下での分~Jff: tt主義を試みたが、単独発穿は認められず、

S.fusigel'の替わりとしてヒゲカビ (PhYCOll1ycesJ1iteI1s) 等のケカビ I~I 閣とのニ員情義も試みた

が、ヒゲカビの栄養菌糸が異常!J包子を取り IInむ機子が観察されたものの、それ以上の変化は認め

ら ~1すぺ~%;，lt~JJ包弓乙の JIラ成は阿現できなかった。ツボカビj'1IJ スピゼ口ミケス I~I の苅円l.:í~~1 Rozθl}e7 
属寄与には、宿主品IIIJI包中のJJI(~I~質や遊定子袋のj並走子と自らの)]包子を i設'M~するように形成する伊l
が9;[1られており、実jiiIaiの1岩笥 l場においては政合TIJ1'1"1のミズタマカビ (PjJobolllS) J誌を行5主とす

る例もある(Zopf，188tl)。今回の呉常)J包子は、このような菌笥:生性のツボカビ門の未記枝分類併で

ある可能性もあるが、培養検討が不可能であり現段階では定かでない。日本間内でも青色のタケ

ハリカビを観察したという私信を受けている。今後、同様な試料収集に努め、培養確立を試みた

く、諸氏の協力を仰ぎたい。
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台湾産微小菌類の調査

自中和明

線査期間・調査地・揚資者:

1.2005年 11月24日;Campus of National Chung Hsing University， TaichunιTaiwan;問自元、

出JII洋介、田中和明、広瀬大;Chi品 1Chen， Jenn-Wen Huang， Chang忍sinKuo. 

2. 2005年 11月 25司"'27日;Hui Sun Forest Area， Nantou Hsien， Taiwan ;何回元、出)11洋介、

田中和明、広瀬大;ChトYuChen， Jenn-Wen HuanιChang-Hsin Kuo. 

3.2005年 11月 El; Wulai， Tajpei， Taiwan ; [向田元、)11洋介、旧'*1和明、広瀬大;Ho-Shji 

Chang 

4.2005 !J:I三11月 訪日 ;Yanminshan CLegshuikang)， Taipei， Taiwan ;岡山元、出)I [洋介、1]

和明、広瀬大;Chi-Yu Chen 

調査結果:

別表に去すよう

本(全体の約 7

主要会"'2フ1京本、担。子菌類が 2

行い 38ï~ï株
間査日からの日が浅く、

のが多いが、いくつかの新知

MassarinaceOllS fungus 

今後の研究計画:

今後詰保築総本の

分離株につい

によって撤小結矧 97襟本を符た。とのうち子のう

く、なかでも小房子のう閣類が多数符=られた。次い

られた。このうち興i味深いと忠われるi却については分間g• 

あるため、全体的に未開定のも

LophiostomataceOllS fungus 

2043) は新都と考えられ、

き、米間定i誌の所!認をEY:jらかにしていく

下での子実f本形成誘導を試みるとともに、:誌の完全世代(

は分生子世{-~)の脊?!告や どを検討することで、生態的情報を集積していく。ま

、あるいは所j誌の椛定できないT!fJに!刻しては、リボソーム DNAの組た、新語と考えられ

配列決定により、 レぺんでのi司ヱt:.系統解析を試

(HKT) 
話 FI)r hJ~ 吋 来集J:由

1・epcns l/laXrl/10WICZlarra 11/24 
1971 Edlllwぱmassoniasp Anゑ deacl ¥voocl 11/25 
1972 Astl・o!:'phaeriellaαggregata As. pなliolesofArc!lgαengleri 11/25 
1973 Piricαudル like An. petioles ofArengαellgleri 11/25 
1974 Piricaudα-like An. petioles ofArεnga engleri 11/25 
1975 1 Hysteriaceous fungus As. L. dead wood 11/25 
1975 2 Rhytidysteron sp. As. dead wood 11/25 
1976 Berkleasmium corticola“.like An. dead wood 11/25 
1977 Astrosphαeriellaαggregαta As‘ culms of Phyllostachys bamhusoides 11/25 台拘新産
1978 Hysterograpluum sp. As. L. dead wood 11/25 

略 ofMiscanthus sinensis 11/25 
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(HKT) 
".!:l二 ふJ /ノ 1〆{品匂 .L= 質 iヨ採集地帯2備

sp. An. twigs rubura 11/25 
1981 Anthostomella sp. As. P. culms of Miscanthus sInensis 11/25 4) 
1982 Hys詑riaceousfungus As. L. culms of Miscanthus sinensis 11/25 4) 
1983 Phaeosphaeria sp. As. culms of Miscanthus sinensis 11/25 4) 

1984 Ophiosphαerella sp. As. culms of Miscanthus sinεnsis 11/25 

1985 Phaeosphaeria sp. As. culms of Miscanthus sinensI5 11/25 4) 
1986 Lophiotremなれeohysterioides? As.一L. twigs of Diospyros erianiha 11/25 4) 
1987 Lophiotrema neohysterioides? As. L. clead woocl 11/25 
SN221 Pulcherricium caeruleum Ba. dead wood 11/25 4) 
SN 222 Pαnellus pusillus Ba. dead wood 11/25 

1988 Bol!アosporiumsp. An. clead leaves 

198り Pyrenomycetous fungus As. culms of bamboo 11/25 
1ヲ90A Brachysporiel/a sp. An. culms of bamboo 11/25 
1ヲ91 Bactrodesmium micγoleucurum An. culms of Miscαnthus sinensis 11/25 
1992 Piricαuda sp・ An. petioles ofArengo engleri 11/25 
1993 Anthostome!la sp・ As. _P. petioles ofArenga eng/eri 11/25 
lり94 Monodictys al滅的lsis An. peUoles of Arenga engleri 

1996 Linocα'pOIl sp. As. petioles ofA.renga engleri 11/25 
19り? Pyrenomycetous fungus As._P‘ petioles ofArel1ga engleri 11/25 
1998 Lophiost01llαbipolare-like As.ーし petioles of4'イ1rellgaengleri 11/25 

1ラヲヲ Lophiostoma taceOl1S fungus As。ーL. petioles ofArenga engleri 11/25 宕;話l~~t ~.\t 中

2000 Anthostom粍2詑詑eε立'uaミ.p. As. petioles ofArenga engleri 11/25 
2001 Mαssarina sp・ As. petioles ofArenga enぢleri 11/25 

2002 He'potrichia sp. As催 petioles ofArenga engleri 11/25 
2003 Periconiαsp. An. leaves 11/26 6) 
2004 Perico!lia sp. i¥n. leaves 11/26 

2005 Loplliosr.oma bipolare-hke A丸一L. culmおofherbaceous plant 11/26 6) 

2006 HelminthosporiulIl-like An. 五jeadwoocl 11/2る
2007 BOlryo.'>phaeriα-likむ As. cleacl wood 1112己
2008 lv1onodyclis s:p. An. dead wood 11/26 

2009 Nectriαsp. 入札 dead wood 11/26 

2010 Jahllula sp. As. L. dead wood 11/26 
2011 Anamorphic fungus An. deacl wood 11/26 

2012 Astrosphaerie!la aggregαta As. _L. petioles oL，.;1renga ellgleri 11/26 る) 台湾新政

201、3 Lophioslomo bipolare-like As. petiol.es ofArenga engleri 11/26 

2014 Allthostomella sp. As. petioJes of Arenga engleri 11/26 6) 
2015 Lophiostomataceous fungus As. petioles ofArenga sngleri ] 1/26 

2016 Tubeufia sp. As. L. clead wood 11/26 
2017 Lophiostoma mαcrostoJ/lwn-lj ke As. _L. culms of herbaceous plant 11/26 7) 
2018 Spegazzinia sp， An. culms of herbaceous pJant 11/26 

201り 長hytidystero!lsp. As. dead woocl 11126 

2020 Lophiostoma bipo!are-Iike As. culms of herbaceous plant 11/26 7) 
2021 。J)hiosphaerellasp. As. culms of lvJiscaflthu.':.' siuensis 1 J/27 
2022 Pyrenomycelous fungus As. culms of lvJiscaJff，hus sillensis 11/27 8) 
2023 Hysteriaceous fungus As. clead woocl lJ/27 

2024 J-lerpotricllia sp. As. _L. culms 01' Pliy!!oslacltys μ 11/27 8) 

2025 Rose/linia sp. As. _P. culms of Phy/lostac/tys Ile詑rocyc/a 11/27 8) 

2026 Astrosphaeriellαtroc//Us As傘 culms of Phylloslachys lieterocyc1a 11/27 
2027 Bactrodesmium microleucurum An. culms of Phyllostachys heterocycla 11/27 
2028 Monodictysαbuensis An. culms of Phyllostachys heterocycla 11/27 
2029 Psεudolachnellαsp. An. culms of Phy/lostac/IYs heterocycla 11/27 
2030 Tetraploαsp. An. twigs ofMyrica rubura 11127 
2031 Hysteriaceous fungus As.一L. twigs of Myrica rubura 11/27 
2032 Linocarpon sp. As. _P. palm 11/28 

rpon sp. As. P. Cycas 
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表 台湾産微小菌類採集調査結果 (2005年)続き)

様本番号
種 名 所j商事1基 質 採集日

CHKT) 

2034 Lophiostoma bipolare-like As.ーし Cycαs revolutα 11128 

2035 Astrosphαeriellaαggregαtα As. _L. Cycαs revolutα 11/28 

2036 Astrosphaeriella stellatα As. L. culms of Bambusa oldhamii 11/28 

2037 Massa r in a -like As. L. culms of Bambusa oldhamii 11/28 

2038 Lophiostoma macrostomum-like As. _L. pods of Bauhinia purpurea 11/28 

2039 Monodictys paradoxaωlike An. pods of Bauhiniαpurpurea 11/28 

2040 Lophiostoma bipolare-like As. _L. pods of Bauhilliαpurpllreα 11/28 

2041 Periconia sp. An. pocls of Bauhiniapurpllreα 11/28 

2042 Botoryosphαeriα司 like As. L. clead woocl 11}28 

2043 Massarinaceous fungus As. L. culms of bamboo 11/28 

2044 Caryospora langloisii As. L. culms of bamboo 11/28 

2045 Hadrosporαfαllax As. L. culms of bamboo 11/28 

2046 Rhytidysteron sp. As. L. Vitis? 11/28 

2047 Massarinaceous fllngus As. L. culms of bamboo 11/28 

2048 Lophiostoll1ααrUl1dinariae As. L. culms of bamboo J1/28 

SN220 B oedijnopezIzαII/sititia As. D. cleacl woocl 11}28 

2049 Nectria-like As. P. cleacl woocl 11}29 

2050 AstrosphaerieLlαtroc/ws As. L. culms ofMiscallt/IlIS sinensis 11/29 
205] Pyrenomycetous fimgus As. P. culms o[ Miscanthlls sinensis 11/29 

2052 Ophiosphaere!!{トlike As. L. culms of Miscanthus sinensis 11/29 

2053 Mα5Sαrinαsp. As. L. clllms of bamboo 11/29 

2054 A.strosphαeriellααggregαiα As. L. culms of bamboo 11/29 

2055 Synnemalolls fllnglJS AJ1. culms of bamboo 11}2り

2056 Pyrenomycelolls fungus As. P. culms of bamboo 11/2り

2057 Massarinοbafn/Jusina As. L. cul rns of bamboo 11}29 

2058 AstrosplIaerie!!a troclws As. L. culllls 01: bamboo 11/29 

205リ Didymobotryum sp. An. culm日ofbamboo 11/29 

2060 DidymobotrYlllll sp. AJ1. culms 01: bamboo 11/29 

2061 Loph iotreJIIαJJUc!α? As. L. c1eacl woocl 11}29 

2062 An<lmorphic fllngus An. twi巴So[ l!ex “5jJrella 1]/2り

2063 Anamorphic fungus An. l¥vigs ofJ!exαspre!lα 11/29 

分似所j潟:

As. L.:子のう術類(小房子のう部類) As. P.:子のうi初演(核菌類)

As. D.: 子のう w~g)r! C雌[虫類) Ba.:拙子1矧筑
An.:不完全wm~顎
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1) Campus of Nalional Chung Hsing UniversitYl Taicbung， Taiwan 

2) Hui Sun Forest Area (Ser-Suei Trail)， Nantoll Hsien， Taiwan (24009.06'N， ] 21 003.63'E， 735m) 

3) Hui Sun Forest Area (near Service Ce山 r)，NantoLI Hsien， Taiwan (24008.77'N， 121003.37'E， 769m) 

4) Hui Sun FOl‘est Area， NanLou Hsien， Taiwan (24008.64'N， 121002.65'E， 951(11) 

5) Hui Sun Forest Area (Ser-Suei Trail)， Nantoll Hsien， Taiwan (24009.06'N， 121 003.63'E， 735m) 

6) Hui Sun Fore日tArca (Kuan-Dau river)ラ NantollHsicn， Taiwan 

7) Hld Sun Forest Arca (Frog rock)， Nantoll Hsien， Taiwan 

8) Hui SlIn Forest Area (near Servicc Ce川町)， Na川ouHsien， Taiwan (24008.77'Nフ 121003.38'E， 769m) 

9) Wulai， Taipei， Taiwan (24085.30'N， 121 oSS.20'Eフ 167m)

10) Yanminshan CLegshuikang) ， Taipei， Taiwan (24085.30'N， 121055ユO'E，167m) 

11) Yanminshan CJyuansih waterfaU) ，Taipei， Taiwan (25015ユO'N，121056.24'E， 567m.) 

12) Yanminshan (near Mt.Cising) ， TaipeiョTaiwan(25018.11'N， 121054.09'E， 752m) 

13) Yanminshan CCingtiangang) ， Taipei， Taiwan (2S016.61'N， 121 056.40'E， 756m) 
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台湾における背変菌類の調査

升展潟人

調査地・調査期間・諜査者:

調査地は台湾中部にある自立中興大学演溜林で、行った。調査地の標高は的 500"'-'1000mであり、

コウヨウザン人工林のイ也、台湾モミ、 Ficus属、ビロウ、ヘゴなどが混在する亜熱帯性の自然林が多く

残されている場所である。

中華民国(台湾〉南投県 HuトSUI1Forest Station平成 16年 9月三21:1 '"""'28 El・升j主勇人，

i司自

調査法概要:

自然林における背変菌諒査は、煤介者となるキクイムシを探すことで効率的

る。しかしキクイムシは主に衰弱木、枯死木、錦木に穿孔する誕類が多く、そのような木が少ない自

f~辻本では i時として採集は困難を伴う。実際に本調査地ではコウヨウザン削除吉、枯死、衰弱;木は少な

く、樹木も凶徒 50cm以上で採集は毘難を極めた。そこで、調査対象をキクイムシ随悼牲の青変産iか
ら、丸太切断而に繁殖する青変l誌に

採集された青変菌の種類:

原集試料・ 1京本などのデータは表に示した。伐倒されていた Qlω'ClIS)涜む木の木仁1 から、

末記載と思われる Ophiostoma 濡 i誌の 1 穏が分離された。また問所1~!9 に存在した種類のうち、

として Ceratocystismoniliformisが分離された。本都はブナ科他物の青変説iとして)JJも

いる。さらに重裂な他物病原躍である Lasiodi戸odialhωbromaeが背変閣として分離され

た、同地域でコウヨウザンのお!;損に関与:する可能が示唆されている OphioSLomaquerci 

、そのfむの広旋掛から分離された。本忍は普通的な事であることから、病原践で

る必~がみる。一!日iだけの調査であるた治、十分な結論はでき

の間岬で見つかった151j訴はヨ木でも報告されている在日摂であり、青変留の種類

との似性が雑誌でさん。

Ficus sp.lれら Ceral収 ;ystisl71oniliformis、Ophiostoma号lIercuト。jJhioSlomasp.、リコ力キュウマツか

らLeptographiumpuzi-densijZoraeが分離された。また、 MachiLussp.から熱捗地域で重姿な描物納

駅前であるLωiodi戸odiatheobrOluaeが分離されたが、本部の青変iまiとしての能力も高い。今分

離された Cerαtocyslis、Ophiostomα)詩誌は1:1本でもすでに報告があるもがほとん

l司だけの調査なので単純に比較はできない。ただし OphioSloma守uerCliS、Lasiod伊lodiαtheobromae

以外は台湾新産経であった O

コウヨウザンの柴田桔損:

読査J自j河辺でコウヨウザンお!ij茨木や衰弱木が多く存在していた。 J京国については品々

たが、今の調査のカウンターパ…トである国立中日明大学のスタッフはキクイムシが媒

laiが原l:&lである可能性を検討し、次のような結果をよ去している。コウヨウザンの枯J:m木に

C，・yplUrgus)誌キクイムシが多数穿孔しており、そこから

の日包子!怪間;夜を;妥結したところ、全てが枯死したことから、本はコウヨウザンに対して強い

持っていると断定した。 Ophioslomaquerclisは系統的にはこレ知立結れ病的と近い

引き起こしたという報告はない。また、 0・ypturgus属キクイムシも槌全木に年

ミため、伯の要国も検討する必要があるかもしれない。ただし、減i謹水に)JfQ子を懸湯した

液を接種して枯死したという事実は注目すべき事項であり、 Ophiostomα属全訟で潜在的な病原力

評価しておく必要があるのかもしれない。
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まとめ:

今回の調査は限定的であり、これにより台湾の背変菌の種類相が把握できたとは全く言えないが、いく

つかの台湾新産種を報告できた。演者の沖縄本島の調査(未発表)でも同じ種類が取れており、現時点

では沖縄本島と状況は近いように思われた。また今回コウヨウザンからの菌の分離はおこなっていないが、

O. Quercusによるコウヨウザン枯死の可能性は今後注意深く検討する必要がある。

今後の研究計画:

遺伝子解析により、日本産種との遺伝的な遠いの有無を明らかにする。

表 採集した資料

Number Species Substrate Date 

TAl Ceratocystis moniliformis FicllS Sp. 2004/り/24

TA2 Ceratocystis J11oniliformis Ficus sp. 2004/り/24

TA3 Ceralocystis moniljformis Ficus sp. 2004/り/24

TA4 Ceratocystis moniJjformis Ficlls Sp. 2004/り/24

TA5 Ceralocystis moniliformis Ficus sp. 2004/り/24

TA6 Ceralocystis mOJ1.iliformis Ficus sp. 2004/り/24

TA7 Ophiosloma quercus Ficus sp. 2004/り/24

TA8 Ophiosloma querclls Fkus sp. 2004/9/24 

TA9 Ophiostoma quercus Fkus sp. 2004/り/24

TAJO Ophiostoma quercus Machilu5 sp. 2004/り/25

TAll Ophiosloma querctls Mac]ulus sp. 2004/り/25

TA12 Ophiosloma quercus M，lChilus Sp. 2004/り/25

TA13 Opbiostoma sp. Ficus sp. 2004/9/24 

TA14 Ophiostoma sp. Ficus sp. 2004/り/24

TA15 Ophiosloma sp. Ficus sp. 2004/り/24

TA16 LasioclipJodia theobromae MilChilus sp. 2004/り/25

TA17 Lasiodiplodia theobromae Maclulus sp. 2004/り/25

TA18 Lasiocljplodia theobromae MachiJus sp. 2004/り/26

TA19 Lasiodiplodia theobromae Machilus sp. 2004/9/26 

TA20 Lasiodiplodia theobromae MachUus sp. 2004/9/26 
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タイ国北部における昆虫寄生菌類調査

佐藤大樹

調査地・調査期間・調査者:

1) Doi Inthanon (Sep.24)， Doi Sutep (Sep. 25， 29)， Queen Sirikit Botanical Garden (Sep. 26-27) 
Medical Garden (Sep.25)， 2003. Sep. 22-0ct. 2. 

徳増征二、山岡裕一、佐藤大樹、計屋昌輝、 ChaiwatTo-anun、

2) Doi Inthanon (Nov. 19， 22)， Doi Sutep (Nov. 20)， Queen Sirikit Botanical Garden (Nov. 20)， 
2004. 

徳地征二、 UJ問裕一、本多大i!41i、大i蚕i亨司、出)11洋介、佐藤大樹、服部力、柿潟 庭、

ChaiwatTo・anun、

調査結果:

2003年(見虫病原菌)

調査地において、地上に伸長したストロマ、業上のカビの~t: えた昆虫の死体を採集し、乾

燥標本を作製した.分離j君主主は行わなかった.全部で 45点が採集された.その内訳は付表の泊り

である.45 点のうち、ハチ日とカメムシ I~I の標本数が特に目立った.
ハチ I~I は、 45 点 l:j:129 点を占めた.そのうち、ニューギニアトゲアリタケ(Cordyceps

myrmecophila)が 20点を占め、未熟な試料も多いが、今回の採集物の1:1コで最多であった.本的

は、台湾以南に分布記録があり、まだ日本で、は椛認されていない闘である.ハチタケ

(Cordyceps sphecocephala)は日本にも分布しており 8点採集された.もう一点は、アリ笥:生生

の Cordycepssp.であり、今後検討を予定している.

カメムシ目 11点.1均三!とはカメムシタケ(COl吋'ycepsl1utans) 9点、黒きょうがj関(Me tahiz ium 

αnisopliae) 1点、 Paecilomycessp. 1点である.カメムシタケは、?!Z;楽の下のカメムシから生じて

いた.笥主が大きいほど太く長い子災体を形成する傾向は、日本と同様であったが、殿大子実

体は、笥:主のカメムシが自本の組と比べて数倍大きいことから、1:1本庄のもの比較して、ス

トロマの太さ、長さ、結災自1)の大きさが数倍であったJ， Iミきょう灼WfIは、多くの'gfj::が~JI られ

る一般的な昆虫病AU請である.Paecilomycessp. については、今後M~n;1l 1 な観察が必袈である.カ
メムシタケおよび照きょう病閣の寄主は、地上生のカメムシと考えられたが、 Paecilomycessp. 

の寄主は、土壌で、主に生活するツチカメムシの類であると考えられた.

チョウ@は 2点採集され、 f;JJ!:l日!三の Corどかc己pssp. と Entomophthoraks の '-~lllが採集された
笥弓ミ不 I~~ の磁として、 Doi li1tbanon のJL~!J二の半分水中に沈んだ状態で、同組と jELわれる臨
(polycephalomyces?)が3点採集された.これらについては、今後鋭意向定する予定である.

今回の訓査では、採集された種数は多くなかったが、モンスーン地域の'~m季の終わりには、

カメムシタケ、ハチタケ、ニューギニアトゲアリタケが主として発生するという生態的な傾

向をつかめたと考えられる力メムシタケやハチタケは、日本では越冬した昆虫の11illl体に践が

感染すると考えられている.しかし、タイ国ではどのような時に感染が成立するのであろうか.

まず、カメムシタケ、ハチタケの寄主を同定し、タイ北部におけるこれらの寄主の生活史と

併せることにより、問磁の闘でも気候の迷いにより、どのJI引明に感染しているかを併i射する

ことは、一つの~in究視点であると考えられる.

2003 年 (lì~icholnycetes)
Doi Inthanon (Sep. 24)において、ブユの幼虫を渓流水中の諸表聞から採集した九平剖し中腸

を観察したところ、世界的に分布する J-Jarpellamelusinaeが採集された.本菌は、タイ国では 2

回目の記録である.

Doi Sutep (Sep. 29)において、クロツヤムシの 1種 (Aceraiushelferi)を腐朽した倒木の樹皮

下より 2頭採集した.クロツヤムシは、腸内に 4種の菌が知られており、限られた滞在の中で

調査を行うには適した昆虫だと考えられる.後腸から、 Lμeidiωomη1y戸vκce白S属の 1種を発見した

背面側から解解エ剖し?後腸を摘出した.腸内容物を蒸留y水kで、洗浄した後にラクトフエノルでで、封入

して腸壁を観察したところ Fユ1つの付着器(ホ一ルドフアスト川)を共有する複数の菌イ体本が観察さ
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れた.また?この躍は後腸の前部のみに存在していた.付者器は品開抱からの分泌物が硬化したも

のと考えられた.蘭棒は単独で存在する場合から日本以上の菌体が付着器を共有する場合が

あった.欝体が増加する過程は不明である.サイズはヲ付者部位の珪筏が 11-25μm，高さは

11-32μmであった寄付着器の特徴と茜の存在部位により，本斑はμidyomyces属と同定された.試

料の菌体は分校せずp長さは 75むドmに達した.菌体内部には縦 1列に第 1感染胞子護胞子を形

成していた.この胞子は胞子畿内で円筒形であり?長さ×幅コ26-41x14.5-ほかm)，平均 33.5x15.8

(ドm)，(N=16)であったよeidyomyces)認は，南北アメリカで記録されている 1属 1種ム attenuatus

から成る，L. attenuatusの胞子製胞子と比較しフ本額の胞子襲胞子拡大形であり、新経と考えら

れた。以前にラオスかち L.attenuatusとして報告が 1件有るが、!玄lJ援を見る!設り今i詣採集され

た種と I~j らかに異なっている。従って、少なくともアジアには 2 積娘、アメ1)，カと併せて 3
種矧の Leidyomyces)認の師が存在すると考えもれる。

アメリカ大|挫のクロツヤムシ穎と、アジアのクロツヤムシ類とはかなり古い時代に系統的

に分かれている点、アジアではク口ツヤムシの北限が1:1本の九州、!と四国であることから、ク

口ツヤムシの進化と Lei吟々)0仰mザyceωs)混諮の共進化の担点の研究が考えられるoLε引eiG百吟dの/かygomη勾勾1リザ'y戸JぽCαE吋S を発j見屯

したi河可…{仰i回琵体の!腸l揚易i内勾に!問苅じく γ引ri允i比凶ch削 ny戸ce引te凶SのEnterobかr川 s)属罵の 1積も!伺司i時i時寺に間察されたo こ

のめ1f.eroblアussp. は Leùlygomydes よりも後腸のより紅F"J側に付着しており、問所 I~l'~ に法混
していなかった。アメリカj去のク Eツヤムシの後腸にも、 Leidyomycesの{百三安部よりも紅側

にEnteroblアusが付着していることがられており、アメリカにおける視察例と共通していた。

2004年(昆虫病原菌〉

Doj lntl山 1011において、 COI吟Jcψssp. (笥t主:甲虫の幼虫)、 Paecilomyceslen吋'Jes(寄主:チ

ョウ自の的)， PoLycephalotl1)αs? (寄主不 I~j)を採集した。 Doi Sutepで Cordycepsmyrmecophila、

Queen Suikit Botanical G訂正lenでは Paecilomyc出 sp.を採集した。すべて試料は 1点ずつである。

今回の採集日数はのべ 3 臼のみだったこと、 J:(~季であった事から採集点数はきわめて少ない。

2004年 (TricJ10111ycetes)

あったこと、日現が1)1そられていたことから、

った。 QueenSirjkit BotanicaL Gardenにおいて、カワ

1'1っから出j糸が飛び出し、その先端に胞子の形成された

と、後賜の;民主主に付着した若い菌糸も間察すること

形態より、本ì~Î を 01‘p!t ellαj誌と同定した。抱子畿の大きさを測定したところ、長さ x111TI'i

45.9-52.7x6.1-7.1 (トLm) 、平均 49.4x6.7(μm)， (N=lりであった.0中hellaは5 類記11まされてい

る。胞子識はやや大きいがち形態IY~ に O. haysiiにきわめて似ている。今後お析1租である可能{七刊性j生i七; 

も合めて;詐洋ま和制I1詰11を検芥討;する予定でで、ある o 0，.戸よ

(パイオテデfイパ一シテイシ;ワj一ズズ、 n芸i恕!.主111諾・ウイルスの多13創立:と系統j の挿入写真に

は1:1本肢の Orphと11αが惜載されているが論文は出ていない)。本!誌は、皆iJJt自で採集されて

号、寒冷な地域に分布するカワグラの寄生躍という印象の強いグループであった。しかし、

今自は温暖なタイ留でJ菜室長されたことによ担、生物地学的な視点の研究が必琵であると

られ<CJ0 

今後の研究計額:

カメ
冬1:1:1できの渋い

ついては考えにくい.それぞれの

、今後の研究の抗点としてあげられる.

きた，日本の場合、これもの~立寄主毘Elえがi泣

いるが、タイi訟の場合、 im¥肢のかちはi凶冬

とどのように冬虫夏誌が対応しているか

日本のクロツヤムシを採集し、 Leidyomycesの感染の有無と感染していれば種の同定を行い、

タイの種と比較する。日本国内で、 0ψhellaの分砲を調査し、この菌の寄主の分布と感染率

について調べる事が挙げちれる。

イi認でー筒所、集中的にインベントリー調査を行う場所を決定し、その;場所でしら

しに麗類相解明調査を行うことは考えられないだろうか.たとえば、 QueenSirikit Botanical 

Gardenでこのようなことはできないであろうか

72 



る。また、同植物閣内に定点を設け、タイ国の大学が昆虫の生活史と見虫病原閣の関係につ

いての生態的な研究もできるかもしれない.その前段階として、カメムシタケ、ハチタケ、

ニューギニアトゲアリタケ等について寄主の同定が不可欠で、ある。

表 タイ産採集標本リスト (2003年9月22日-10月2日)

No. Date Locality Host Genus S pecies 
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タイ北部の熱帯季節林産Xylaria属菌の植物遺体分解活性に関する調査

大闘享司

調査目的:
砂 laria(Xylariaceae， Xylariales， Sordariomycetidae)は熱帯地域と温帯地域に広く分布する子

嚢菌類であり、生態系における腐生菌や寄生菌(病原菌、内生菌)として機能している。熱

帯地域において枯死材分解に関わる吟lariaについて、これまでに酵素活性やブナ材・マツ材

の分解力が制べられている。熱;片手地域において砂lariaが植物遺体の分解に果たす役割を評イillI

する上で、材上生だけでなく落J誕生の磁株も合めた、より多様なnnで分解力の比較を行う必

裂があると考えられる。また熱帯皮の樹木の材や結集試料の分解力に関する情報も不可欠で

ある。

木司fu査はタイ北部の熱帯季節林に生息する Xylaria胤Hliiによる、熱;出:1主樹木の材と溶媒の分

解力を明らかにすることを最終的な目的として実施した。現在までに、野外における総本銀

取と、 材.上一上ヒ生と務3梁;寝定生の X吟シ戸lωGωriωαj属詞町i街芸茄T1叩o1磁諒i株杉例株1長ミのf雌i前能1伝;立が先完:了している。 現在は柏物試料への;絞安

種試4j倣i験験により乙れら i磁器f彰糾株i手司味~米!(の分 f解~!民伴71平I~力を i討51判!
察と同定の結J果1来4と、現在行っている抜租試験のレイアウト、および今後の研究計四について

報告する。

調査地:

Xylαria 腕部子実体の採取は 2004年 10月と同年 11月に行った。 20ω04主q年i下三 1叩0月には夕イ i国詔パ
ヤオUの)Na印 S出印ua削叩nUnI印ve口rs引it旬y，Phi:町iりげyaωoC，出川111川1

本のj採采E取i良文を行つた。 20∞04主年!手三 1日1月には夕イ i巴主認iチ工ンマイの QL加ueenS釘iki山巾lr山"l廿i比tBota山叩1I川山n凶1討lC正C沿刈a叫1GradenとDoi

Sutbepにて、 ChaingMai UniversityのChaiwatTo-Anun同士の協力を符て際木の採取を行った。

調査結果:

野外制公により 15~京本を採取した(表-1) 。予イmfl~10 な形態1tJil\然を行った結果、これらの保

本は 12柏に知万りされた。多胞子分離により 10的株(材上生 5菌併し落葉生 5前例ミ)を1i'(li保

することができた。これら 101指株は京都大学大学抗出学研究科の菌類尖験~~~~において、 2%
麦茶エキス寒天地地を含むスラントにて 20

0Cで保管している。

J亥fill試験にj羽いる純物試料も、問機に 2004年 10月と 11月にそれぞ、れの制査地にて採取し

た(表-2)。熱;出;政 5樹右fIの材、 3樹税の樹皮、 6~封組の*身、 3 樹事nの業柄を必!}f量採取する

ことができた。これに淵相:政樹布:である木邦ブナ材を加えた、 10樹租の 4タイプの器物を扱

般試験のために椛保した。これらの捕物試料は 40
0Cで 2週間1;吃燥ののち、ビニール袋に入れ

て密封し京都大学大学院農学研究科のi2H類尖験室において保管:している。

材試料 6 樹種の材比重は 0.4~ 1.2g1cm3 の範 1m にあり、材比重が分解力に及ぼす影響をH~Hílり
することが可能である。また落*C柴身詰ID試料の化学的な性質は 6樹積でJ込なっており、

務楽に含まれる窒素やリグニンの濃度が分解力に及ぼす影響についても検討することが可能

である。

今後の研究計画:

現在までに、 6~~j 砲の材と 3 樹布11の樹皮のそれぞれに 10 菌株を核級する実験が終了してお
り、分解を受けた柏物試料の測定・化学分析により分解力を定量的に詳細liすることができる。

また今後、6樹種の葉身と 3樹種の葉柄のそれぞれに 10菌株を接種する実験を予定している。

さらに水分ストレス(乾蝶)がこれら菌株の分解力に及ぼす影響についても評価することに

より、熱帯季節林に生育するめllaria属菌の機能的な環境適応性についても検討できる可能性

がある。標本観察により同定をすすめる必要がある。これらのデータを総合して、タイ北部

の熱帯季節林産 Xylaria属菌の分解力を評価し、その結果を Mycoscience誌に投稿する予定で

ある。
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(1) 
TP041001 Xylaria sp.l 

TP041004 Xylariαcubensis? 

TP041010 Xylaria uniapiculata? 

τC041101 Xylaria allantoideαT 

TC041107 Xylaria grammica 

TC041110 Xylariαgrαmmica 

印果実・種子生
TC0411む6 Xylαria magnoliαe 

TC041108 Xylaria sp.12 

(3)落葉生
τP5BS72 Xylaria、 sp争

γP5BSIOl Xylariαsp. 

TP041011 Xylaria sp.7 

TC041102 Xylaria sp.9 

TP041009 Xylarla hypsipodα1 

TC041105 Xylαria hypsipoda? 

州単子葉植物生
TP041 005 Xylaria cf. juruensis 

表 1 北タイの熱脅;季室長林において採取したXylaria履蔀

12積の目標本を接取し， 10菌抹を分離した
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0

0

0

0

X

 

Naresuan Univ.， P訂ayao，Oct. 04 

Naresuan Univ.， Phayao， Oct. 04 

Naresuan Univ.， Phayao， Oct. 04 

Q.S.Bot.G， Chiang Mai， Nov. 04 

Doi Suthep， Chiang Mai，対oV.04

Doi Suthep， Chiang Mai， Nov. 04 

小枝
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Doi Suthep， Chiang Mai， Nov. 04 
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ト~aresuan Univ.， Phayao， Oct. 04 

Naresuan Univ.， Phay込久 Oct.04 

Naresuan Univ.， Phayao， Oct. 04 

Q.S.Bot.G， Chiang Mai， Nov. 04 
Naresuan Univ.， Phayaoヲ Oct.()4 

Doi Suthep， Chiang Mai， Nov. 04 

身
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~1: jjJ~ 
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0
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Dipferocarpus fllberculαtus 
すとctOIlCl81'αndis 

Shol'ea oblUsa 

Bombαx al1cとps

むuercuskingiana 

Diptel・ocapusobtlfsifolius 

Macalangαdenticulata 

Bauhinia variegata 

PUlUS kesiya 

(2)湿帯産

6 3 
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台湾産寄生性卵欝類およびラピリンチュラ類

本多大輔

調査目的:
寄生性卵爵類およびラピリンチュラ類の分離株確立を百的とした。また寄生性弗菌類を分

離するため，その寄主としての諜類株の確立も司的とした。

調査場所:
台ヰ1，合，台北，福i室

調査結果:

確立した株

残念ながら講生性卵恕類の株の確立には歪らなかった。ラピリンチュラ矧の中からヤブレ

ツポカピ類?抹の分離に成功した。諜類株としては誌ini類 2株の分担に成功した(表)。

分離株の維持

ヤブレツボカピ殺は，培地(間ycolRes 102: 439-48)で良好な生育が雑認されたりまた

H培地に 10%グワセリン，日トレハロースを凍書出JJ二部として加えた溶液で， H:主イ本窓紫保有よ

容器で良好に維持できることがわかったので，この状態で保存を継続している。

緑iZ33キ去については， 1…2ヶ月にー肢の継代賠設によって維持している。

今後の研究計画:

ヤブレツポカピ類については，出A抗1I

統角を行う予定である。

し り，光学顕微鏡悦祭お

iミT0329

Rl、0330

RT0331 

RT0332 

RT0333 

jミT0334

SSAL0018 

SSAL0019 

. Taiwan 14，オヒ

2004/ラ/27 安高認.Taiwan 14， 

2004/9/27 安南区.Taiwan 14 ， 

2りo斗/即日 ;括経.Taiwan 5， 

2004/9/25 詣~I怪.Taiwan 5， 

2004/ヲ/25

2004/り/27 安尚i玄.Taiwan 14‘オヒ

1守湾 HuiSun Forest Arω(背信;石)J' Iたまり

ピ
ヤブレツボカビ

ブレツボカピ

ヤブレツポカビ

ヤブレツポカピ

ヤブレツポカピ

4AF6 培養より 議務

-水
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タイ北部における変形菌類調査

松本淳

調査地・調査期間・隷査者:

本調査は、タイ王国北部 ChiangMai Prov.とMaeHong Song Prov.の主に 6地点で、 2003年

11 f-J 23日から 28告に行った。誕査者は、松本淳と ChiwatTIか Anun(チェンマイ大学)が行

った。調査地の詳細は以下のとおりである。

1. Doi Suthep時 DoiPui NationaJ P訂 i三， Chiang Mai Prov.， Thailand; in Asian monsoon forest and 
Pinus keysia secondary forest， ca.600 1000 m alt. 23 November 2003. Jun Matsumoto & 

Chiwat To-Anun. 

2. Doi Inthanon National Park， Chiang Mai Prov.， Thailand; in cloud forest， ca. 2500 m a1仁 24

November 2003. Jun Matsumoto. 

3. Queen Strikit Botanic Garden， Chiang Mai Provリ Thailand;on the roadside of the natural trai1， c仏

1000 m alt. 25 November 2003. Jun Matsul11oto. 

4. Tham. Pla Park， Mae Hong Song Prov.， Thailand; in Asian monsoon forest， ca. 250 m a]t. 27 

November 2004. ]un Matsumoto & Chiwat ToωAnun. 

5. Pha Sua FalJヲ MaeHong Song Prov.， Thailand; jn Asian 1110l1S00n forest， ca. 400 m aJt. 27 

November 2004. Jun Matsumoto & Chiwat T，かAnun.

6. Mae La Noi， Mae Hong Song Prov.， Thailand; in Asian monsoon forest 王lominatedby Tectona 
grandis， ca. 250 m alt. 28 November， 2004. JUl1 Matsumoto & Chiwat T，かAl1UI1.

調査結果:

・採集資料.1京本などの タ: 0) 参照。

いて、変形態類 18属 39穂をii楽器した。 以下に、

(JMは JunMばsumotoの111名号入標本出回前11万立福
る。

1. Claslodemw debαryanum A.Blyll， J}¥ι7026‘ 

三Cribrαrialanguescens Rex， JlVι7014. 
3. C. violαcea Rex， JM-7026，7027. 
4. Lycogαお COIザilSlll11Nanl1.-Bremek. ex Ing) J1vι7010. 
5. L. exiguum Morgan， nι7077. 
6. Arcyria cinerea (BulL) Pers.， JM-7078. 
7.A. major (G.Lisler) Ing， JM働 7021.
8冊 Metatrichiafloriformis (Schwein.)トJann.-Bremek・， JM-7053， 7054. 
9. PerichaenαdepressαLib.， J下A冊 7067，7068， 707立
1 O.Cornuvia serpula (Wigand) Rostafっ1M岬 7066.
11. Hemitrichia clavata (Pers.) Rostaf. var. calyculafa (Speg.) Y盆Yamam./]J'vι7008， 700久7071.
12.丘町rpula(Scop.) Rostaf. ex Lister， JMω7002， 7003， 7075， 7076. 
13. Trichia decipiens (Pers.) T.Macbr.， JM側 7025.
14.1:どrecta1ミex，JM-7050，7051，7052. 
] 5. 工lavoginea (Balsch) Pers. varげf仁.p光εεerソア吋川川r久バ川川'S川叫叩S川μ川r幻ば山u川儲'1
16奄 T.vσI'rucosa Berk.， JM-7035， 7036， 7037. 
17. Diderma deplanatum Fr.， JM-7060. 
1凶8.D.he問e臼仰f刀mi

1吟9立.Di凶der円mη1矧αsubdi比ct守yos.叩:pen丹mη似um(Ro ち試taf.)G.Lister， JM 働 7087， 7089， 70 ヲO. 
20. D. floriforme (Bull.) Pers.， JM-7041， 7043崎 7049.
21. Didymium iridis (Ditmar)百円 1M“ 7062幽 7065.
22. CraterIum leucocephalum (J .F.GmeL) Ditmar var. cylindricum (Mぉsee)G.Listeτ，Hι7069. 
23. Physarella oblonga (Berk. & M.A.Curtis) Morgan， JM-7074. 
24. Physarum compressum Alb. & Schwein.， JM“ 7007，7057. 
25. Physarum echinosporum Lister， 1M・70ちな
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26. P. hongkongense Chao H. Chung， JM酬 7006，7059.
27. P. javanicum Racib.， JM-7000， 7001. 
28. P. nutans Pers.， JM-7039. 
29. P. pezizoideum (Jungh.) Pavil1.説Lagarde，JM回 7073.
30. P. psittαcinum Ditmar， JM酬 7022，7023.
31. P. retisporum G.W.Martin et al.， JM-7079， 7081附ブ088，7091.
32.P.νiride (Bull.) Pers.， JM欄 7056，7070.
33. Collaria arcyrionemα(設ostaf.)Nann.-Btemek. ex Lado， JM駒フ会24，7029， 7030， 7む 7034，7038.
34. Comatricha pulchella (C.Cab.) Rostaf.， JM側 7018.
35. Stemonaria 10時 a(Peck) N ann.“Bremek. et a1.， ]降 7061.
36. Siemonitis axifera (BulJ.) T.Macbr. var. smilhii Hagelst.， JMω7013. 
37. S.fusωRoth， JM時 7011，7012，701ヲ.
38.三laxifilaNann.-Bremek. & Y.Yamamリ JM-7031，7032. 
39. Slemonitopsis typhinα(F.l-I.Wigg.) Nan仏向Bremek.，JM-7072. 

興味ある種:

本制うまで確認された稲のうち、分類学的忘るいは生物学地理学的に興味深い話としては次

のものがあげられる。

Corl111vIa seη'lula (Wigand) Rostaf. 

は、ヨー口ッパ・アフリカ・北米・アジアかち碍認されている広域分布穂でるるが、

報告自体は少ない稀産経である。おII毛体は iLj:iZE の管状で、。:1=1張性がく、 ~~Il い網を形成し、

その表部に現状紋があるという!際立った持徴により、 Co印rソJ刀lUVγVl々叩f

て分努数搬i員3i竿学字学:1的~I均i均ヲに i箆玄 z釦別iりj されている O 本種には主111毛体のJI~質で 2 つの裂がうJI られている。すなわち、

縦三主体の環状紋がま11くまばらにある裂と、諸に規則的にある恕である。本調査で得られた子

の~ìlll 毛休の漂:1丈紋は椛で、この型は仙に、イギリス・ドイツ・インド・アメリカ合衆国
も報告ーがある。この鞘|毛休JI~~廷の惑いが郁を草加するのに1fJι方なものであるかどうかは

らに必裂で、ある。

Didザdel初αα~S幻IIめbdi万icり'0S勾'perl7ηmηlUI1ηm(Rミo川}附st仙af.) G.LiおS託t詑ε引r‘ 

本部はこれまでに耳目熱指・熱持;J或(南アアリカ・アメリカ合[羽・メキシコ・ベ

インド・スリランカ・インドネシア)から報告がある税で、典型!的な熱科

る。 18761:1::に始めて報告されて以来、報告側は少なく、桁産経とされている。

コかちの報告(いdoet a1. 2003， Fungal Diversity 12: 67-110) では、熱訪問林林j末のりタ

ン

15 cm
2におよぶ子実体コロニーが技数確認された。本調査では、 1JI1!)点からであるが、これ

に出敏する大きさの子実体コ口ニーが、チーク (Tectonagrandis)の高架jこに{能認、吉れた。 21i;

f1llは、胞子談話に顕著な網状紋を持つという際立った特徴を持ち、仙の Didernlaかうi玄関で

る。石氏突の変)1引肢を持つ子尖イ本の外観や主!Jl毛イ本は、君主持域に広く分布する Didermα

cingulatum、D.，.imosum と R~l~f拐しており、これちの範との;主主誌が推察される。
Physarll1n echinosporllm Lister 

本語はこれまでに、アフリカ・前米・ア

と考えちれている。 1899年に新砧とし

いる α

. llli熱帯地域から報告があり、熱相;却

は少なく、稀政種とされて

本稿は、 1:::1唱をわせるようなの色のたてに照平な閉山胞子襲体を形成し、 JJ包子表出

なとげ状調状紋を持つといった、際立った京j:微在持つ。

Physarum. retiザorlll/lG.W.1¥1artin et <11. 
本語はこれまでに、インド・フィリピン・中出〈台湾)からの報告がある。これまで、採

集例は 3例しかない稀産粧である c本荘!の子尖体は{告の Physαrumには観られない特異な形態

る。すなわち、路子嚢の外観は、たてに肩平な窮状で、表面は平沼で光沢のある赤褐

、胞子の表部には明瞭な網状紋がある。本調査では、チーク (Tectonagrandis)務葉上に比

較的大型の子実体コロニーがみられた。
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調査地における分布の特徴:

東南アジア地域の変形麗類相に関しでは、過去に散発的な報告があるに過ぎない。とく

インドシナ半島の変形菌類相に関する情報は極めて少ない。タイ屈における変形菌類相につ

いては、 Reynolds& Alexopoulos (1971， Pacific ScL 25: 33-38)， Siwasin & lng (1982， Nordic J. Bot. 

2:369備 370)，Ing et a1. (1987， Mycotaxon 30: 197)などにより、 25腐 61種が報告されている。これ

らの報告の多くは、不定期に行われた調査に基いているが、その多くは雨季 (6月から 9月)

に行われたものである。報告された穂の誌とんどは、温帯域にも分布するものであった。本

研究により、新たに 19種が加わり、タイ国からは 27J認知器が確認されたとととなった。

本調査で新たに擁認された種には、その生育に気候がよち強く影響していると推察される

程〈熱帯・熱帯特定の 3栂Dide/・masubdictyospermul11， Physarum echinosporum， P毛 retisporum、

にみちれる 3 Tricl山 decipien品工 erecta，Diどtermafloriforme) が合まれている a

は、主として、モンスーン林、 2次林、雲霧林、および人工林で行われた。;標高の

比較的低い調査地(モンスーン林、 2 次科、人工林)では、変JI~1器類の生青に好適な、
に腐朽した植物遺体-の密度は極めて低かった。そのため、日本列島に比べて、変j診断烈子実

体の密度も低いようにj32われた O それに加えて、得られた変-JI列車知子51ミイ本誌ダメ…ジを受け

たものが多く、子実イ本の仰の生物の七Ij食や伯の;芸ij誤の感染による分解が速いことが問えた。

の比較的低い調査地で1確認された変形菌類の多くは、域でも変季に広くみられるがし

あった。しかし、モンスーン林林床のチーク落来上からは、これまで、の報告が少なく

典型主的な熱帯砲と推察される 3粧が椛認され、この調査地を特徴づけると考えられる。

や~容認・落校は好迎な状態とはいいがたかったが、大裂のパショウ j潟植物 (Musa sppJ 

体はJjii苧でもよとi校的指!ji完に保たれており、 Physarumcompressumや p.jαvalllcumの大引の立口

られ、この地域の特接的な変形臨海三微小生息場所となっていた。

、ドイインタノンUJ標高約 2500111 Jl1L'誌の雲霧林で、は巡!肢にj認f15した倒木が多くみられ、訓13在
地点中で‘は 2帯13に多くの極を硫認した(11lill)。その中には、日本で泣比較的

にみちれる 3種(Trichiadecipiens) T. el'ecLa， Didermαjloriforme)が含まれていたoTiti 
口ニーの大きさもよtil出:1句大きく、良好な状態のものが多かった。この地域で1は、近隣の

{民地とはなる変形i議が成立しており、むしろ、日本の謀説;誌に似かよっているようであった。

今後の研究計調:

今自の調査で待ちれた熱荷特産の 3税は、世界的に凡て民集{売が少

で残されている桜本も少ない。さらに詳誕JIに分知学的検討を行い、不足している

の情報を端先して学術論文として公表する。
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第4回アジア商学会議におけるシンポジウムのプログラム

The IV Asia刷 PacificMycological Congress 

The IX International Marine and Freshwater Mycology Symposiunl 

Congress Date: Novemちer14-19，2004 

Congress venue: The Lotus Hotel Pang Suan Kaew Hotel Chiang Mai， Thail.and 

Novenlber 19 (Friday) 9.15-13.00 

1ミecentprogress 011 taxonomy and diversity of plant parasitic fungi in Asia 

Convener: M調 Kakishjma，UnIversity of Tsukuba， J apan 
Chairperson: Y. Ono} lbaraki University， Japan 

C. To~anul1， Chiang Mai Univel計ty，Thailand 

Speakers: 
ラ 9.40. MorphologicaJ and Illolecular phylogenetic studies of three Uromyces species on 

legumes In Japan 
主ζ担出品)， T. Tsukiちoshi2)フy.Ono3) and M. Jくakishimal)

(1: University of Tsukuba， Japan， 2: Nauonal Institute of Agro-EnviroJ1mental Sciences， 
Japan， 3: lbaraki University， Japan) 

9.40…10.05. Powclery mildews ofThailancJ: Integratecl analyses morphoJogical ancl 
molecular characteristics 
C. 川口1)1 S. Ko山 崎 山1)ancl S. Takamatsu2) 

(1: Chjang Mai University， Thailancl， 2: Mie 'University， Japan) 
10.05 -10.30. Stuclies on the systematics of powder mildews in JjJin Province of P.R.China 

LIll Shuべal1and Li Yll 
(Jilin Agricultural University， P. R. Cluna) 

Coffee break:: 10.30 -10.55 

10.55 11.20. Phylogen)' and taxonomy of Col!etotrichum species in Japan 
J. Mori以'aki

(National Agricultural Research Center， Japan) 
11.20…11.45. Phylogeny and taxonomy of PeronospoJ・aspecies in Korea 

S. B. Hong and H. D. Shi.n 

(Korea University， Korea) 
11.45 -J2.10. 'Taxonomy 01、Leploぷ少hαどria

C.Y. CheI1 ancl同'.H.Hsieh 

(National Chu時 Hsi時むポversitうら Taiwan).
12.10 12.35. Molecular phylogenetic studies ofAlternaria species in Korea 

H.S.C己o，~r1. S. Park and S. H. Yu 
(Chungnam討ationalUJ山ersity，Korea) 

12.35 -13.むO. Taxonomic study of Cercospora and allied genera in Japan 
C. Nakashima1) and T. Kobayashi2) 

(1:Mie UnIve出 ty，J apan， 2: Tokyoじniversityof Agriculture， Japan) 

80 



第4回アジア菌学会議におけるワークショップ

The IV AsiawPacific Mycological Congress 

The IX International Marine and Freshwater Mycology Symposium 

Congress Date: November 14-19， 2004 

Congress venue: The Lotus Hotel Pang Suan Kaew Hotel Chiang Mai， Thailand 

Post Congress W orkshop 

November 21， 2004 
Faculty of Biology， Chiang Mai University 

Taxonomy of Rust Fungi: Y.Ono (lbaraki Univesity) 

Polypores in Asia: T. Hattori (Forest and Forest Products Research Institute) 
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マレーシアでの菌類の多様性ワークショップ

期日:200 5年11月14日-..18日
場所:マレーシア理科大学

(School of Biological Sciences， University of Sains Malaysia， Penang， Malaysia) 
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勺明μ鵠 tヲ樹幹tV抑制持初杭おお供

UN工VERS工TISA工NSMALAYS工A

PROGRAMME 
Sundav. 13 Nov. 2005 

・Arrivalof Japanese Mycologists (lnstructors) 
圃 Check-inat Vistana Hotel 

Â ondav # 14 Nov. 2005 

国 Arrivalof Participants 

• Check-in at Vistana Hotel (Apaはment)

1330 hrs… Depart Vistana Hotel for Universit Sai円sMalaysia 

1400 hrs --Welcoming Address .... [SBS， Conference Room1 

(i) Chairman of the Organising Committee: Prof. Baharuddin SaUeh 
(ii) Head ofthe Japanese Delegation: Prof. M. Kakishima 

Presentation of Field Collection Results 

1430 hrs --.E盟旦ユ: Microfungi in Leaf Litter : Dr. S. Tokumasu 

1500 hrs --.E担皇r._g_: Parasitic Fungi (Rust and powdery mildew fungi): Dr. Y. Ono 

1530 hrs一回自は: Polyporales: Dr. T. Hattori 

1600 hrs --.E鎚旦.1: Agaricales: Dr. H. Neda 

1630 hrs --Group Photograph & Coffee 8reak 

1645 hrs --.E鐙旦豆 MycorrhizalFungi: Dr. A. Yamada --

1715 hrs --.E鎚旦豆 Labyrinthulales:Dr. D. Honda 

1750 hrs --Depart USM for Vistana Hotel 

1930 hrs --Depart Vistana Hotel for Equatorial Hotel 

2000 hrs --WORKSHOP DINNER [Hosted by USM] [Murai Room， Equatorial Hotel] 

(i) Welcome Address， Chairman Organising Committee 
(ii) Speech by Head， Japanese Delegation 
(iii) Speech by Vice-Chancellor USM 

Tuesdav # 15 Nov. 2005 

0730 hrs --8reakfast -Instructors & Participants 

0800 hrs --Field Trip / Collection of Specimens 

1300 hrs… Lunch 

1400 hrs… Field Trip / Collection of Specimens イcont.

1600 hrs --Preparation & Drying of Specimens 
1730 hrs --Depart USM for Vistana Hotel 

圃 [OpenProgramme for Instructors & Participants] 

Wednesdav. 16トJovember# 2005 

0715 hrs --Breakfast申 Instructors& Particitants 

0745 hrs --Depa吋VistanaHotel for USM 

トlistanaHotel] 

[Local Restaurant -Nasi Kandar] 

[SBS， Mycology Laboratory} 

[Vistana Hotel) 

0800 hrs --Workshop Session 1: Agaricales in Asia: Dr. H. Neda [SBS， Mycology Laboratory] 

(Lecture and Observation of Specimens) 

1030 hrsー CoffeeBreak 
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1045 hrs 働側 Workshop Session 1 … (Agaricales) 

1300 hrs…器副ffetLunch 

14∞hrs --WoホshopSession 1イcont.(Agaricales) 

1730 hrs… Depart USM for Vistana Hotel 

側 {O予enProgramme for Instructors & Participants] 

Thursdav. 17 November噌 2005

[USM Guesthouse] 

0715 hrs… 詰reakfast-Instructors & Participants [Vistana Hotell 

Oア45hrs… DepaはVistanaHotel for USM 

0800 hrs…Workshop Session g: Polyporales in Asia: Dr. T. Hattori * [SBS， Mycology Laboratory] 

(Lecture and Observation 01 Specimens) 

1030 hrs --Coffee Break 

1045 hrs… Workshop Session 2… (Polyporales) 

1300 hrs… Buffet Lunch [USM Guesthouse] 

1400 hrs --Worksh叩 Session2 --1 cont. (Polyporales) 

1730 hrs --Depart USM for Vistana Hotel 

1930 hrs --De問 rtHotel for WORKSHOP FAREW監LLDINN三R [しocalSeafood Restaurant] 

2000 hrs…円eturnto Vistana Hotel 

Fridav. 18トJoven由er2005 

0715 hrs… Breakfast … i丹structors& Participants [Hotel Vistana] 

0745 hrs… Depart Vistana Hotel for USM 

0800 hrs…Workshop Session a: Taxonomy of円ustFungi: Dr. Y. Ono [SBS， Mycology Laboratory] 

(Lecture and Observation of Specimens) 

1030 hrs --Coffee Break 

1045 hrs --Workshop Session 3… (Rustドungi)

1230 hrs… Buffetしunch [USM Guesthouse} 

1330 hrs…Workshop Session 3…/ cont. (Rust Fungi) 

1630 hrs --Review / General Discussion 

1630 hrs… Closing Ceremonyを [SBSConference Room] 

(i) Closing Address， Chairman of Workshop Organising Committee 

(ii) Presentation of Certificates by the Dean， School of Biological Sciences 

1ア00hrs… Coffee Break 

1800 hrs --Depart USM for Vistana Hotel 

-[Open Programme for Instructors & Partic半ants]

Saturdav. 19 November・2005

-Breakfast -Instructors & Paバici手ants

同 Check心

ももSayonara& Selamat Jalan" 

Co-sponsors 

The University ofTsukuba 

JAPAN 
84 
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ワークショップで調査の概要の説明に用いたスライド

Cooperatlve research 0，"， fungal diversity 

ln the troplcal monsoonαreas of Aslα 

Aprll2002 to March 2006 

The purpose of this projecf is better 

understandlngs of biodlversity 

of fungl in tropical monsoon areas of 

Asla and also promotlng the cooperative 

research on fungi in Aslan countries 

Suppo付edby 

JSPS (Japan Soclety for Ihe Promoilon 01 Sclences) 

Participants of the cooperatlve project In Japロn

EIJl Nagasawa， To<<orl MycologlcallnslHute (Agallcales) 
Yuklo Sロ10，ToyロmaP問 locluralUnlvrmlly (Powdery mUdew) 
Dalsuke Hond_a， Konan Unlvelllly (lロbyrlnlhulalcs)
Nllaro Maekawa 101l0rl MycologlcαIlnslltulc (Aphyllophorales) 1!!.':1 
Chlhlro Tanaka， Kyolo Unlvcrslly (Agarlcalcs) U 叫 ι，.町長~
YoshlロklYロmad民 ShlnshuUnlvcrslly (Fungl assoclaled wllh mycomhllas) 
Toshlzuml Mlyamolo， Hokkaldo Unlverslly (Fungl assoclatcd wllh mycorrhlzas) 
Tsuyoshl Hosoya， Nallonal Sclcncc Muscum (Cup lungl) 
Jun Malsumolo， Fukul Bolanlcal Gcrden (Myxomycclcs) 
I1110shl Ncda， Forcstry and Forcsl Producls Rcsearch Inslllule (Agarlcalcs) 
lilrokl Sato， forcslry and Foresl Products Research Inslltutc (Fungl assoclalcd wlth Inscds) 
Yoshlhfsa Suyama. 10hoku Unlvcrslly (Populallon blology) 
HロyaloMasuya， foreslry and foresl Producls Rescarch Instltute (Fungl assoclαled wllh 
Iree dlscases) 
Chlhlro Nakajlma， Mle Unlverslty (Plant paraslllc lungl) 
Takashl Osono， Kyolo Unlverslly (Phyllosphere IUngl) 
KalUQkl Tanaka， Hlrosakl Unlverslly (P細川 paraslllcAscomycelcs) 

Graduale sludonls: Wen H. Chung (Unlvorslly 01 hukuba). Jlnlana Engkh町 llnun，(Unlverslly 
01 Tsukuba)， Manabu Shlralorl (UnlvcrsUy 01 Tsukuba)ー KozueSolome (Unlv町 slly01 Tsukuba). 
Dal Hlro四 (Unlverslty01 Tsukuba)， M目。leruHakarlya (Unlvorslly 01 Tsukuba)， Saranya 
lImkqlsang (Mlc Unlverslly)， Rlk.a Yokoyoma (Konan Unlvcrslly) 

Outline of Invesfigαtions 

1. Observallons and collecllons 01 fungal speclmens In research areas. 

2. Preparlng dry herbarlum speclmens. 

3. Eslabllshmenl 01 cullures Irom a paけ01speclmens lor Idenllflcallon. 

4. AII spe.clmens and cultures wlll be shロredand kepl In herbarla and 

cullure collecllons In countrles 01 Ihelr orlglns and Japan， 

5. These speclmens and cullures wlll be used only lor sclenllflc 

purpose. 

6. Idenllllcatlon 01 speclmens based on morphologlcal observallons 

and molecular analyses. 

7. Preparlng IIsls 01 fungal specles dlslrlbuled In research areas. 

8. The resulls 01 the research proJecl wlll be publlshed In mycologlcal 

Journals such as "Mycosclence" wilh co・authorshlpsamong Ihe 

concerned researchers In Japan and the counlrles 01 Ihelr orlglns. 
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Organizing commlttee members of the 

cooperative projecf in Japan 

Makofo Kaklshlma， Unlverslly 01 Tsukuba (Chlel 01 fhe proJecl， Planl parasHIc lungl) 
SolJITokum田 u，Unlverslly 01 Tsukuba (Fungl assoclafod wllh decomposlllon 01 leal IIl1ers) 
YoshltロkaOno， Prolessor， Ibarakl Unlverslly (Rusf lungl) 
Susumu Tロkamaf引J，Mle Unlverslty (Powdery mlldew lungl) 
Shlgeru Kaneko， Foreslry and Foresl Producls Research Inslllule (PIロnlpa同 slllclungl 01 
Irees) 
Aklra Nak白日Irl，NITE Blologlcal Resources Conler (NB量C)(FungllnhロblllngIn m臼rlneand 
針。shwal町)
Yulchl Yamaoka， Unlverslty 01 Tsukubロ(Funglassoclatod wllh 10問 stdecllne) 
Takayukl Aokl， Nallonallnsll'ute 01 Agroblologlcal Sclonces (Soll lunglロ日oclalodwllh 
plant dlseases) 
Tsulomu HaHorl， Forestry and forest Producls Research Inslltute (Fungl assoclated wllh tree 
decay) 
Mlchlo 1m臼zu，Shlnshu Unlverslty (Planl parasltlc fUngl ollreos) 
Gen Okada. Inslllule 01 Physlcal and Chemlcal Research (RIKEN) (Fungl assoclaled wlth 
planl debrls) 
Izuml Okane， NITE Blologlcal Resources Cenl町 (NBRC)(Endophytlc lungl 01 planls) 
Junlchl Abe. UnlversUy 01 Tsukuba (Fungl assoclaled wlth myco町hllas)
Yousuke Degawa. KanagawロPrelecluralMuseum 01 Nalural Hlslory (Fungl assoclaled 
wllh planl debrls and Insecls) 

Reseαrch areαs 

Cenlral and 
Soulhern areas 01 

Talwan 

Northern areas 01 

Thalland 

Northern areas 01 
Malaysla 

Toiwon 

Hosl Scler可!lsts:
Dr. Jenn-Wen Huang， Depaけment01 Plant. Palhology. 
Na!lonal Chur可gHslng Unlverslly 

Dr. Ho・ShllChang， Instltule 01 Bolany， Academla Slnlca 
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Queen Slrlkll Botanlcal Garden 

Dlstrlbutl.on of Plumerla rust 
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IV Asia Mycological Congress ー ・・
November 14・，9， Chlcng Mal， Thalland 

Recenl progress on laxonomy and dlverslly 
01 plant parasltlc lunglln Asla --二一-| 車

Speckers: 
1， Mo，phologlcol ond mol・cu同，phylog・n・Ilcslvdl・， olltol・aUromyca. sp・cl・s00.1・炉Jm・')n
Jopon. W. H. Chvngl).I.lsuklboshI2)， Y. On03) ond M.l(oklshlmol1 (1: Unlv・rslty01 T.ukubo， 
Jopon. 2: Na1lonoUns附叫.01Ag，o.Envlronmanlol Scl・M ・s，Jopon， 3; ITo同 klUnlvorslty， 
Japon) 

2. Powd・rymlld.ws 01 Tholland: Inl.gr!l1.d onoly... 01 morphol。日Icolond mol・culol
ch町ocl・，IsHc.，C. To・m 叩 1).S. Kom.unl) ond S. Tokomat.u2) (1; Chlang Mol Unlv・rslty.
lhollond， 2: MI. Unlv・rslty..Jopon!

3. Slvdl.‘。nth・町叫・m!l1lcs01 powd・，mlld.w'lnJIlIn P，ovlnco 01 P.R.Chlna 
Llu Shu.yon and LI Yu (JlIln Ag，lωItv，a) Unlvorslly， P. R. Chlno) 

~. Phylog・nyond lox.onomy 01 Coll.'otr1chum 'P・cl・.InJapan 
J. Mo，lwakl (Natlonol Ag，lcultu，ol R・l.orchC・nl."JoporI) 

5. Phylog.ny ond lox。円。myoll'flronospOfロ .p.cl.sIn 11:0'.。
Y. J. Chol， S. B.月ongond H. D. Shin (Kor・oUnlv."IIy. Ko，・0)

ιToxonomy olleplo.pho・rlo
C.Y. Ch.n ond W.H. Hsl・h(NoHonal Ch叩 gH.lng Unlv・rslly，Tolwon)町

7.Mol・cul町phylog・n・Hc.lvdl・s01 A/lamロrlo叩・cl・sIn K町・q
H. s. Cho. M. s. Pork. ond S. H. YU (Chvngnom N剖lonolUnlv・F・1Iy，lI:or.o)

8.loxon町nlc.lUdy 01 C・rcosporaond olll.d日・n・問10Jopon 
C. Nokosh同01)ond l.Kobayo.hI2) (I:MI・Unlvo同Ity.Jo戸n，2: Tokyo 
Unlv・rsltyofAg同cultv，・，Jロpon)
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Survey of fungl and fleld colledlons In Malaysla 

2002 
Odober 2 -October 6 (3) 
December 10-December 23 (7) 

2003 
July 10四 July22 (5) 
September 22 -October 2 (4) 
November 30 -December 7 (5) 

2004 
Sepfember 5 -September 15 (3) 

2005 
November 13-November 25 (8) 

Acknowledgements 

Workshop organlzlng commlHee 
in Unlversity Salns Malaysla 

Advisor: Professor Mashhor Mansor 

Chairman:Professor Baharudln Salleh 

Secretary:Dr. Liew Kon Wui 

Treasurer: Dr. Marzlan Zakarla 

CommlHee Members: 

Dr. Darah Ibrahlm 

Dr. Hasnah Jαis 

En. Mohd Kamaruddln 

Dr. Latlffah Zakarla 

Pn. Sltl Nurdijatl 
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Troplcal Fungal Dlversity Workshop 

Presentatlons of Fleld Collee:tlon Results 

November 14山 18，2005

November 14 
Presentatlon 01 lIeld colledlon results 

NovelT可ber1S
Fleld trlp lor collectlon 01 speclmens 

NovelT司ber16 
Workshop on Agallcales In Asla by Dr. H. Heda 

November 17 
Workshop on Polyporales In Asla by Dr. T. Hattorl 

November 18 
Workshop on taxonomy 01 rust lungl by Dr. Y. Ono 

Thank you very much 
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